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お願い 

・ご使用の前にこの取扱説明書をお読みになり内容を十分理解してから 
製品を操作してください。 

・お読みになった後は、いつでも使用できるよう大切に保管して下さい。 
 
・製品の移設・転売の際は、必ず製品と共に取扱説明書を引き継いで下さい。 
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安全上のご注意

このたび、プログラマブルコントローラＴ２Ｎ（ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎ）内蔵イーサネットモジ

ュールをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

本書はイーサネットモジュールの使用、取り扱いや注意事項について説明しています。

イーサネットモジュールを安心してお使いいただくために、取り付け、運転、保守、点検の前に必

ず本書とその他の関連書類を全て熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習熟して

から正しく使用して下さい。なお、本書ではイーサネットモジュールを特に区別しない限り伝送モジ

ュールと呼びます。

[重要事項について]

１．伝送モジュールは、一般産業機器（各種製造ライン制御、工作機器など）に使用されることを

意図して設計、製造されたものです。

人命にかかわるような状況で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的として

設計、製造されたものではありません。

伝送モジュールを輸送機器（列車など）、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継機器

あるいはシステムなど、特殊用途のご使用の場合には、事前に販売担当者までご相談下さい。

２．伝送モジュールは厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、万一伝送モジュールが故障す

ることにより人命にかかわるような重要な設備および重大な損失の発生が予想される設備への

適用に際しては、重大事故にならないように必ず安全装置を設置して下さい。

３．伝送モジュールは、取付け、配線、使用、保守について、制御機器取扱いの一般知識がある方

を対象としています。取扱いを誤った場合には、感電、火災、故障、誤動作の恐れがあります

ので、制御機器取扱いの知識および電気的知識が不十分な方は、取付、配線、使用、保守は避

けて、専門知識のある方に依頼して作業して下さい。

４．本書および別冊の関連資料は、プログラマブルコントローラおよび制御機器取扱いの一般知識

がある方を対象に記載しております。

記載内容に不明な点がありましたらご質問下さい。

ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎイーサネット部取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０７１２
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安全上のご注意（続き）

[警告表示について]

この取扱説明書には、管理およびお使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、

商品を安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。次の内容（表示・図記

号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守り下さい。

また、お読みになった後は、いつでも使用できるように大切に保管して下さい。

表示の説明

表 示 表示の意味

「誤った取扱いをすると人が死亡する、又は重傷を負う可能性のあること」危険
を示します。

「誤った取扱いをすると人が傷害を負う可能性、または物的損害のみが発生注意
する可能性があること」を示します。

傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが、やけど、感電などを指します。

なお、 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があり注意
ます。

いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守って下さい。

図記号の説明

表 示 表示の意味

危険を示します。◇
具体的な危険内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。

注意を示します。△
具体的な注意内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。

禁止（してはいけないこと）を示します。

具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。

強制（必ずすること）を示します。●
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。

ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎイーサネット部取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０７１２
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ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎイーサネット部取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０７１２

安全上のご注意（続き）

■使用上の注意に関して

危険

１．非常停止回路、インターロック回路などは伝送モジュールを含めたＰＣの

外部で構成して下さい。

ＰＣや伝送モジュールに故障や誤動作が生じた場合、人身事故に至る危険

性があります。また、機械の破損や事故の恐れもあります。

［Ｔ２Ｎ本体ハードウェア説明書］

［３．運転準備（ハードウェア）］

注意

２．運転中のプログラム変更、強制出力、ＲＵＮ(運転)、ＨＡＬＴ(停止)

などの操作は十分安全を確認して行って下さい。

操作ミスにより機械の破損や事故の恐れがあります。

［Ｔ２Ｎ本体ハードウェア説明書］

［プログラマ操作説明書］

［３．運転準備（ハードウェア）］
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安全上のご注意（続き）

■伝送モジュールの実装に関して

注意

１．伝送モジュールはＴ２Ｎ専用です。予めＣＰＵユニットに組み込まれてい

ますので、取り外さないでください。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因になります。

２．伝送モジュールへの伝送ケーブル接続時は必ず電源を落としてから行って

ください。感電、誤動作、故障の原因になります。

３．伝送モジュールに電線くずなどの異物が入ることのないようにしてくださ

い。火災、故障、誤動作の原因になることがあります。

４．コネクタ、ケーブルの接続はストッパにより、抜ける、ぐらつくというこ

とがないように、確実に固定されていることを確認してください。

固定が不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因になります。

■ネットワークへの接続に関して

注意

１．電源（Ｔ２Ｎ側、ＨＵＢ側電源）が投入時は、ケーブルの着脱を行わない

でください。故障、誤動作の原因になることがあります。

２．１０ＢＡＳＥ－Ｔの設置工事は、十分な安全対策と規格に従った敷設が必

要ですので、専門業者に依頼して下さい。

設置環境の規格は「ＪＩＳ Ｘ５２５２」を参照して下さい。

［３．１ ネットワークへの接続］
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ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎイーサネット部取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０７１２

安全上のご注意（続き）

■運転準備（ソフトウェア）

■コンピュータリンク手順／ＰＣリンク手順伝送 に関して

■ソケットインタフェースによる伝送

■ＲＡＳ情報

注意

１．４章～７章は、Ｔ２Ｎから伝送モジュールの各種機能を使用するための、

命令（要求）のフォーマット、重要事項、サンプルプログラムを説明

しています。また伝送モジュールを使用する上で必要と考えられる項目も

説明しています。

内容を十分理解されてから、プログラムを作成してください。

サンプルプログラムは基本的な例であり、実システムに適用する際は

十分な検討の必要があります。

［４．運転準備（ソフトウェア）］

［５．コンピュータリンク手順／ＰＣリンク手順伝送］

［６．ソケットインタフェースによる伝送］

［７．ＲＡＳ情報］

■設置環境に関して

注意

１．Ｔ２Ｎ本体ハードウェア説明書に記載されている環境で使用してください

規定以外の環境で使用した場合、感電、火災、故障、誤動作の原因になる

ことがあります。

［９．１ 設置環境］
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安全上のご注意（続き）

■ネットワーク敷設上の基本注意事項に関して

注意

１．ネットワークケーブルの敷設工事を行うときは、十分な安全対策と規格

に沿った工事を行って下さい。ネットワークの敷設の規格は、

「ＪＩＳ Ｘ５２５２」を参照して下さい。

２．安全対策、規格に詳しい専門業者に敷設工事を依頼されることを推奨

します。

３．１０ＢＡＳＥ－Ｔのネットワーク構成機器をノイズの多い環境に敷設する

ことは避けて下さい。敷設する必要がある場合は、本文中に述べるノイズ

対策を必ず実施して下さい。

［９．２ ネットワーク敷設］

■保守に関して

注意

１．ケーブルの着脱は必ず電源を切った状態で行ってください。

電源が入ったままの状態で作業しますと、感電の恐れがあり、誤動作、故

障の原因になることがあります。

２．システムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常

点検、定期点検、清掃を実施して下さい。

３．伝送モジュールが正常に動作しない場合は、本書の「異常処置」を参考に

確認して下さい。

故障発生時は、支社店(販売店)又はサービス代理店に連絡し、返却及び

修理依頼をして下さい。

当社または指定サービス代理店以外での修理は、動作および安全の保証

はいたしかねます。

４．伝送モジュールのハードウェアの分解、改造またはソフトウェアの改造は

絶対に行わないでください。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。

５．煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のままで使用しないでください

火災、感電、故障の原因になります。

このような場合は、直ちに全ての電源を切って、支社店(販売店)または

サービス代理店に連絡してください。

お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないでください。

［付録（保守・点検）］
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取扱上のお願い

ここでは本取扱説明書内で、ユーザのみなさまに知っておいていただきたい知識や操作をまとめて

あります。安全上のご注意とあわせて熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習熟

してから正しく使用して下さい。

■１０ＢＡＳＥ－Ｔのサポートに関して

取扱上のお願い

１．１０ＢＡＳＥ－Ｔを使用してシステムを構成する際には、１セグメントの

最大ケーブル長（１００ｍ）を超えないようにしてください。

［１．３ 基本機能］

■伝送モジュールのモジュール登録に関して

取扱上のお願い

１．本章の設定を行う前に、Ｔ２ＮのＩ／Ｏ登録として、伝送モジューを登録

しておいて下さい。

［４．１ モジュール設定フローチャート（ソフトウェア）］

■サブネットマスクの制限に関して

取扱上のお願い

１．伝送モジュールでは、ユーザからのサブネットマスクの設定はできません

（ネットワークアドレス部が「１」のサブネットマスクのみ使用可能）

サブネットワークが運用されているシステム内では、伝送モジュールは

通信できません。

［４．５ パラメータ設定要求］
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取扱上のお願い（つづき）

■コンピュータリンク手順伝送に関して

取扱上のお願い

１．ＵＤＰ／ＩＰは、通信の信頼性を保証する制御機能を持たないので、

上位プロトコルでの対応（リトライ等）が必要になります。

２．メッセージ伝送用ＵＤＰソケット以外に、コンピュータリンク手順伝送

／ＰＣリンク手順伝送のメッセージを受信しても、処理は行われません。

［５．１ コンピュータリンク手順伝送］

［５．３ ＰＣリンク手順伝送（データ書き込み）］

［５．４ ＰＣリンク手順伝送（データ読み出し）］

■Ｔ２ＮのＳＥＮＤ命令／ＲＥＣＶ命令の制約事項に関して

取扱上のお願い

ＳＥＮＤ命令／ＲＥＣＶ命令を使用する場合には、

１．定周期割込みプログラムを使用する場合、設定できる割込み周期に

制約があります。

［付録（Ｔ２ＮのＳＥＮＤ命令／ＲＥＣＶ命令の制約事項）］
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本書を読み始める前に

このたびは、東芝汎用プログラマブルコントローラＰＲＯＳＥＣ Ｔ２Ｎをお買い上げいただき、

まことにありがとうございます。

この説明書は、ＰＲＯＳＥＣ Ｔ２Ｎで使用するイーサネット／ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０ＬＰモジ

ュールの内、イーサネット部の仕様、取扱方法、サンプルプログラムについて説明しています。

伝送モジュールはイーサネット伝送機能とＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０ＬＰ伝送機能を１枚の基板上に

実現した、高機能、コンパクトな伝送モジュールです。

Ｔ２ＮのＣＰＵモジュールの分類は次の通りです。

… イーサネット機能及びＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０ＬＰ機能なしＰＵ２１５Ｎ

… イーサネット機能内蔵ＰＵ２３５Ｎ

… イーサネット機能及びＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０ＬＰ機能内蔵ＰＵ２４５Ｎ

本書ではＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎのイーサネット部について説明します。
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本製品をご使用の際は、本取扱説明書をお読みの上、正しくお使い下さい。本書の構成は以下のよ

うになっています。

第１章 伝送モジュール概要

伝送モジュールの機能、仕様、適用システム、などの概要について説明しています。伝送モジ

ュールの基本性能を理解するためには本章をご覧下さい。

第２章 伝送モジュール各部の名称／機能

伝送モジュールの各部位の名称、機能等について説明しています。次章のハードウェア設定に

必要な情報が出ていますので、本章をよくご覧になって正しくご使用下さい。

第３章 運転準備（ハードウェア）

伝送モジュールを正常に動作させるために必要な、ハードウェア側の準備／設定について説明

しています。

第４章 運転準備（ソフトウェア）

伝送モジュールを正常に動作させるために必要な、ソフトウェア側の設定及びサンプルプログ

ラムについて説明しています。

第５章 コンピュータリンク手順／ＰＣリンク手順伝送

コンピュータリンク手順伝送およびＰＣリンク手順伝送を使用する場合の命令のフォーマット

とサンプルプログラムを説明しています。

第６章 ソケットインタフェースによる伝送

ソケットインタフェースの概要、伝送モジュールでソケットインタフェースを使用する場合の

注意事項、命令のフォーマット、サンプルプログラムを説明しています。

第７章 ＲＡＳ情報

伝送モジュールのＲＡＳ情報（ステーションステータス、ダウン情報等）のフォーマット、命

令のフォーマット、サンプルプログラムを説明しています。

第８章 異常処置

伝送モジュールの動作が異常になった場合の、原因の調査方法と対処方法について説明してい

ます。

第９章 据え付け・工事

伝送モジュール（Ｔ２Ｎ）の設置方法、伝送ケーブルの備え付け方法、工事要領について説明

しています。

付録

要求コード、完了ステータス、エラーコードの一覧表、各種命令の実行時間、最小伝送遅延時

間を説明します。
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なお、本取扱説明書のほかに、Ｔ２Ｎ本体、命令語、プログラマ、コンピュータリンク手順伝送の

説明書が準備されていますので、あわせてお読み下さい。

・Ｔ２Ｎ本体ハードウェア説明書 Ｔ２Ｎのハードウェア部（基本部、基本 Ｉ／

Ｏ） (UM-TS02N**-J001) および本体機能について説明されています。

・Ｔ２Ｅ／Ｔ２Ｎ通信機能説明書 Ｔ２Ｅ／Ｔ２Ｎ用の通信機能、取り扱いについ

(UM-TS02E**-J003) て説明されています。

・Ｔシリーズ命令語説明書<ラダー、ＳＦＣ編> Ｔシリーズがサポートするプログラム言語の

(UM-TS03***-J004) うち、ラダーとＳＦＣについて、各命令語の仕

様詳細が説明されています。

・Ｔシリーズプログラマ操作説明書 入門編 プログラマの起動からプログラムの作成、保管、

(UM-TS03***-J006) モニタリングなどの基本的な操作手順が、例題

に沿って説明されています。

・Ｔシリーズプログラマ操作説明書 応用編 プログラムの作成や保管、データの設定などの

(UM-TS03***-J007) プログラマのコマンド操作が、機能ごとに説明

されています。

・Ｔシリーズコンピュータリンク機能説明書 ＴシリーズのＣＰＵが内蔵しているコンピュ

(UM-TS03***-J008) ータリンク手順伝送の機能について、仕様、取

扱方法が説明されています。
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第１章 概要

１．１ イーサネット部を使ったシステム構成

ここでは、プログラマブルコントローラＰＲＯＳＥＣ Ｔ２Ｎ（ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎ）を使

ってどういうシステムが構成できるかを説明します。ここからは、プログラマブルコントローラＰ

ＲＯＳＥＣ Ｔ２Ｎを「Ｔ２Ｎ」、イーサネット／ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０ＬＰモジュールのイー

サネット部を「伝送モジュール」と呼びます。

伝送モジュールは、１０ＢＡＳＥ－Ｔ（ツイストペアイーサネット）のＬＡＮ（ローカルエリア

ネットワーク）に接続するためのインタフェースモジュールです。Ｔ２ＮのＣＰＵのオプション基

板として動作します。Ｔ２Ｎは伝送モジュールを介して、上記のＬＡＮに接続し、ＬＡＮ上の上位

機器（ワークステーション／パソコン）や他のプログラマブルコントローラと伝送を行います。

以下に伝送モジュールを使用したシステム構成例を示します。この例では、パソコン／ワークス

テーション等の上位機器とＴ２Ｎの間は１０ＢＡＳＥ－Ｔで接続し、Ｔ２Ｎと下位コントローラの

間は弊社専用の制御ＬＡＮで接続しています。

Ｔ３Ｈ：ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３Ｈ

Ｔ２Ｎ：ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ２Ｎ

Ｔ２ ：ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ２

上位機器 Ｓ２０ＬＰ：ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０ＬＰ

パソコン Ｆ１０：ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｆ１０

ワークステーション Ｒ－Ｉ／Ｏ：Ｆ１０用リモートＩ／Ｏ

１０ＢＡＳＥ－Ｔ

ＨＵＢ

ＰＵ２４５Ｎ ＰＵ２３５Ｎ

Ｔ Ｅ Ｓ Ｔ Ｅ Ｆ

２ Ｔ ２ ２ Ｔ １

Ｎ Ｈ ０ Ｎ Ｈ ０

Ｅ Ｌ Ｅ

Ｒ Ｐ Ｒ

ＴＯＳＬＩＮＥ

ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０ＬＰ －Ｆ１０

Ｔ Ｓ Ｉ Ｉ Ｔ Ｅ Ｓ Ｉ Ｔ Ｓ Ｉ Ｉ Ｉ Ｔ Ｆ Ｉ Ｉ Ｒ－ Ｒ－

３ ２ ／ ／ ２ Ｔ ２ ／ ３ ２ ／ ／ ／ ２ １ ／ ／ Ｉ／Ｏ Ｉ／Ｏ

Ｈ ０ Ｏ Ｏ Ｎ Ｈ ０ Ｏ Ｈ ０ Ｏ Ｏ Ｏ ０ Ｏ Ｏ

Ｌ Ｅ Ｌ Ｌ

Ｐ Ｒ Ｐ Ｐ

ＰＵ２４５Ｎ

図１．１ システム構成例
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１．２ ＬＡＮ規格と用語について

一般的に「イーサネット」と呼ばれるＬＡＮの規格には、ＤＥＣ，ＩＮＴＥＬ，ＸＥＲＯＸの３社

によるイーサネットVersion2.0（ＤＩＸ規格）と、ＤＩＸ規格をもとに国際標準化されているＩＳＯ

８８０２－３（ＩＥＥＥ８０２．３）があります。ＩＳＯ８８０２－３規格はＤＩＸ規格を包含した

形をとっているので、それぞれの規格で作られたネットワーク機器は基本的に互換性を持っています。

伝送モジュールの物理層はＩＳＯ８８０２－３規格に準拠した構成になっておりますので、ＩＳＯ

８８０２－３規格準拠のネットワーク機器を使用して下さい。

本説明書の中で使用しているネットワーク用語は、ＩＳＯ８８０２－３規格のものを使用します。

以下にＤＩＸ規格用語（通称）とＩＳＯ８８０２－３規格のネットワーク用語の対応表を示します。

表１．１ ネットワーク用語対応表

ＤＩＸ規格 ＩＳＯ８８０２－３規格

イーサネット（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ） １０ＢＡＳＥ５

チーパネット（Ｃｈｅａｐｅｒｎｅｔ） １０ＢＡＳＥ２

同軸ケーブル 同軸ケーブル

トランシーバケーブル ＡＵＩ(Attachment Unit Interface)ケーブル

トランシーバ ＭＡＵ(Medium Attachment Unit)

イーサネットアドレス ＭＡＣアドレス

ＥｔｈｅｒｎｅｔはＸＥＲＯＸ社の登録商標です。

Ｃｈｅａｐｅｒｎｅｔは登録商標ではありません（通称）。
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１．３ 基本機能

伝送モジュールの主な特徴は、次の通りです。

１）Ｔシリーズ・コンピュータリンク手順伝送（従局）をサポート

上位機器は、Ｔシリーズ・コンピュータリンク手順を用いて、１０ＢＡＳＥ－Ｔ上のＴ２Ｎに

対して、ユーザプログラムのアップ／ダウンロード、制御コマンドの発行、レジスタデータの読

み出し／書き込みが可能です。

本機能の利用には伝送モジュールの基本設定をＴ２Ｎ側から行うだけで、Ｔ２Ｎ側に特別なユ

ーザプログラムを作成する必要はありません。

コンピュータリンク手順は伝送プロトコルにＵＤＰ／ＩＰを使用しています。

ＵＤＰ／ＩＰ（User Datagram Protocol/Internet Protocol）

上位機器

パソコン

アプリケーション ワークステーション

プログラム

応答 １０ＢＡＳＥ－Ｔ

要求

ＰＵ２３５Ｎ

／２４５Ｎ

Ｔ２Ｎ

オペレーティング

システム

ユーザ

プログラム

図１．２ Ｔシリーズ・コンピュータリンク手順伝送（従局）
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２）Ｔシリーズ・ＰＣリンク手順伝送をサポート

Ｔ２ＮはＴシリーズ・ＰＣリンク手順を用いて、１０ＢＡＳＥ－Ｔ等の伝送路上の他のＴ２Ｎ

／Ｔ３Ｈに対してレジスタデータの読み出し／書き込みが可能です。

主局機能の利用には、Ｔ２Ｎ側に読み出し／書き込みのためのユーザプログラムが必要ですが、

従局機能の利用には、伝送モジュールの基本設定をＴ２Ｎ側から行うだけで、Ｔ２Ｎ側に特別な

ユーザプログラムを作成する必要はありません。

ＰＣリンク手順伝送は伝送プロトコルにＵＤＰ／ＩＰを使用しています。

ＵＤＰ／ＩＰ（User Datagram Protocol/Internet Protocol）

ＰＣリンク主局

ユーザ

プログラム

Ｔ２Ｎ

オペレーティング

システム

ＰＵ２３５Ｎ

／２４５Ｎ

応答 １０ＢＡＳＥ－Ｔ

要求

ＰＵ２３５Ｎ

／２４５Ｎ

Ｔ２Ｎ

オペレーティング

システム

ユーザ

プログラム

ＰＣリンク従局

図１．３ Ｔシリーズ・ＰＣリンク手順伝送
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３）ソケットインタフェースをサポート

エンジニアリングワークステーション（ＥＷＳ）等で標準的に使用されている伝送方法です。

ソケットインタフェースを通して、上位機器とＴ２Ｎユーザプログラム間で伝送が可能です。

ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎにはソケットインタフェースが８本あり、各インタフェースごとに伝

送プロトコル（ＴＣＰ／ＩＰまたはＵＤＰ／ＩＰ）を指定することができます。

ＴＣＰ／ＩＰ（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）

ＵＤＰ／ＩＰ（User Datagram Protocol/Internet Protocol）

上位機器

パソコン

ワークステーション

アプリケーション

プログラム

ソケット

データ送受信

１０ＢＡＳＥ－Ｔ

伝送モジュール

ソケット

Ｔ２Ｎ

ユーザ

プログラム

図１．４ ソケットインタフェース
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４）ＰＣ（プログラマブルコントローラ）ゲートウェイ機能をサポート

☆将来機能、現在未サポート

Ｔ２Ｎは、伝送モジュールとデータ伝送装置「ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０ＬＰ」間のゲートウェ

イ機能をサポートする予定です。この機能により１０ＢＡＳＥ－Ｔ上のノードから、ＴＯＳＬＩ

ＮＥ－Ｓ２０ＬＰ上のステーション（ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３Ｈ／Ｔ２Ｎ）にコンピュータリンク手

順でアクセスが可能になります。

上位機器

パソコン

アプリケーション ワークステーション

プログラム

応答 １０ＢＡＳＥ－Ｔ

要求

ＥＴＨＥＲ

ＰＵ２４５Ｎ

Ｔ２Ｎ

オペレーティング

システム

ＴＯＳＬＩＮＥ

－Ｓ２０ＬＰ

ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０ＬＰ

要求 応答

ＴＯＳＬＩＮＥ ＴＯＳＬＩＮＥ ＴＯＳＬＩＮＥ

-Ｓ２０ＬＰ -Ｓ２０ＬＰ -Ｓ２０ＬＰ

Ｔ３Ｈ Ｔ３Ｈ Ｔ２Ｎ

図１．５ ゲートウェイ機能
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５）１０ＢＡＳＥ－Ｔのサポート

１０ＢＡＳＥ－Ｔのネットワークに接続が可能です。

１０ＢＡＳＥ－Ｔは伝送方式がベースバンド、データ伝送速度が１０Ｍｂｐｓ、１セグメント

が最大１００ｍのＬＡＮです。

１０ＢＡＳＥ－Ｔでの最大ノード間距離は、下図のようになります。

ノード ノード

ツイストペア ツイストペア

ケーブル ケーブル

100m 100m

500m 500m 500m

ＨＵＢ ＨＵＢ ＨＵＢ ＨＵＢ

同軸ケーブル（１０Ｂａｓｅ５）

システム構成上、ＨＵＢはリピータ、ツイストペアケーブル１本は１つのセグメント（リンク

セグメント）として扱われます。

図１．６ １０ＢＡＳＥ－Ｔ

取扱上のお願い

１．１０ＢＡＳＥ－Ｔを使用してシステムを構成する際には、１セグメントの

最大ケーブル長（１００ｍ）を超えないようにして下さい。
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１．４ 伝送モジュールの仕様

伝送モジュールの機能仕様は表１．２の通りです。伝送モジュールの一般仕様は、Ｔ２Ｎ本体に準

拠します。

表１．２ 機能仕様

項 目 仕 様

１０ＢＡＳＥ－Ｔ

媒体アクセス方式 ＣＳＭＡ／ＣＤ方式

伝 変調方式 ベースバンド方式

伝送路形式 バス型

送 伝送速度 １０Ｍｂｐｓ

ノード間最長距離 ２００ｍ（ＨＵＢ１台の場合）

１７００ｍ（ＨＵＢ４台の場合）

仕 最大セグメント長 １００ｍ（ノードとＨＵＢ間）

最大ノード数 １ノード／セグメント

様 最小ノード間隔 無し

コネクタ ８ピン－モジュラコネクタ（ＲＪ－４５）

接続ケーブル シールド無しツイストペアケーブル（２６－２２ＡＷＧ）

伝送サービス 1.Ｔシリーズ・コンピュータリンク手順（従局）

2.Ｔシリーズ・ＰＣリンク手順

3.ソケットインタフェース（８本）

4.ＰＣゲートウェイ機能（未サポート）

ＲＡＳ機能 1.電源投入時の自己診断

ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＬＡＮコントローラ、ＥＥＰＲＯＭ、

Ｔ２Ｎ Ｉ／Ｆバッファメモリ、ＭＡＣアドレス

2.ユーザプログラムからのテスト機能

・他ステーション確認要求

・ノード間折り返しテスト（Ｔ２Ｎ⇔Ｔ２Ｎ間のみ）

3.ＲＡＳ情報読み出しによる情報

・事象トレース

・ＬＡＮコントローラ（回線）情報

・プロトコル状態

4.時刻設定機能

5.Ｔ２Ｎ特殊レジスタ（ＳＷ）上のステーション情報

6.Ｔ２Ｎ Ｉ／Ｆバッファメモリ上のソケット情報

消費電流［Ａ］ ０．６Ａ（ＤＣ５Ｖ）

外形寸法［ｍｍ］ ９９．０（Ｗ）×１２２（Ｈ）

重量［ｇ重］ 約２００

実装方法 Ｔ２Ｎ－ＣＰＵモジュールに内蔵

実装モジュール数 １モジュール／Ｔ２Ｎ

アクセス方法 ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令（モジュール制御、各伝送機能）

※セグメント：１つの伝送媒体（ツイストペアケーブル）で構成されるネットワーク単位
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１．５ ソフトウェア構成

伝送モジュールの伝送機能（コンピュータリンク手順伝送、ソケットインタフェース伝送）は、下

図のようなソフトウェア構成で実現しています。

Ｔ２Ｎユーザプログラム

ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令

Ｔ２Ｎ

Ｔ２Ｎファームウェア

コンピュータリンク／ソケットインタフェース

Ｔ２Ｎ 内部バス

モジュールインタフェース

ＵＤＰ ＴＣＰ

ＩＰ ＡＲＰ ＩＣＭＰ ＰＵ２３５Ｎ

／２４５Ｎ

ＣＳＭＡ／ＣＤ

１０ＢＡＳＥ－Ｔ

図１．７ ソフトウェア構成

・ＴＣＰ(Transmission Control Protocol)

相手先ノードとデータ伝送を行う前に、コネクション（仮想的通信回線）を確立してからデータ

転送を行います。パケット順番制御、再送信、フロー制御などにより、伝送の信頼性を保証して

います。

伝送モジュールでは、

・応答ビット(ACK)

・プッシュビット(PSH)

・シンクロナイズドビット(SYN)

・フィンビット(FIN)

・再転送

・ウィンドウ（フロー）制御

・セグメント分割

・受信可能最大セグメントサイズの通知

をサポートしています。

リセットビット(RST)はサポートしておりません。
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・ＵＤＰ(User Datagram Protocol)

相手先ノードとはデータグラム単位の伝送を行います。コネクションを使わないため、高速伝送

が可能ですが、ＴＣＰのような信頼性を保証する制御機能を持たないので、上位プロトコルでの

対応が必要になります。

伝送モジュールでは、

・ＵＤＰチェックサム

をサポートしています。

・ＩＰ(Internet Protocol)

データグラム形式のデータの送／受信を行います。ＩＰアドレスに従いデータグラム単位で相手

先ノードへデータを送信します。

伝送モジュールでは、

・データの分割、組立機能(Fragmentation and Reassembly)

・直接転送(Direct Routing)

・ブロードキャスト送信(Broadcast)

をサポートしています。

間接転送(Indirect Routing)とマルチキャスト送信はサポートしておりません。

伝送モジュールの物理層はＩＳＯ８８０２－３規格準拠の構成ですが、データリンク層のフレー

ム（ＩＰデータグラムの送／受信フレーム）はＤＩＸ規格のフレームを採用しています。

・ＡＲＰ(Address Resolution Protocol)

特定のＩＰアドレスを持つノードのＭＡＣアドレス（イーサネットアドレス）を検索します。

・ＩＣＭＰ(Internet Control Message Protocol)

ＩＰパケットのエラー通知、ＩＰネットワーク状態確認などを行います。

伝送モジュールでは、下記の機能をサポートしています。

・折返し送信要求／応答(Echo Request/Reply)

・現在時刻要求／応答(Timestamp Request/Reply)

・情報要求(Infomation Request)

伝送モジュールでは、以下の機能はサポートしていません。

・相手先到達不可(Destination Unreachable)

・始点抑制(Source Quench)

・経路変更(Redirect)

・全体時間経過済み(Time Exceeded for a Datagram)

・パラメータ障害(Paramater Problem on Datagram)

・情報応答(Infomation Reply)

・アドレスマスク要求(Address Mask Request)

・アドレスマスク応答(Address Mask Reply)
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第２章 伝送モジュール各部の名称／機能

本章では各部の名称と機能について説明します。

２．１ 正面パネル

ＬＥＤ表示（全て緑色）ERUN ET/R EACC

○ ○ ○

SRUN SONL SACC

○ ○ ○

STNH

STNL

ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０ＬＰ関連部

（ＰＵ２３５Ｎにはなし）

OTR1

OTR2

10BASE-T

伝送ケーブル接続コネクタ

図２．１ 正面パネル
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２．２ 各部の機能

１）ＬＥＤ表示

伝送モジュールの動作状態を示すインジケータです。

ＬＥＤ表示（全て緑色）ERUN ET/R EACC

○ ○ ○

図２．２ ＬＥＤの表示と名称

表示内容

表２．１ ＬＥＤの表示内容

ＬＥＤ名称 内 容

ＥＲＵＮ モジュールの正常／異常（ダウン）を示します

(Ether Run) 点灯・・・モジュール正常

消灯・・・モジュール異常

ＥＴ／Ｒ モジュールがデータを送受信しているかどうかを示します。

(Ether Transmissi- 点灯・・・データ送受信中

on / Recieve) 消灯・・・データ送受信なし

ＥＡＣＣ Ｔ２Ｎがモジュールをアクセスしているかどうかを示します。

(Ether Access) 点灯・・・Ｔ２Ｎがモジュールをアクセス中

消灯・・・Ｔ２Ｎからモジュールへのアクセス無し

２）１０ＢＡＳＥ－Ｔ接続コネクタ

１０ＢＡＳＥ－Ｔツイストペアケーブルと伝送モジュールを接続するためのコネクタです。

接続方法についての詳細は、「３．１ ネットワークへの接続」をご覧下さい。
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第３章 運転準備（ハードウェア）

危険

１．非常停止回路、インターロック回路などは伝送モジュールを含めたＰ

Ｃの外部で構成して下さい。

ＰＣや伝送モジュールに故障や誤動作が生じた場合、人身事故に至る

危険性があります。また、機械の破損や事故の恐れもあります。

注意

２．運転中のプログラム変更、強制出力、ＲＵＮ(運転)、ＨＡＬＴ(停止)

などの操作は十分安全を確認して行って下さい。

操作ミスにより機械の破損や事故の恐れがあります。
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３．１ ネットワークへの接続

伝送モジュールは１０ＢＡＳＥ－Ｔをサポートしています。

１）１０ＢＡＳＥ－Ｔへの接続

ここでは、１０ＢＡＳＥ－Ｔツイストペアケーブルが、既に準備されている状態からの接続方法を

説明します。１０ＢＡＳＥ－Ｔツイストペアケーブルの敷設、設置については、「９．２ ネットワ

ークの敷設」をご覧下さい。

伝送モジュール

ＨＵＢへ

１０ＢＡＳＥ－Ｔ

接続コネクタ

ツイストペアケーブル

図３．１ ツイストペアケーブルの接続

①ツイストペアケーブルのコネクタを方向に注意してモジューラコネクタ（１０ＢＡＳＥ－Ｔ

接続コネクタ）に差し込みます。

取扱上のお願い

１．１０ＢＡＳＥ－Ｔを使用してシステムを構成する際には、１セグメントの

最大ケーブル長（１００ｍ）を超えないようにして下さい。

２．１０ＢＡＳＥ－Ｔを使用してシステムを構成する際には、ＨＵＢ、ツイス

トペアケーブルが必要になります（３．２ ネットワーク構成機器参照）

ご使用になる際に必要に応じて別途ご用意下さい｡
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３．２ ネットワーク構成機器

本項では、伝送モジュールが接続するネットワーク構成機器について説明します。伝送モジュール

はＩＳＯ８８０２－３（ＩＥＥＥ８０２．３）規格に準拠しておりますので、ネットワーク構成機器

についても規格に準拠した製品をお選び下さい。

以下に推奨する周辺機器を紹介しますので、必要に応じてご購入下さい。

各周辺機器についての詳細はメーカにお問い合わせ下さい。

１）１０ＢＡＳＥ－Ｔ

■ツイストペアケーブル

型 名 ＥＣＭ－０４－□□□Ｍ □□□：長さｍ（１～１００）

メーカ 昭和電線電纜（株） （クロス結線も可）

■ＨＵＢ

型 名 ＥＴＨ－８０７Ｂ（ ８ポート）

ＥＴＨ－７０７Ａ（１６ポート）

メーカ 昭和電線電纜（株）
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２）１０ＢＡＳＥ５

■同軸ケーブル

型 名 ＥＥＡ－９２０２－□Ｍ＋ＴＭＪｘ２ □：長さ

標準外径 １０．３ｍｍφ、両端ターミネータ付き

メーカ 昭和電線電纜（株）

■プラグ

型 名 ＥＰＬ－６２１３

メーカ 昭和電線電纜（株）

■ターミネータ

型 名 ＥＥＪ－６２１３

メーカ 昭和電線電纜（株）

■アダプタ

型 名 ＥＡＤ－６２１３

メーカ 昭和電線電纜（株）

■アースクランプ

型 名 ＥＥＬ－６２１３

メーカ 昭和電線電纜（株）

■ＡＵＩケーブル

型 名 ＡＵＩ１５－□Ｍ □：長さ

標準外径 ６．５ｍｍφ(細径)、モールドコネクタ

長 さ １、２、３、５、１０、１５ｍ

メーカ 昭和電線電纜（株）

型 名 ＡＵＩ５０－□Ｍ □：長さ

標準外径 １０．５ｍｍφ(太径)、モールドコネクタ

長 さ ２０、３０、４０、５０ｍ

メーカ 昭和電線電纜（株）

■ＭＡＵ

型 名 ＥＴＲ－６０７１ ０２

メーカ 昭和電線電纜（株）
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３）１０ＢＡＳＥ２

■同軸ケーブル

型 名 ＲＧ－５８Ａ／Ｕ

標準外形 ５．０ｍｍφ、両端ＢＮＣプラグ付き

メーカ 昭和電線電纜（株）

■ＢＮＣプラグ

型 名 ＥＰＬ－１０６７

メーカ 昭和電線電纜（株）

■Ｔ分岐コネクタ

型 名 ＥＴＳ－８１９１

メーカ 昭和電線電纜（株）

■アダプタ

型 名 ＥＡＤ－８１９１

メーカ 昭和電線電纜（株）

■ターミネータ

型 名 ＥＥＪ－８１９１

メーカ 昭和電線電纜（株）

注意

１．１０ＢＡＳＥ５、１０ＢＡＳＥ２、１０ＢＡＳＥ－Ｔの設置工事は、十分

な安全対策と規格に従った敷設が必要ですので、専門業者に依頼して下さ

い。設置環境の規格は「ＪＩＳ Ｘ５２５２」を参照して下さい。
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第４章 運転準備（ソフトウェア）

本章では、伝送モジュールのソフトウェア側の運転準備について説明します。

注意

１．本章はＴ２Ｎから伝送モジュールの各種機能を使用するための、

命令（要求）のフォーマット、重要事項、サンプルプログラムを説明

しています。

内容を十分理解されてから、プログラムを作成してください。

サンプルプログラムは基本的な例であり、実システムに適用する際は

十分な検討の必要があります。

４．１ モジュール設定フローチャート（ソフトウェア）

以下に伝送モジュールの設定方法のフローチャートを示します。

始め

リセット方法には、以下の２方法があります。

・Ｔ２Ｎ電源投入

伝送モジュールのリセット ・Ｔ２Ｎ側からユーザプログラムでリセット

詳細は、「４．４ 伝送モジュールのリセット」を

ご覧下さい。

ネットワーク上で伝送を行うためのパラメータの設定を、

Ｔ２Ｎ側からユーザプログラムで行います。

Ｔ２Ｎ側から伝送モジュール 詳細は「４．５ パラメータ設定要求」をご覧下さい。

パラメータを設定 この状態で、他ステーション確認要求が可能です。

詳細は「７．３ 他ステーション確認要求」をご覧下さい。

また、他ステーションからの存在確認要求に応答できます。

Ｔ２Ｎ側から伝送モジュール 伝送モジュールの動作モードの設定を、

動作モード指示 Ｔ２Ｎ側からユーザプログラムで行います。

詳細は「４．６ 動作モード制御要求」をご覧下さい。

この状態で、ＰＣリンク／コンピュータリンク手順伝送の

終了 従局機能は動作します（動作モード設定で禁止しない限り）

図４．１ 伝送モジュール設定フローチャート（ソフトウェア）

取扱上のお願い

１．本章の設定を行う前に、Ｔ２ＮのＩ／Ｏ登録として、伝送モジュール

を登録しておいて下さい。種別は「ＥＴＨＥＲ」または「Ｅ／Ｓ」です。
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４．２ 伝送モジュールの動作モードとステーションステータス

ここでは、伝送モジュールの動作モードおよびＴ２ＮのＳＷレジスタに割り付けられている伝送モ

ジュールのステーションステータスについて説明します。動作モードの制御方法は、「４．６ 動作

モード制御要求」で説明します。伝送モジュールの動作モードには、以下のモードがあります。

１）イニシャライズモード

・伝送モジュールがリセット処理中であることを示すモードです。

・リセット処理が正常に完了すれば、「スタンバイモード」になります。

・リセット処理が異常完了（セルフテストでエラー等）すると、「ダウンモード」になります。

・イニシャライズモード中は、Ｔ２Ｎ側ユーザプログラムからの命令は実行できません。

２）スタンバイモード

・伝送モジュールに伝送モジュールパラメータを設定できるモードです。

・スタンバイモード以外では、伝送モジュールパラメータを設定することはできません。

・伝送モジュールパラメータ設定後、Ｔ２Ｎ側ユーザプログラムの命令で「ランモード」にでき

ます。

３）ランモード

・伝送モジュールが他のノードと伝送ができるモードです。

・Ｔ２Ｎ側ユーザプログラムの命令で「スタンバイモード」にできます。

・ランモードでは、コンピュータリンク／ＰＣリンク手順伝送の可否、ソケットインタフェース

伝送の可否を別々に指定できます。

４）ダウンモード

・伝送モジュールが非回復性の異常状態になったことを示します。

・一度ダウンモードになると、電源再投入によってのみ復帰します。

・ダウンモードの詳細はＴ２ＮとのＩ／Ｆバッファメモリ上のデータで確認します。

（「 ダウン情報」を参照してください）７．２

図４．２に、伝送モジュールのモード遷移を示します。四角の枠内が伝送モジュールの動作モード

です。太い枠で囲まれている動作モードがユーザプログラムで制御可能な動作モードです。また図中

の太い矢印がユーザプログラムで指定できる要求です。

電源ダウン

電源投入

セルフチェック正常完了

イニシャライズ スタンバイ

リセット要求

セルフチェック 電源再投入 ラン要求 スタンバイ要求

異常完了

非回復性エラー

ダウン ラン

非回復性エラー

図４．２ 伝送モジュールモード遷移
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伝送モジュールの動作状態（ステーションステータス）はＴ２Ｎの特殊レジスタに割り付いていま

す。伝送モジュール内部のステーションステータスをＴ２Ｎが読み出してＳＷレジスタにコピーして

いるものです（１００ｍｓ周期）。ステーションステータスの各ビットは下記に示す意味を持ってい

ます。

イニシャライズモード／ランモード／スタンバイモードの判定では、レジスタとして値を見るように

して下さい。伝送モジュールのイニシャライズ中に本レジスタをビットで見た場合、ビット”Ｅ”以

外のビットがＯＮの場合があります。

特殊レジスタ 名 称

ＳＷ０６３ ステーションステータス

・ステーションステータスフォーマット

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

DOWN STBY MTEN TEST
INZ RUN STEN

ビット 名 称 １ ０

Ｆ ＤＯＷＮ：ダウンモード ダウンモード ダウンモード以外

Ｅ ＩＮＺ ：イニシャライズモード 初期化処理中 初期化処理完了

Ｄ ＳＴＢＹ：スタンバイモード スタンバイモード スタンバイモード以外

Ｃ ＲＵＮ ：ランモード ランモード ランモード以外

５ ＭＴＥＮ：メッセージ伝送 許可 禁止

４ ＳＴＥＮ：ソケットＩ／Ｆ伝送 許可 禁止

０ ＴＥＳＴ：テスト テスト機能実行中 テスト機能完了または

要求受付待ち状態

・伝送モジュールの動作モードとステーションステータス

伝送モジュールのモード ステーション

ステータス

初期化処理中（電源投入／リセット要求） ４０００Ｈ

スタンバイモード（初期化処理正常完了） ２０００Ｈ

ランモード：メッセージ伝送許可 １０２０Ｈ

ランモード：ソケットＩ／Ｆ伝送許可 １０１０Ｈ

ランモード：メッセージ伝送、ソケットＩ／Ｆ伝送許可 １０３０Ｈ
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４．３ 伝送モジュール命令語仕様

ここでは、伝送モジュールのソフトウェア側の運転準備を行う前に、Ｔ２Ｎユーザプログラムから

伝送モジュールを制御する命令である「ＳＥＮＤ命令」「ＲＥＣＶ命令」の概略説明をします。伝送

モジュールのモジュール制御、伝送制御（ＰＣリンク手順伝送、ソケットインタフェース伝送）はす

べてＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令で行います。

実際の伝送モジュールに対する要求は、各要求の項目をご覧下さい。

１）命令語フォーマット

ＳＥＮＤ、ＲＥＣＶ命令のフォーマットを図４．３に示します。

条件入力 完了出力

[Ａ ＳＥＮＤ Ｂ]

条件入力 完了出力

[Ａ ＲＥＣＶ Ｂ]

デバイス レジスタ INDEX 定 修

opr. 名 称 X,Y,S,L,R,Z XW YW SW LW RW W T C D F IW OW I J K 数 飾

Ａ 伝送パラメータ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

Ｂ 完了ステータス × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

条件入力 処 理 完了出力 ＥＲＦ

ＯＦＦ 不実行 ＯＦＦ ＯＦＦ

伝送ポート命令ビジー／命令実行中（応答待ち） ＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＮ 実行 応答受信完了（正常完了） ＯＮ ＯＦＦ

命令異常完了 ＯＮ ＯＮ

図４．３ ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令語の形式

重要事項：

ａ）ＥＲＦは特殊リレーＳ００５１です。ＥＲＦの取扱方法は、「Ｔシリーズ命令語説明書（ラ

ダー、ＳＦＣ編）」をご覧下さい。

ｂ）本命令は条件入力がＯＦＦからＯＮに切り替わるタイミングで命令の実行を開始します。

ｃ）本命令は複数スキャンにまたがる処理のため、完了出力が「ＯＮ」になるまで、条件入力を

「ＯＮ」に保持して下さい。

完了出力が「ＯＮ」する前に、条件入力を「ＯＦＦ」すると、それ以降の命令処理が正常に

実行されなくなります。

ｄ）命令実行完了後、再入力で再び実行開始が可能です。
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２）伝送パラメータ（Ａ）

伝送モジュールに対する要求に必要なデータを、「Ａ」に示すレジスタを先頭にした領域にセ

ットしておいて、ＳＥＮＤあるいはＲＥＣＶ命令を実行します。伝送パラメータの概略構成を以

下に示し、伝送モジュールに対する要求の一覧を表４．１、表４．２に示します。

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ コマンド番号：伝送モジュールに対する要求種別を表します

Ａ＋２ パラメータ 各種パラメータ：伝送モジュールに対する要求種別により、

Ａ＋３ データは異なります

：

モジュール指定：Ｔ２Ｎに実装されている伝送モジュールを指定します。

３（機種コード）：伝送モジュールは必ず「３」です。

１（チャネル番号）：伝送モジュールは必ず「１」です。

００（ステーション番号）：常に「００」を入れて下さい。

重要事項：

ｅ）命令実行中は伝送パラメータ内のデータを変更しないで下さい。

ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了しなくなります。

表４．１ 伝送モジュールに対する命令（要求）その１

機 能 名 機 能 命令語 ＣＭＤ

リセット要求 モジュールのリセット ＳＥＮＤ ００１１Ｈ

パラメータ設定要求 伝送モジュールパラメータの設定 ＳＥＮＤ ００１２Ｈ

動作モード制御要求 動作モード設定 ＳＥＮＤ ００１３Ｈ

他ステーション確認要求 ネットワーク上の他ノード存在確認 ＳＥＮＤ ００１４Ｈ ①

ＲＡＳ情報読み出し要求 モジュールのＲＡＳ情報の読み出し ＲＥＣＶ ００１５Ｈ

時刻設定要求 モジュール内部の時刻設定 ＳＥＮＤ ００１８Ｈ

事象トレース（ＲＡＳ情報）の時刻情報

レジスタリード要求 他Ｔ２Ｎのレジスタデータを自Ｔ２Ｎの ＲＥＣＶ ００２１Ｈ

（ＰＣリンク機能） レジスタに読み込む

レジスタライト要求 他Ｔ２Ｎのレジスタへ自Ｔ２Ｎのレジス ＳＥＮＤ ００２１Ｈ ②

（ＰＣリンク機能） タデータを書き込む

他ステーション折返し ネットワーク上の他伝送モジュール ＳＥＮＤ ０００ＦＨ

要求 に対し折返しテストを行う

ＵＤＰオープン要求 ソケットＩ／Ｆをオープンする(ＵＤＰ) ＳＥＮＤ ００３１Ｈ

ＵＤＰ送信要求 ＵＤＰオープン状態のソケットＩ／Ｆ ＳＥＮＤ ００３２Ｈ

からデータ送信

ＵＤＰ受信要求 ＵＤＰオープン状態のソケットＩ／Ｆ ＲＥＣＶ ００３３Ｈ ③

が受信しているデータを読み出す

ＵＤＰクローズ要求 ＵＤＰオープン状態のソケットＩ／Ｆ ＳＥＮＤ ００３４Ｈ

をクローズ（終了）する

ＣＭＤ（コマンド番号）：伝送モジュールに対する要求種別を表します。
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表４．２ 伝送モジュールに対する命令（要求）その２

機 能 名 機 能 命令語 ＣＭＤ

ＴＣＰオープン要求 ソケットＩ／Ｆをオープンする(ＴＣＰ) ＳＥＮＤ ００３５Ｈ

ＴＣＰ送信要求 ＴＣＰオープン状態のソケットＩ／Ｆ ＳＥＮＤ ００３７Ｈ

からデータ送信

ＴＣＰ受信要求 ＴＣＰオープン状態のソケットＩ／Ｆ ＲＥＣＶ ００３８Ｈ ③

が受信しているデータを読み出す

ＴＣＰクローズ要求 ＴＣＰオープン状態のソケットＩ／Ｆ ＳＥＮＤ ００３９Ｈ

をクローズ（終了）する

ＣＭＤ（コマンド番号）：伝送モジュールに対する要求種別を表します。

重要事項：

ｆ）①～③はＣＭＤの分類です。①：モジュール制御、②：ＰＣリンク手順伝送、③：ソケット

インタフェース伝送

・伝送モジュールに対して、分類①のＣＭＤを実行中に、分類①内のＣＭＤをさらに要求し

た場合、完了ステータス（次項で説明）が「伝送ポート命令ビジー」になり、その要求は

待ち状態になります。先に実行していたＣＭＤが終了してから、待ち状態の要求は実行

されます（分類②でも同様）。

・伝送モジュールに対して分類③のＣＭＤを要求する場合、命令を実行しているソケットに

対して分類③のＣＭＤをさらに要求すると、完了ステータス（次項で説明）が「伝送ポー

ト命令ビジー」になり、実行待ち状態になります。先に実行していたＣＭＤが終了してか

ら、待ち状態の要求は実行されます。

・８本あるソケットはそれぞれ独立に分類③の命令を受け付け、実行することができます。

ｇ）伝送モジュールに対して命令実行中に、Ｔ２Ｎが「ＲＵＮ→ＨＡＬＴ→ＲＵＮ」した場合、

ＨＡＬＴする直前の要求を伝送モジュールが実行している可能性があります。Ｔ２ＮのＲＵ

Ｎ復帰後の対応について説明します。

・ＲＵＮ復帰後は、必ず伝送モジュールを動作制御要求でスタンバイモード（４．６「動作

モード制御要求」参照）にして下さい。

・スタンバイモードにしてから、リセット要求で伝送モジュール（「４．４ 伝送モジュー

ルのリセット」参照）を初期化して下さい。これにより、伝送モジュールに対して発行さ

れていた要求は破棄され、コンピュータリンク／ＰＣリンク手順伝送は停止し、ソケット

インタフェースも初期状態（クローズ状態）になります。
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３）完了ステータス（Ｂ）

ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が実行中、または完了時のステータスが「Ｂ」に示すレジスタにセット

されます。また「ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨ」の場合は、［Ｂ＋１］に示すレジスタに詳細情報

（伝送モジュールエラー応答）がセットされます。

完了ステータス（Ｂ）の構成を図４．４に示します。ＴｅｒｍＳＴＳの内容を表４．３、４．４、

詳細情報の内容を表４．５に示します。

Ｂ 完了ステータス

Ｂ＋１ 詳細情報

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ＳｐｏｒｔＮＯ

ＴｅｒｍＳＴＳ

異常時のみ ０：自局で異常発生

１：相手局で異常発生

ソケット識別子：ソケットインタフェース伝送命令のみ有効

（それ以外の命令では「０」）

status ０：初期状態

busy ０：初期状態 １：送信要求中

１：伝送ポートビジー ２：送信完了および受信待ち状態

abn ０：正常完了 ３：受信完了

１：異常完了

図４．４ 完了ステータス構成

重要事項：

ｈ）完了ステータスで使用するレジスタの「ビットＣ、Ｄ」は、ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令を最初

に起動する前（例えばＴ２ＮのＨＡＬＴ→ＲＵＮ時）に１回だけ、ユーザプログラムで

「０」 にセットしてください。ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が実行できなくなります。

ｉ）命令実行中は完了ステータスに書き込みをしないで下さい。

ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了しなくなります。

ｊ）ユーザプログラム内にＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令を複数使用していて、それらの命令が同時に

実行される場合は、完了ステータスと詳細情報のレジスタは命令毎に分離して下さい。

ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了しなくなります。

表４．３ ＴｅｒｍＳＴＳの内容（その１）

TermSTS 名 称 意 味

００Ｈ 正常完了

０１Ｈ レジスタ指定エラー ・下記の要求で、データを格納するレジスタをＸＷ、ＹＷ

Ｗ、ＬＷ、ＲＷ、Ｄ、Ｆ、Ｔ、Ｃ、ＳＷ以外にした場合

要求：ＲＡＳ情報読み出し、他ステーション折返し、

ＵＤＰ送信／受信、ＴＣＰ送信／受信、

レジスタリード／ライト

・レジスタリード／ライト要求で、Ｔレジスタデータから

Ｔレジスタ以外に読込／書込する場合

（Ｃレジスタも同様）

０２Ｈ 応答タイムアウト ・他ステーション折返し、レジスタリード／ライト要求で

設定時間を超えても応答が返らない場合
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表４．４ ＴｅｒｍＳＴＳの内容（その２）

TermSTS 名 称 意 味

０３Ｈ パラメータエラー ・機種コードに３以外を指定した場合

・チャネル番号に１以外を指定した場合

・ＳＥＮＤ命令で下記以外のコマンド番号を指定した場合

000FH、0011H～0014H、0018H、0021H、0031H、0032H

0034H、0035H、0037H、0039H

・ＲＥＣＶ命令で下記以外のコマンド番号を指定した場合

0015H、0021H、0033H、0038H

・ソケット識別子に１～８以外を指定した場合

（６．４ 伝送モジュールソケットインタフェース

の使用方法参照）

・ＲＡＳ情報読み出し要求でのパラメータ指定不正

（７．６ ＲＡＳ情報読み出し参照）

０４Ｈ メモリライトプロテクト ・レジスタライトで相手局のレジスタが書込禁止の場合

・レジスタリードで自局のレジスタが書込禁止の場合

０５Ｈ （予約）

０６Ｈ モジュールエラー ・モジュールがダウン状態にある場合

イニシャライズ中 ・モジュールがイニシャライズ（初期化）中の場合

送信完了タイムアウト ・Ｔ２Ｎ内のタイマで、タイムアウトが発生した場合

要求：ＵＤＰオープン、ＵＤＰ送信、ＵＤＰクローズ、

ＴＣＰオープン要求(アクティブオープンの場合)

ＴＣＰ送信、ＴＣＰクローズ

０７Ｈ 送信チャネル（ＣＨ） ・対象となる伝送モジュールが実装されていない場合

なし

０８Ｈ ステーションアドレス ・相手先ＩＰアドレスに自局ＩＰアドレスを指定した場合

範囲外 要求：他ステーション折返し要求、

レジスタリード／ライト要求

０９Ｈ 伝送ワード数異常 ・レジスタリード／ライト、他ステーション折返し要求

で、０ワードまたは４８６ワード以上を指定した場合

・ＵＤＰ／ＴＣＰソケットの送信／受信要求で、０ワード

または１００１ワード以上を指定した場合

０ＡＨ バウンダリエラー ・データ格納レジスタで、指定された領域（先頭レジスタ

＋レジスタ範囲）がＴ２Ｎ上に存在しない場合

要求：ＲＡＳ情報読み出し、他ステーション折返し、

ＵＤＰ送信／受信、ＴＣＰ送信／受信、

レジスタリード／ライト

０ＢＨ 伝送異常 ・伝送モジュールがエラーの応答をしている場合

Ｂ＋１に詳細情報（伝送ﾓｼﾞｭｰﾙエラー応答）有り

０ＣＨ Ｉ／Ｏ無応答発生 ・Ｔ２Ｎから伝送モジュールにアクセスできない場合

０ＤＨ （予約）

０ＥＨ 送信データ容量オーバー ・転送データが増大してＴ２Ｎ内でリソース不足で要求

が捨てられる場合

・Ｔ２Ｎの再送信がタイムアウトする場合

０ＦＨ （予約）
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表４．５ 詳細情報（伝送モジュールエラー応答）

エラー名称 コード 内容

正常完了 0001H 要求の正常完了

自局故障 0002H 自局がﾀﾞｳﾝﾓｰﾄﾞ

自局ｽﾀﾝﾊﾞｲ 0003H ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞでﾃﾞｰﾀ伝送(ｿｹｯﾄｲﾝﾀﾌｪｰｽ／PCﾘﾝｸ手順伝送)を要求した

ﾀｲﾑｱｳﾄ 0020H TCPｵｰﾌﾟﾝ／受信処理、UDP受信処理でﾀｲﾑｱｳﾄ発生

ﾚﾝｸﾞｽ異常 0030H 送信ﾃﾞｰﾀ長が異常

ｽﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ異常 0040H ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞ以外で、下記の要求を行った

a)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定、b)MACｱﾄﾞﾚｽ設定、c)ﾘｾｯﾄ

MAC/IP未設定 0050H MACｱﾄﾞﾚｽ又はIPｱﾄﾞﾚｽが未設定の場合

伝送禁止状態 0060H ・ﾗﾝﾓｰﾄﾞ(ﾒｯｾｰｼﾞ伝送禁止)で、PCﾘﾝｸ要求を要求した

・ﾗﾝﾓｰﾄﾞ(ｿｹｯﾄｲﾝﾀﾌｪｰｽ伝送禁止)で、ｿｹｯﾄのｵｰﾌﾟﾝ／ｸﾛｰｽﾞ／送信

／受信要求を要求した

ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰ 0070H 要求ﾃｷｽﾄにﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰがあった

0071H ﾎﾟｰﾄ番号異常

0072H 要求ｺｰﾄﾞ異常

0073H 時刻設定：年

0074H 時刻設定：月

0075H 時刻設定：日

0076H 時刻設定：時

0077H 時刻設定：分

0078H 時刻設定：秒

ｵｰﾌﾟﾝ済み 0080H ｵｰﾌﾟﾝ済みのｿｹｯﾄにｵｰﾌﾟﾝ要求をした

未ｵｰﾌﾟﾝ 0081H ・未ｵｰﾌﾟﾝのｿｹｯﾄに送信／受信／ｸﾛｰｽﾞ要求をした

・TCPｿｹｯﾄで相手局からCLOSE受信しているｿｹｯﾄ(ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽの

｢RCLOSE｣ﾋﾞｯﾄがON)に送信／受信要求をした

ｿｹｯﾄ識別子不正 0082H ｿｹｯﾄ識別子が範囲(1~8)外の場合

制御要求指定不正 0083H 動作ﾓｰﾄﾞ制御要求で禁止されている要求をした

・ﾗﾝﾓｰﾄﾞ中にﾗﾝ要求を発行した

・ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞ中にｽﾀﾝﾊﾞｲ要求を発行した

・ﾗﾝ要求とｽﾀﾝﾊﾞｲ要求を同時に発行した

LANｺﾝﾄﾛｰﾗ 0090H 伝送用に確保したｴﾘｱに、自局IPｱﾄﾞﾚｽ／ﾎﾟｰﾄ番号の設定が失敗

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｴﾗｰ 0091H ・TCP／UDPﾌﾟﾛﾄｺﾙ上のｴﾗｰ(伝送ﾌｪｰｽﾞｴﾗｰ等)

・TCPｿｹｯﾄで相手局ﾀﾞｳﾝにより、ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽの｢NOACK｣ﾋﾞｯﾄがON

しているｿｹｯﾄに送信要求をした

0092H ・相手局情報ｴﾘｱに相手局IPｱﾄﾞﾚｽの設定が失敗した

・相手局IPｱﾄﾞﾚｽのﾈｯﾄﾜｰｸ部が、自局IPｱﾄﾞﾚｽのﾈｯﾄﾜｰｸ部と異なる

ﾒﾓﾘﾌﾟｰﾙ取得失敗 00A0H 伝送ﾓｼﾞｭｰﾙ内OSがﾒﾓﾘ確保に失敗した

ﾎﾟｰﾄ2ﾀｽｸ起動失敗 00A1H ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾝｸ／PCﾘﾝｸ用ｿｹｯﾄ識別子の獲得に失敗した

ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄ指定異常 00A2H 他ｽﾃｰｼｮﾝ確認要求で相手先IPｱﾄﾞﾚｽをﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄにした

MACｱﾄﾞﾚｽ指定異常 00B0H BCC異常

00B1H MAC設定要求でｱﾄﾞﾚｽを保存後に異常が発生した

ﾘｿｰｽ不足ｴﾗｰ 00C0H ・UDPｿｹｯﾄで、受信ﾃﾞｰﾀをT2N側に引き取らずに、伝送ﾓｼﾞｭｰﾙ内部

ﾊﾞｯﾌｧが一杯になっている時に、送信要求をした

T2Nからの受信要求 00C1H ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの指示したｻｲｽﾞ ＜ 伝送ﾓｼﾞｭｰﾙが受信している

(ﾜｰﾄﾞ数)異常 ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ

00C2H ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの指示したｻｲｽﾞが「1～1000ﾜｰﾄﾞ」の範囲外
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４．４ 伝送モジュールのリセット

ここでは伝送モジュールのリセット方法を説明します。リセット方法には下記の２種類があります。

（１）Ｔ２Ｎ電源投入

（２）Ｔ２Ｎ側からユーザプログラムでリセット

伝送モジュールのリセット処理は、上記の方法で起動されると、モジュールは下記のセルフチェッ

クを行い、セルフチェックが正常に完了すれば、スタンバイモード（パラメータ設定待ちの状態）に

なって完了します。セルフチェックで異常が発生すれば、ダウンモードに移行します。

◎モジュールセルフチェック項目

・システムＲＯＭチェック

・システムＲＡＭチェック

・ＬＡＮコントローラチェック

・Ｔ２ＮＩ／Ｆバッファメモリチェック

・ＥＥＰＲＯＭチェック

伝送モジュールの動作モードについては「４．６ 動作モード制御要求」をご覧下さい。

１）Ｔ２Ｎ電源投入

Ｔ２Ｎ側の電源投入で伝送モジュールの電源が投入され、リセット処理が行われます。
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２）Ｔ２Ｎ側からリセット要求

Ｔ２Ｎ側からユーザプログラムでリセット処理を行うことができます。リセット要求はスタン

バイモード（４．６参照）でのみ実行できます。以下にリセット処理命令語のフォーマットにつ

いて説明します。

◎リセット要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

ユーザプログラムから伝送モジュールに対するリセット要求。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００１１Ｈ ＣＭＤ番号

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ０ ０ ０ ０ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ｄ）重要事項

伝送モジュールがランモード、ダウンモードの時はエラーになります。

ランモード：完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ステーションモード異常」(0040H)

ダウンモード：完了ステータス「モジュールエラー／イニシャライズ中」(TermSTS=06H)

ｅ）サンプルプログラム

伝送モジュールに対するリセット要求。

本ラダープログラムはＲ０５０１のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０１００

Ａ＋１ ００１１Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０１０１

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１００

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１０１

|R0501 R0601 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| /* リセット要求 */
|R0601 |

2|-| |-+[ 12544 MOV D0100][ 00017 MOV D0101]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */
| | |
| +[D0100 SEND RW100][ RST R0501]------------------------------------|
| /* 要求セット */
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４．５ パラメータ設定要求

ここでは、Ｔ２Ｎ側のユーザープログラムによる伝送モジュールパラメータの設定方法を説明しま

す。伝送モジュールパラメータには、

（１）自局ＩＰアドレス

（２）コンピュータリンク／ＰＣリンク用ＵＤＰポート番号

があります。ここではまず、ＴＣＰ／ＩＰ、ＵＤＰ／ＩＰで伝送を行う時に必要な、ＩＰアドレス、

サブネットマスク、ポート番号について説明します。

１）ＩＰアドレス

ＩＰアドレスは、ＩＰ（インターネットプロトコル）による伝送を行う場合に、特定のノード

（ステーション）を指し示す「アドレス」です。このため、ＩＰアドレスは重複しないように設

定／管理する必要があります。以下にＩＰアドレスの概要を説明します。

ａ）ＩＰアドレスのフォーマット

ＩＰアドレスは、ネットワークアドレスとホストアドレスの部分から成り立っています。ネ

ットワークアドレスは特定のネットワークを指し示すアドレスで、ホストアドレスはそのネッ

トワーク内の特定のノード（ステーション）を指し示すアドレスです。同じネットワーク内の

ノード（ステーション）には、同じネットワークアドレスを付ける必要があります。

ＩＰアドレスは３２ビットのデータです。ＩＰアドレスの表記方法は、３２ビットデータを

１バイトずつ１０進数表示し、数字の間をドット「.」で区切ります。

例）11000000 00000000 00000000 00000001 → １９２.０.０.１

３２ビットの内の何ビット分をネットワークアドレスに使うかによって、ＩＰアドレスはＡ

～Ｃのクラスに分けられています（クラスＤ、Ｅもありますが伝送モジュールでは使用できま

せん）。図４．５にＡ～Ｃのクラスについて示します。

0 8 16 24 31

クラスＡ 0 ﾈｯﾄﾜｰｸ：7ﾋﾞｯﾄ ﾎｽﾄ：24ﾋﾞｯﾄ

↑127種類 ↑16,777,214種類

クラスＢ 1 0 ﾈｯﾄﾜｰｸ：14ﾋﾞｯﾄ ﾎｽﾄ：16ﾋﾞｯﾄ

↑16384種類 ↑65534種類

クラスＣ 1 1 0 ﾈｯﾄﾜｰｸ：21ﾋﾞｯﾄ ﾎｽﾄ：8ﾋﾞｯﾄ

↑2,097,152種類 ↑254種類

図４．５ ＩＰアドレスのクラス分け

このように、１ネットワークに接続するノードが多い場合は、クラスＡアドレスが使用され、

１ネットワークに接続するノードが少ない場合は、クラスＣアドレスを使用されます。クラス

ＢアドレスはクラスＡとＣの中間の場合です。１０進数表示にすると、クラスＡ～Ｃの最初の

１バイトは、Ａ：０～１２７、Ｂ：１２８～１９１、Ｃ：１９２～２２３、になります。

ｂ）ＩＰアドレスの取得

ＩＰアドレスは、将来のことを考えて正式なアドレスを取得することをお勧めします。日本

では、日本ネットワークインフォメーションセンター（ＪＰＮＩＣ）でＩＰアドレスの配布を

行っています。
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ｃ）ＩＰアドレスの注意事項

伝送モジュールでは、以下に示すＩＰアドレスは設定できません（自局、相手局とも）。

・１２７（７ＦＨ）で始まるアドレス

・ネットワークアドレスの全ビットが「０」または「１」のアドレス

・ホストアドレスの全ビットが「０」または「１」のアドレス

ｄ）ブロードキャスト（一斉同報）アドレス

伝送モジュールで使用できる、ブロードキャスト（一斉同報）用アドレスは、

「２５５．２５５．２５５．２５５」（ＦＦ．ＦＦ．ＦＦ．ＦＦ）です。

一部のＵＮＩＸ（４．２ＢＳＤ）で使用されている、「０．０．０．０」は使用できません。

ＵＮＩＸはエンジニアリングワークステーション（ＥＷＳ）等で使用されている、オペレー

ティングシステムです。ＵＮＩＸには米国ＡＴ＆Ｔ社ベル研究所で開発されたものと、米国

カリフォルニア大学バークレイ校で開発されたものがあります。４．２ＢＳＤはバークレイ

校で開発されたバージョンの一つです。

２）サブネットとサブネットマスク

１ネットワークにたくさんのノード（ステーション）を接続する場合、１ネットワークを複数

のサブネットに分割して管理する方法があります。サブネットは、各クラスのＩＰアドレスのホ

ストアドレスの何ビットかをサブネットワークアドレスとして運用するものです。これにより、

ネットワーク内部では複数のサブネットワークとして運用が可能で、ネットワークの外からは、

１ネットワークとして認識されます。

ホストアドレスの何ビット分をサブネットワークアドレスに割り当てるかは、３２ビットデー

タのサブネットマスクを使用します。サブネットマスクは、ネットワークアドレス部とサブネッ

トワークアドレス部を「１」、残りの部分（サブネットワークのホストアドレス部）を「０」に

したマスクです。

例）クラスＡのＩＰアドレスで、サブネットワークアドレス部に１２ビット使用する場合

1111 1111 1111 1111 1111 0000 0000 0000 (FFFFF000)

ﾈｯﾄﾜｰｸ ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ ﾎｽﾄｱﾄﾞﾚｽ部

ｱﾄﾞﾚｽ部 ｱﾄﾞﾚｽ部

サブネットマスクは、サブネットワーク上の全ノード（ステーション）が共通のサブネットマ

スクを持たなければなりません。

伝送モジュールではサブネットマスクのユーザからの設定はできません。設定されたＩＰアド

レスから、表４．６に示すような各クラス用のサブネットマスク（ネットワークアドレス部が

「１」）を自動的に決定します。

表４．６ 伝送モジュールでの自局ＩＰアドレスと生成されるサブネットマスクの関係

自局ＩＰアドレス サブネットマスク値

クラスＡ 255.0.0.0 (FF000000)

クラスＢ 255.255.0.0 (FFFF0000)

クラスＣ 255.255.255.0 (FFFFFF00)
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取扱上のお願い

１．伝送モジュールでは、ユーザからのサブネットマスク設定はできません。

サブネットワークが運用されているシステム内では、伝送モジュールは通

信できません。

３）ポート番号

ＩＰアドレスはネットワーク上の特定のノード（ステーション）を識別するためのものです。

しかし１つのノードでは複数のアプリケーションが、ＴＣＰ／ＩＰまたはＵＤＰ／ＩＰを使って

他のノードのアプリケーションと伝送を行っているため、データをどのアプリケーションに渡す

のかが問題になります。

ＵＤＰポートは、ＵＤＰを利用して伝送するアプリケーションとＵＤＰとの接点の役割を持っ

ていて、ポート番号で管理します。ＴＣＰにも同様に、ＴＣＰポートがあります。

ポート番号とＩＰアドレスの組合せを「ソケット（ｓｏｃｋｅｔ）」と呼びます。伝送モジュ

ールは、このソケットを使用して他のノードと伝送を行っています（コンピュータリンク手順／

ＰＣリンク手順伝送、ソケットインタフェース伝送）。

伝送モジュールでポート番号の設定可能範囲はＴＣＰ、ＵＤＰとも１０２４～６５５３５とな

っています。これは、１～１０２３はＵＮＩＸの標準サービス用に割り当てられているためです。

また、伝送モジュールでは、ＴＣＰ、ＵＤＰで同じポート番号は使用できません。

以下にパラメータ設定要求のフォーマットについて説明します。

◎パラメータ設定要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

ユーザプログラムからスタンバイモードの伝送モジュールに対して、伝送モジュールパラ

メータを設定する要求。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００１２Ｈ ＣＭＤ番号

Ａ＋２ 伝送モジュールの

Ａ＋３ 自局ＩＰアドレス

Ａ＋４ ﾒｯｾｰｼﾞ伝送用UDPﾎﾟｰﾄ番号 コンピュータリンク／ＰＣリンク手順伝送で

使用するＵＤＰポート番号

・ＩＰアドレスの設定方法：「１３３．１１３．９０．１０」の場合

↓

８５Ｈ．７１Ｈ．５ＡＨ．０ＡＨ

Ｆ ８７ ０

Ａ＋２ ７１Ｈ ８５Ｈ

Ａ＋３ ０ＡＨ ５ＡＨ
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・メッセージ伝送用ＵＤＰポート番号

１章で説明したとおり、コンピュータリンク手順／ＰＣリンク手順伝送（両方をまとめて

メッセージ伝送と呼びます）は、ＵＤＰ／ＩＰを使用しています。ソケットインタフェー

ス伝送とは別に、専用のＵＤＰソケットを使用して伝送を行っています。

ポート番号は１０２４～６５５３５の値を設定してください。（１～１０２３はＵＮＩＸ

の標準サービス用に割り当てられているため）

Ａ＋４で指定したＵＤＰポート番号は、メッセージ伝送の受信用に割り当てられたＵＤＰ

ポート番号で、これに続く２つのポート番号が、メッセージ伝送の送信用に自動的に割り

当てられます。Ａ＋４で指定したメッセージ伝送用ＵＤＰポート番号宛に、コンピュータ

リンク手順／ＰＣリンク手順を受信すると、伝送モジュール／Ｔ２Ｎは受信したデータを

手順に沿って処理し、メッセージ伝送用送信ポートから送信します（図４．６参照）。

伝送モジュール

メッセージ伝送受信ポート コンピュータリンク／

（ポート番号２０００） ＰＣリンク手順伝送

メッセージ伝送送信ポート１ コンピュータリンク手順伝送

（ポート番号２００１）

メッセージ伝送送信ポート２ ＰＣリンク手順伝送

（ポート番号２００２）

図４．６ メッセージ伝送用送受信ポート番号の関係

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ０ ０ ０ ０ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ｄ）重要事項

・メッセージ伝送に使用するＵＰＤポート番号は、ソケットインタフェース伝送の部分で

述べる、ＵＤＰソケットおよびＴＣＰソケット用のポート番号と重ならないようにして

ください。

・伝送モジュールがランモード、ダウンモードの時はエラーになります。

ランモード： 完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ステーションモード異常」(0040H)

ダウンモード：完了ステータス「モジュールエラー」(TermSTS=06H)

・ＵＤＰポート番号を１０２４～６５５３５以外の値に設定すると、エラーになります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ポート番号異常」(0071H)
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ｅ）サンプルプログラム

伝送モジュールに対するパラメータ設定要求。

本ラダープログラムはＲ０５０２のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０１１０

Ａ＋１ ００１２Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０１１１

Ａ＋２ ７１８５Ｈ 自局ＩＰアドレス Ｄ０１１２

Ａ＋３ ０Ａ５ＡＨ Ｄ０１１３

Ａ＋４ ０４０１Ｈ ﾒｯｾｰｼﾞ伝送用UDPﾎﾟｰﾄ番号 Ｄ０１１４

自局ＩＰアドレス：「１３３．１１３． ９０． １０」

↓ ↓ ↓ ↓

８５Ｈ．７１Ｈ．５ＡＨ．０ＡＨ

メッセージ伝送用ＵＤＰポート番号：１０２５

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１０２

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１０３

|R0502 R0602 |

1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|

| /* パラメータ設定要求 */

|R0602 |

2|-| |-+[ 12544 MOV D0110][ 00018 MOV D0111]------------------------------|

| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */

| | |

| +[ 173699461 DMOV D0113･D0112][ 01025 MOV D0114]-------------------|

| | /* ＩＰアドレス、ポート番号セット */

| | |

| +[D0110 SEND RW102][ RST R0502]------------------------------------|

| /* 要求セット */

| |

パラメータ…１７３６９９４６１：０Ａ５Ａ７１８５Ｈ

↓

８５Ｈ．７１Ｈ．５ＡＨ．０ＡＨ
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４．６ 動作モード制御要求

ここでは、Ｔ２Ｎ側のユーザープログラムによる、伝送モジュール動作モードの制御方法を説明し

ます。以下に動作モード制御要求の命令語フォーマットについて説明します。

◎動作モード制御要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

ユーザプログラムから伝送モジュールの動作モードを制御する要求。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００１３Ｈ ＣＭＤ番号

Ａ＋２ 指定情報

指定情報

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

STBY MTEN

RUN STEN

ビット 名 称 用 途

Ｄ ＳＴＢＹ（スタンバイ） ランモードからスタンバイモードに変更

Ｃ ＲＵＮ（ラン） スタンバイモードからランモードに変更

５ ＭＴＥＮ コンピュータリンク／ＰＣリンク手順伝送

（メッセージ伝送許可／禁止） の許可／禁止 "1"：許可、"0"：禁止

４ ＳＴＥＮ ソケットＩ／Ｆ伝送の許可／禁止

（ソケットＩ／Ｆ伝送許可／禁止） "1"：許可、"0"：禁止

例）スタンバイ要求：２０００Ｈ

ラン要求：１０３０Ｈ（メッセージ伝送、ソケットインタフェース伝送共使用可

能）

１０１０Ｈ（ソケットインタフェース伝送のみ使用可能）

１０２０Ｈ（メッセージ伝送のみ使用可能）

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ０ ０ ０ ０ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）
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ｄ）重要事項

・指定情報に１０１０Ｈ、１０２０Ｈ、１０３０Ｈ、２０００Ｈ以外の設定はできません。

→完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「制御要求指定不正」(0083H)

・ランモード、スタンバイ要求の同時要求（３０ｘ０Ｈ等）は実行できません。

→完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「制御要求指定不正」(0083H)

・既になっているモードを要求することはできません。ただし、同一モードでもＭＴＥＮ／

ＳＴＥＮを変更する要求はエラーにはなりません。

→完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「制御要求指定不正」(0083H)

・ダウンモード時は実行できません。

→完了ステータス「モジュールエラー／イニシャライズ中」(TermSTS=06H)

・ＩＰアドレスを設定せずにランモードへの制御要求を行うとエラーになります。

→完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ＭＡＣ／ＩＰ未設定」(0050H)

ｅ）サンプルプログラム

伝送モジュールに対する動作モード制御要求。

本ラダープログラムはＲ０５０３のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０１２０

Ａ＋１ ００１３Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０１２１

Ａ＋２ １０３０Ｈ 指定情報 Ｄ０１２２

指定情報：１０３０Ｈ＝ランモード、ソケット／メッセージ許可

（４１４４）

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１０４

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１０５

|R0503 R0603 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| /* 制御要求 */
|R0603 |

2|-| |-+[ 12544 MOV D0120][ 00019 MOV D0121]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */
| | |
| +[ 04144 MOV D0122]------------------------------------------------|
| | /* 指定情報セット */
| | |
| +[D0120 SEND RW104][ RST R0503]------------------------------------|
| /* 要求セット */
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第５章 コンピュータリンク手順／ＰＣリンク手順による伝送

本章では、上位機器からのコンピュータリンク手順伝送とＴ２Ｎ間のＰＣリンク手順伝送について

説明します。

注意

１．本章はＴ２Ｎから伝送モジュールの各種機能を使用するための、

命令（要求）のフォーマット、重要事項、サンプルプログラムを説明

しています。

内容を十分理解されてから、プログラムを作成してください。

サンプルプログラムは基本的な例であり、実システムに適用する際は

十分な検討の必要があります。

５．１ コンピュータリンク手順伝送

Ｔシリーズ・コンピュータリンク手順伝送は、ＰＲＯＳＥＣ－Ｔシリーズプログラマブルコント

ローラの制御用に弊社が開発したものです。上位機器からＴシリーズ・コンピュータリンク手順を

用いて、Ｔ２Ｎに対して、ユーザプログラムのアップ／ダウンロード、制御コマンドの発行、レジ

スタデータの読み出し／書き込みを行うことができます。

伝送モジュールを通して、Ｔ２Ｎと上位機器がコンピュータリンク手順伝送を行う場合、伝送プ

ロトコルにＵＤＰ／ＩＰを使用しています。

上位機器からＴ２Ｎに対してコンピュータリンク手順伝送を行うには、上位機器のＵＤＰソケッ

トを使用します（ソケット：ＩＰアドレスとポート番号の組合せ）。上位機器は、自局のＵＤＰソ

ケットから、伝送モジュールのメッセージ伝送用のＵＤＰソケットに対して、コマンド／データを

送信します。

Ｔ２Ｎ側でコンピュータリンク手順伝送を利用する場合は、前章で説明した、

・パラメータ設定（ＩＰアドレス、メッセージ伝送用ＵＤＰポート番号）

・動作モード制御（メッセージ伝送許可）

をＴ２Ｎ側から行うだけで、Ｔ２Ｎ側に特別なユーザプログラムを作成する必要はありません。

Ｔシリーズ・コンピュータ手順伝送の機能、仕様、取扱方法は、Ｔシリーズコンピュータリンク

機能説明書（ＵＭ－ＴＳ０３＊＊＊－Ｊ００８）をご覧ください。

取扱上のお願い

１．ＵＤＰ／ＩＰは、通信の信頼性を保証する制御機能を持たないので、

上位プロトコルでの対応（リトライ等）が必要になります。

２．メッセージ伝送用ＵＤＰソケット以外に、コンピュータリンク手順伝送の

メッセージを受信しても、処理は行われません。
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５．２ コンピュータリンク手順サンプルプログラム

以下は、コンピュータリンク手順伝送の上位機器（パソコン／ワークステーション）側のサンプル

プログラムです。

Ｔ２ＮのＤレジスタの先頭から３２ワード分に書き込み／読み込み要求を行います。

動作環境

・ハードウェア：東芝Ｊー３１００ＰＶ

３Ｃｏｍ ＥｔｈｅｒｌｉｎｋⅢ（３Ｃ５０９／Ｂ）

・ソフトウェア：ＰＣ－ＮＦＳ Ｐｒｏ １．１．１．０

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ ＶｉｓｕａｌＣ＋＋ １．０

伝送パラメータ

・自局ＩＰアドレス ：１３３．１１３．９８．２００

・自局ＵＤＰポート番号 ：３００１

・相手局ＩＰアドレス ：１３３．１１３．９８．１０

・相手局ＵＤＰポート番号：３００１

/**********************************************************************/

/* */

/* SAMPLE.H */

/* */

/* */

/* 本定義ﾌｧｲﾙを修正することにより他局T2Nのﾚｼﾞｽﾀに対して書き込み／ */

/* 読み込み要求をすることができます */

/* */

/* */

/* */

/* (C) Copyright TOSHIBA Corporation 1995 */

/* All Rights Reserved */

/* */

/**********************************************************************/

/*---------------------------*/

/* ﾃﾞﾌｧｲﾝ宣言 */

/*---------------------------*/

#define MY_PORT 3001 /* 自局ﾎﾟｰﾄ番号 */

#define DST_PORT 3001 /* 他局ﾎﾟｰﾄ番号 */

#define DST_IP "133.113.98.10" /* 他局IPｱﾄﾞﾚｽ */

#define LOOP 10 /* ﾃﾞｰﾀ送受信実行回数 */

#define DATASIZ 32 /* ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ */

/* ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾝｸ機能 = ﾜｰﾄﾞ単位*/

#define RECVTOUT 30 /* RECVFROM ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 */

#define REG_TYPE "D" /* ﾚｼﾞｽﾀ種別 */

#define REG_ADR "0000" /* ﾚｼﾞｽﾀ先頭ｱﾄﾞﾚｽ */
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/**********************************************************************/

/* */

/* ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾝｸによるﾚｼﾞｽﾀﾘｰﾄﾞ及びﾗｲﾄ処理ｻﾝﾌﾟﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ */

/* */

/* */

/* 本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはT2Nｲｰｻﾈｯﾄﾓｼﾞｭｰﾙのｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾝｸ機能を確認する為のｻﾝﾌﾟﾙ */

/* ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです */

/* 本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定されたT2Nのﾚｼﾞｽﾀに対して書き込み／読み込み要求 */

/* を行っています。 */

/* また、SAMPLE.Hを修正することにより他局ﾚｼﾞｽﾀにｱｸｾｽすることがで */

/* きます */

/* */

/* */

/* */

/* (C) Copyright TOSHIBA Corporation 1995 */

/* All Rights Reserved */

/* */

/**********************************************************************/

/*---------------------------*/

/* ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ宣言 */

/*---------------------------*/

#define WIN31 /* Windows 3.1のアプリケーション*/

#define USECOMM /* COMM APIが必要 */

#include <string.h>

#include <stdio.h>

#include <stdlib.h>

#include <string.h>

#include <memory.h>

#include <sys¥types.h>

#include <fcntl.h>

#include <errno.h>

#include <sys¥socket.h>

#include <sys¥timeb.h>

#include <time.h>

#include <sys¥in.h>

#include <sys¥netdb.h>

#include "sample.h"
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/*---------------------------*/

/* ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ宣言 */

/*---------------------------*/

int cl_send( int ); /* ﾚｼﾞｽﾀﾘｰﾄﾞ/ﾗｲﾄ処理 */

void main()

{

int ists; /* ﾘﾀｰﾝｽﾃｰﾀｽ */

int isdp ; /* ｿｹｯﾄ識別子 */

int i ; /* ﾙｰﾌﾟｶｳﾝﾀｰ */

struct sockaddr_in Soc;

WORD wVersionRequested = (0,1); /* WINSOCﾊﾞｰｼﾞｮﾝ番号指定 */

WSADATA WsaDtata ; /* WINSOC ﾃﾞｰﾀ情報構造体 */

/* 初期値設定処理 */

ists = 0 ; /* 初期値設定 */

/* WINDOWSｿｹｯﾄ初期化 */

ists = WSAStartup( wVersionRequested, &WsaDtata ) ;

if( ists == 0 ){ /* 正常の場合 */

isdp = socket(AF_INET, SOCK_DGRAM, 0);/* ｿｹｯﾄ作成(UDP) */

if( isdp != INVALID_SOCKET ){ /* 正常の場合 */

Soc.sin_family = AF_INET;

Soc.sin_addr.s_addr = 0 ; /* 自局IPｱﾄﾞﾚｽ設定 */

Soc.sin_port = htons( MY_PORT ); /* 自局ﾎﾟｰﾄ番号設定 */

/* bind処理 */

ists = bind(isdp, (struct sockaddr *)&Soc, sizeof(Soc) );

if( ists != SOCKET_ERROR ){ /* bind正常の場合 */

for( i = 0; i < LOOP; i++){ /* 指定回数分ﾙｰﾌﾟ */

ists = cl_send( isdp ); /* ﾚｼﾞｽﾀﾘｰﾄﾞ/ﾗｲﾄ処理 */

if( ists != 0 ) /* ﾚｼﾞｽﾀﾘｰﾄﾞ/ﾗｲﾄ処理異常 */

break ; /* 処理終了 */

}

}

closesocket( isdp ) ; /* socketｸﾛｰｽﾞ処理 */

}

}

WSACleanup() ; /* WINSOC終了通知 */

}
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/* SLW */

/**********************************************************************/

/* */

/* cl_send - ﾚｼﾞｽﾀﾘｰﾄﾞ／ﾗｲﾄ処理 */

/* */

/**********************************************************************/

/* */

/* コーリング シーケンス */

/* */

/* cl_send(); */

/* */

/* 引数 : Isdp : int I : ｿｹｯﾄ識別子 */

/* */

/* ists : int O : 復帰ｽﾃｰﾀｽ */

/* */

/**********************************************************************/

int cl_send( int Isdp )

{

int j, k ; /* ﾙｰﾌﾟｶｳﾝﾀｰ */

int ists = 0 ; /* ﾘﾀｰﾝｽﾃｰﾀｽ */

int iret ; /* ﾘﾀｰﾝｽﾃｰﾀｽ */

int ircvsiz ; /* 受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ */

int isndsiz ; /* ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ */

int icunt ; /* ﾃﾞｰﾀ設定ｲﾝﾃﾞｯｸｽ */

int idat ; /* ﾜｰｸｴﾘｱ */

char csnd[ 1000 ] ; /* ﾃﾞｰﾀ送信ﾊﾞｯﾌｧ */

char crcv[ 1000 ] ; /* ﾃﾞｰﾀ受信ﾊﾞｯﾌｧ */

fd_set ibits; /* SELECT() ﾋﾞｯﾄﾏｽｸ */

struct timeval timeout; /* SELECT() ﾀｲﾏ値 */

struct sockaddr_in Snd, Rcv;

iret = -1 ;

memset( &Snd, 0x00, sizeof( Snd ) );

memset( &Rcv, 0x00, sizeof( Rcv ) );

memset( csnd, 0x00, sizeof( csnd ) ); /* 送信ﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾌｧｸﾘｱｰ */

memset( crcv, 0x00, sizeof( crcv ) ); /* 受信ﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾌｧｸﾘｱｰ */

/* ﾚｼﾞｽﾀ書き込み送信ﾃﾞｰﾀ設定*/

sprintf( &csnd[ 0 ], "(A01DW" ) ; /* ﾚｼﾞｽﾀ書き込みｺﾏﾝﾄﾞ設定 */

/* 先頭ﾚｼﾞｽﾀNo設定 */

sprintf( &csnd[ strlen(csnd)], "%s", REG_TYPE );

sprintf( &csnd[ strlen(csnd) ], "%04s", REG_ADR );

sprintf( &csnd[ strlen( csnd) ], "," ) ;

idat = DATASIZ ; /* ﾃﾞｰﾀ個数設定 */

sprintf( &csnd[ strlen( csnd ) ], "%02d", idat ) ;

sprintf( &csnd[ strlen( csnd) ], "," ) ;

icunt = 0 ; /* ｺﾝﾍﾟｱｰﾃﾞｰﾀ格納ｲﾝﾃﾞｯｸｽ */

for( j = 0, k = 0; k < DATASIZ; k++ ){ /* ﾚｼﾞｼﾀ書き込みﾃﾞｰﾀ設定 */

sprintf( &csnd[ strlen( csnd) ], "%04X", k ) ;

j = j + 4 ;

sprintf( &csnd[ strlen( csnd) ], "," ) ;
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j = j + 1 ;

icunt = icunt + 4 ;

}

sprintf( &csnd[ (strlen( csnd )) - 1], ")¥r" ) ;

isndsiz = strlen( csnd ); /* 送信ｻｲｽﾞ設定 */

Snd.sin_family = AF_INET;

Snd.sin_addr.s_addr = inet_addr( DST_IP );/* 相手局IPｱﾄﾞﾚｽ設定 */

Snd.sin_port = htons( DST_PORT ); /* 相手局ﾎﾟｰﾄ番号 */

/* ﾚｼﾞｽﾀ書き込み要求送信 */

ists = sendto( Isdp, csnd, isndsiz, 0,

(struct sockaddr *)&Snd,sizeof( Snd ) );

if ( ists == isndsiz ){ /* 送信ｻｲｽﾞ正常の場合 */

/* SELECT引き数設定 */

memset(&ibits,0x00,sizeof(fd_set)); /* BIT 初期値設定 */

timeout.tv_sec = RECVTOUT; /* ﾀｲﾑｱｳﾄ時間設定 */

FD_SET(Isdp,&ibits); /* BIT 設定 */

ists = select( 1, &ibits,0,0,(struct timeval *)&timeout);

if(ists > 0){ /* 正常の場合 */

/* ﾚｼﾞｽﾀ書き込み応答受信 */

ists = recvfrom( Isdp, crcv, sizeof( crcv ), 0

,(struct sockaddr *)&Rcv, &ircvsiz) ;

if ( ists > 5 ){

if( crcv[ 4 ] == 'C' && crcv[ 5 ] == 'E' ||

crcv[ 4 ] == 'E' && crcv[ 5 ] == 'E' ){

return( -1 ) ; /* ﾚｼﾞｽﾀ書き込み応答ｴﾗｰ */

}

/* ﾚｼﾞｽﾀ読み込み要求作成 */

memset( csnd, 0x00, sizeof( csnd ) ) ;

memset( crcv, 0x00, sizeof( crcv ) ) ;

sprintf( &csnd[ 0 ] , "(A01DR" );/* ﾚｼﾞｽﾀ読み込みｺﾏﾝﾄﾞ設定*/

/* 先頭ﾚｼﾞｽﾀNo設定 */

sprintf( &csnd[ strlen(csnd)], "%s", REG_TYPE );

sprintf( &csnd[ strlen(csnd) ], "%04s", REG_ADR );

sprintf( &csnd[ strlen( csnd) ], "," ) ;

/* ﾃﾞｰﾀ個数設定 */

idat = DATASIZ ; /* ﾚｼﾞｽﾀ読み込みﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ */

sprintf( &csnd[ strlen( csnd ) ], "%02d", idat ) ;

sprintf( &csnd[ strlen( csnd )], ")¥r" ) ;

isndsiz = strlen(csnd) ; /* ﾃﾞｰﾀ送信ｻｲｽﾞ設定 */

/* ﾚｼﾞｽﾀ読み込み要求送信 */

ists = sendto( Isdp, csnd, isndsiz, 0,

(struct sockaddr *)&Snd,sizeof( Snd ) );

if( ists == isndsiz ){

/* BIT 初期値設定 */

memset(&ibits,0x00,sizeof(fd_set));

timeout.tv_sec = RECVTOUT; /* ﾀｲﾑｱｳﾄ時間設定 */

/* BIT 設定 */

FD_SET(Isdp,&ibits);

ists = select( 1, &ibits,0,0,
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(struct timeval *)&timeout);

if(ists <= 0){ /* ﾀｲﾑｱｳﾄ及びｴﾗｰ */

return( -1 ) ; /* recvfromﾀｲﾑｱｳﾄ */

}

/* ﾚｼﾞｽﾀ読み込み応答受信 */

ists = recvfrom( Isdp, crcv, sizeof( crcv ), 0

,(struct sockaddr *)&Rcv, &ircvsiz) ;

if ( ists > 5 ){

if( crcv[ 6 ] == 'C' && crcv[ 7 ] == 'E' ){

iret = -1 ; /* ﾚｼﾞｽﾀ読み込み応答ｴﾗｰ */

}

else{ /* ﾚｼﾞｽﾀ読み込み応答正常 */

iret = 0 ;

}

}

}

}

}

}

return( iret ) ;

}
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５．３ ＰＣリンク手順伝送（データ書き込み）

Ｔシリーズ・ＰＣリンク手順伝送は、ネットワーク上のＴ２Ｎから他のＴ２Ｎに対してレジスタ

データの書き込みを行うことができます。

ＰＣリンク手順伝送は、コンピュータリンク手順伝送と同じく、伝送プロトコルにＵＤＰ／ＩＰ

を使用しています。

ＰＣリンク主局側はメッセージ伝送用のＵＤＰソケットを使用して、従局側伝送モジュールのメ

ッセージ伝送用ＵＤＰソケットに対して伝送を行います。主局側でのユーザプログラムについては

この後で説明します。

ＰＣリンク従局側で本機能を利用する場合は、前章で説明した、

・パラメータ設定

・動作モード制御（メッセージ伝送許可）

をＴ２Ｎ側から行うだけで、Ｔ２Ｎ側に特別なユーザプログラムを作成する必要はありません。

取扱上のお願い
１．ＵＤＰ／ＩＰは、通信の信頼性を保証する制御機能を持たないので、

上位プロトコルでの対応（リトライ等）が必要になります。

２．メッセージ伝送用ＵＤＰソケット以外に、ＰＣリンク手順伝送の

メッセージを受信しても、処理は行われません。

◎レジスタライト要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

自局（Ｔ２Ｎ）の指定したレジスタ内のデータを、相手局（Ｔ２Ｎ）の指定したレジスタ

に書き込む。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００２１Ｈ コマンド番号

Ａ＋２ ＷｏｒｄＳｉｚｅ ①転送レジスタサイズ：１～４８５ワード

Ａ＋３ ＳＲＩＤ ②自局レジスタ種別コード

Ａ＋４ ＳＲｅｇＮＯ ③自局レジスタ番号

Ａ＋５ ＤＲＩＤ ④相手局レジスタ種別コード

Ａ＋６ ＤＲｅｇＮＯ ⑤相手局レジスタ番号

Ａ＋７ Ｔｉｍｅｃｎｔ ⑥タイマーカウント

Ａ＋８ Ｄ－ＩＰＡｄｄｒｅｓｓ 相手局ＩＰアドレス

Ａ＋９ （入力方法はパラメータ設定要求と同じ）

Ａ＋10 Ｄ－ＵＤＰ ＰｏｒｔＮＯ 相手局メッセージ伝送用ＵＤＰポート番号

①転送レジスタサイズ

伝送データサイズをワード単位で指定します（１～４８５ワード）。

Ｔ／Ｃレジスタの場合、１～３２３ワードになります。

②自局レジスタ種別コード

このコードは、自局側の送信元データが格納されているレジスタ種別を指定するものです。

指定可能なコードは図５．１を参照してください。
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③自局レジスタ番号

自局レジスタ種別コードで指定したレジスタの先頭番号を指定します。

④相手局レジスタ種別コード

このコードは、相手局側の送信データが書き込まれるレジスタ種別を指定するものです。

指定可能なコードは図５．１を参照してください。

⑤相手局レジスタ番号

相手局レジスタ種別コードで指定したレジスタの先頭番号を指定します。

⑥タイマーカウント

相手局からの応答時間を制限するために、０．１秒単位で設定します。

Ｆ Ｅ ０

Ａ＋10

０：ユーザ指定値を使用（０．１～３２７６．７秒）

１：デフォルト値を使用（３０秒）

以下に自局／相手局レジスタ種別コードに指定可能なコードを示します。詳細は「Ｔシリ

ーズ命令語説明書－ラダー図、ＳＦＣ編」（UM-TS03***-J004）を参照してください。

図５．１ レジスタ種別コード（ＲＩＤ）
RID 意 味 RID 意 味

0000H ＸＷ／ＹＷﾚｼﾞｽﾀ **05H Ｆﾚｼﾞｽﾀ(0～8191) ※１
0001H Ｗﾚｼﾞｽﾀ **06H Ｆﾚｼﾞｽﾀ(0～65535) ※２
0002H ＬＷﾚｼﾞｽﾀ 0007H Ｔﾚｼﾞｽﾀ ※３
0003H ＲＷﾚｼﾞｽﾀ 0008H Ｃﾚｼﾞｽﾀ ※３
0004H Ｄﾚｼﾞｽﾀ 0009H ＳＷﾚｼﾞｽﾀ

※１…拡張Ｆレジスタも含みます。１バンク８ｋＷ（0～8191）

拡張Ｆレジスタの指定先：Ｔ２Ｎ内部レジスタ、Ｔ３Ｈ（ＩＣカード含む）

F 7 0

05H

バンクＮＯ．…00H：基本部Ｆレジスタ（内部レジスタ）

F0000～F1023（32767） ()内はＴ３Ｈ

01H～03H：拡張Ｆレジスタ

F0000～F8191

※２…拡張Ｆレジスタ（ICﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ）も含みます。１バンク６４ｋＷ（0～65535）

レジスタ種別コード**06HはＴ３Ｈでのみ使用できるコードです。

F 7 0

06H

バンクＮＯ．…00H：基本部Ｆレジスタ（内部レジスタ）

F0000～F32767

01H：拡張Ｆレジスタ（ＩＣカード）

F0000～F65535

02H：拡張Ｆレジスタ（ＩＣカード）

F0000～F57343

※３ ･･･ Ｔ，Ｃレジスタはフラグ付きデータです。

（補足：転送サイズはイーサネット経由時最大３２３Ｗまで）

Ｔレジスタに関しては、基本Ｔ（０～５１１）と拡張Ｔ（５１２～９９９）

をまたがっての指定はできません。
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ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ０ ０ ０ ０ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ｄ）重要事項

・書き込み動作は相手局Ｔ２Ｎのスキャンとは同期しません。同期が必要な場合は、Ｔ２Ｎ

のスキャンの先頭で、別レジスタに転送して使用する、等の同期処理が必要です。

・レジスタリード要求とは、使用する命令語（ＲＥＣＶ）が違うだけで、ＣＭＤ番号は同じ

（００２１Ｈ）です。

・転送レジスタサイズは１～４８５ワード（Ｔ／Ｃレジスタは１～３２３ワード）の範囲を

超えて設定すると「伝送ワード数異常」(TermSTS=09H)になります。

・レジスタ種別コード(SRID/DRID)に規定以外の値を指定した場合は「レジスタ指定エラー」

(TermSTS=01H)になります。

・自局レジスタ種別コードで「0007H」（Ｔレジスタ）を指定した場合、相手局レジスタ種別

コードにＴレジスタ以外を指定すると、「レジスタ指定エラー」(TermSTS=01H)になります。

Ｃレジスタでも同様です。

・Ｔレジスタに関して、基本Ｔ（０～５１１）と拡張Ｔ（５１２～９９９）をまたがって

の指定をした場合、「バウンダリエラー」(TermSTS=0AH)になります。

・データ格納レジスタで、指定された領域（先頭レジスタ＋レジスタ範囲）が自局あるいは

相手局に存在しない場合、「バウンダリエラー」になります。

自局側：TermSTS=0AH、相手局側：TermSTS=8AH

・相手局からの応答時間（タイマーカウント値）をオーバーした場合、「応答タイムアウ

ト」 (TermSTS=02H)になります。

・相手局Ｔ２Ｎでは、下記の特殊コイル設定で、レジスタごとに書き込みプロテクトを指定

できます。この場合、「メモリライトプロテクト」(TermSTS=84H)になります。

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＳＷ０６７ SW C T F D RW LW W XW/YW

０ 書込許可 特殊レジスタ 入力／出力レジスタ

１ 書込禁止 カウンタレジスタ リンクレジスタ

タイマレジスタ リンクリレーレジスタ

ＰＣ内部ファイルレジスタ 補助レジスタ

拡張ファイルレジスタ(ＩＣカード) データレジスタ

・ＰＣリンク伝送またはＵＤＰソケットインタフェースを使用している場合、存在しない相

手局に送信要求すると、「伝送異常」(TermSTS=0BH)（詳細情報＝0020H）になります。
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５．４ ＰＣリンク手順伝送（データ読み出し）

Ｔシリーズ・ＰＣリンク手順伝送は、ネットワーク上の他のＴ２Ｎのレジスタデータを、自局の

レジスタに読み込むことができます。

ＰＣリンク手順伝送は、コンピュータリンク手順伝送と同じく、伝送プロトコルにＵＤＰ／ＩＰ

を使用しています。

ＰＣリンク主局側はメッセージ伝送用のＵＤＰソケットを使用して、従局側伝送モジュールのメ

ッセージ伝送用ＵＤＰソケットに対して伝送を行います。主局側でのユーザプログラムについては

この後で説明します。

ＰＣリンク従局側で本機能を利用する場合は、前章で説明した、

・パラメータ設定

・動作モード制御（メッセージ伝送許可）

をＴ２Ｎ側から行うだけで、Ｔ２Ｎ側に特別なユーザプログラムを作成する必要はありません。

取扱上のお願い

１．ＵＤＰ／ＩＰは、通信の信頼性を保証する制御機能を持たないので、

上位プロトコルでの対応（リトライ等）が必要になります。

２．メッセージ伝送用ＵＤＰソケット以外に、ＰＣリンク手順伝送の

メッセージを受信しても、処理は行われません。

◎レジスタリード要求（ＲＥＣＶ命令使用）

ａ）機能

相手局（Ｔ２Ｎ）の指定したレジスタ内のデータを、自局（Ｔ２Ｎ）の指定したレジスタ

に読み出す。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００２１Ｈ コマンド番号

Ａ＋２ ＷｏｒｄＳｉｚｅ ①転送レジスタサイズ：１～４８５ワード

Ａ＋３ ＳＲＩＤ ②自局レジスタ種別コード

Ａ＋４ ＳＲｅｇＮＯ ③自局レジスタ番号

Ａ＋５ ＤＲＩＤ ④相手局レジスタ種別コード

Ａ＋６ ＤＲｅｇＮＯ ⑤相手局レジスタ番号

Ａ＋７ Ｔｉｍｅｃｎｔ ⑥タイマーカウント

Ａ＋８ Ｄ－ＩＰＡｄｄｒｅｓｓ 相手局ＩＰアドレス

Ａ＋９ （入力方法はパラメータ設定要求と同じ）

Ａ＋10 Ｄ－ＵＤＰ ＰｏｒｔＮＯ 相手局メッセージ伝送用ＵＤＰポート番号

①転送レジスタサイズ

伝送データサイズをワード単位で指定します（１～４８５ワード）。

Ｔ／Ｃレジスタの場合、１～３２３ワードになります。

②自局レジスタ種別コード

このコードは、読み出したデータを格納する、自局側のレジスタ種別を指定するものです。

指定可能なコードは図５．１を参照してください。

③自局レジスタ番号

自局レジスタ種別コードで指定したレジスタの先頭番号を指定します。

④相手局レジスタ種別コード（図５．１参照）

このコードは送信元データが格納されている相手局側のレジスタ種別を指定するものです。
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⑤相手局レジスタ番号

相手局レジスタ種別コードで指定したレジスタの先頭番号を指定します。

⑥タイマーカウント

相手局からの応答時間を制限するために、０．１秒単位で設定します。

Ｆ Ｅ ０

Ａ＋10

０：ユーザ指定値を使用（０．１～３２７６．７秒）

１：デフォルト値を使用（３０秒）

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ０ ０ ０ ０ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ｄ）重要事項

・読み出し動作は相手局Ｔ２Ｎのスキャンとは同期しません。同期が必要な場合は、Ｔ２Ｎ

のスキャンの先頭で別レジスタに転送して使用する、等の同期処理が必要です。

・レジスタライト要求とは、使用する命令語（ＳＥＮＤ）が違うだけで、ＣＭＤ番号は同じ

（００２１Ｈ）です。

・転送レジスタサイズは１～４８５ワード（Ｔ／Ｃレジスタは１～３２３ワード）の範囲を

超えて設定すると「伝送ワード数異常」(TermSTS=09H)になります。

・レジスタ種別コード(SRID/DRID)に規定以外の値を指定した場合は「レジスタ指定エラー」

(TermSTS=01H)になります。

・自局レジスタ種別コードで「0007H」（Ｔレジスタ）を指定した場合、相手局レジスタ種別

コードにＴレジスタ以外を指定すると、「レジスタ指定エラー」(TermSTS=01H)になります。

Ｃレジスタでも同様です。

・Ｔレジスタに関して、基本Ｔ（０～５１１）と拡張Ｔ（５１２～９９９）をまたがって

の指定をした場合、「バウンダリエラー」(TermSTS=0AH)になります。

・データ格納レジスタで、指定された領域（先頭レジスタ＋レジスタ範囲）が自局あるいは

相手局に存在しない場合、「バウンダリエラー」になります。

自局側：TermSTS=0AH、相手局側：TermSTS=8AH

・相手局からの応答時間（タイマーカウント値）をオーバーした場合、「応答タイムアウ

ト」 (TermSTS=02H)になります。

・自局Ｔ２Ｎでは、下記の特殊コイル設定で、レジスタごとに書き込みプロテクトを指定で

きます。この場合、「メモリライトプロテクト」(TermSTS=04H)になります。

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＳＷ０６７ SW C T F D RW LW W XW/YW

０ 書込許可 特殊レジスタ 入力／出力レジスタ

１ 書込禁止 カウンタレジスタ リンクレジスタ

タイマレジスタ リンクリレーレジスタ

ＰＣ内部ファイルレジスタ 補助レジスタ

拡張ファイルレジスタ(ＩＣカード) データレジスタ

・ＰＣリンク伝送またはＵＤＰソケットインタフェースを使用している場合、存在しない相

手局に送信要求をすると、「伝送異常」(TermSTS=0BH)(TermSTS=02H)になります。
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５．５ ＰＣリンク手順伝送サンプルプログラム

ＰＣリンク手順伝送のサンプルプログラムです。自局内でインクリメントデータを作成し、相手局

のレジスタに書き込みます。次に同じ領域を読み出し、自局内データとコンペアチェックを行います。

図５．２にＰＣリンク手順伝送の処理の流れを示します。

スタート

ステーションステータス確認

スタンバイモード？ Ｎｏ 動作モード制御要求

ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ＝2000H スタンバイ要求

Ｙｅｓ
リセット要求

パラメータ設定要求

動作モード制御要求

ラン要求：メッセージ許可

レジスタライト要求

次ページのサンプルプログラムはこの部分に相当
レジスタリード要求

サンプルラダープログラムはＲ０５２０のＡ接点

をＯＮする事で実行します。

コンペアチェック

図５．２ ＰＣリンク手順伝送の処理の流れ

ａ）サンプルプログラム内パラメータ

自局ＩＰアドレス：１３３．１１３．９８．１０（８５Ｈ．７１Ｈ．５ＡＨ．０ＡＨ）

自局メッセージ伝送用ＵＤＰポート番号：２０００

Ｄ００９０：実行回数指定（１～３２７６７）

ＲＷ０９１：コンペアエラー発生時動作（継続：０／停止：１）

Ｄ００９２：転送レジスタサイズ（１～４８５ワード）

Ｄ００９３：送信データ格納レジスタ種別（自局）

Ｄ００９４：送信データ格納レジスタ先頭番号（自局）

Ｄ００９５：相手局データ格納レジスタ種別

Ｄ００９６：相手局データ格納レジスタ先頭番号

Ｄ００９７：読み出しデータ格納レジスタ種別（自局）

Ｄ００９８：読み出しデータ格納レジスタ先頭番号（自局）
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Ｄ０２６１・Ｄ０２６０：相手局ＩＰアドレス＝１３３．１１３． ９８． ２０

↓ ↓ ↓ ↓

８５Ｈ．７１Ｈ．６２Ｈ．１４Ｈ

Ｄ０２６２：相手局メッセージ伝送用ＵＤＰポート番号＝１０２５

ｂ）レジスタ書き込み要求（ＳＥＮＤ命令）

伝送モジュールに対するレジスタ書き込み要求。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０２００

Ａ＋１ ００２１Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０２０１

Ａ＋２ Ｄ００９２ 転送レジスタサイズ（ワード） Ｄ０２０２

Ａ＋３ Ｄ００９３ 送信データ格納レジスタ種別 Ｄ０２０３

Ａ＋４ Ｄ００９４ 送信データ格納レジスタ先頭番号 Ｄ０２０４

Ａ＋５ Ｄ００９５ 相手局データ格納レジスタ種別 Ｄ０２０５

Ａ＋６ Ｄ００９６ 相手局データ格納レジスタ先頭番号 Ｄ０２０６

Ａ＋７ ００６４Ｈ タイマーカウント（応答制限時間） Ｄ０２０７

Ａ＋８ Ｄ０２６０ 相手局ＩＰアドレス Ｄ０２０８

Ａ＋９ Ｄ０２６１ Ｄ０２０９

Ａ＋１０ Ｄ０２６２ 相手局ﾒｯｾｰｼﾞ伝送用UDPﾎﾟｰﾄ番号 Ｄ０２１０

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１２０

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１２１

ｃ）レジスタ読み出し要求（ＲＥＣＶ命令）

伝送モジュールに対するレジスタ読み出し要求。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０２２０

Ａ＋１ ００２１Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０２２１

Ａ＋２ Ｄ００９２ 転送レジスタサイズ（ワード） Ｄ０２２２

Ａ＋３ Ｄ００９７ 読み出しデータ格納レジスタ種別 Ｄ０２２３

Ａ＋４ Ｄ００９８ 読み出しデータ格納レジスタ先頭番号 Ｄ０２２４

Ａ＋５ Ｄ００９５ 相手局データ格納レジスタ種別 Ｄ０２２５

Ａ＋６ Ｄ００９６ 相手局データ格納レジスタ先頭番号 Ｄ０２２６

Ａ＋７ ００６４Ｈ タイマーカウント（応答制限時間） Ｄ０２２７

Ａ＋８ Ｄ０２６０ 相手局ＩＰアドレス Ｄ０２２８

Ａ＋９ Ｄ０２６１ Ｄ０２２９

Ａ＋１０ Ｄ０２６２ 相手局ﾒｯｾｰｼﾞ伝送用UDPﾎﾟｰﾄ番号 Ｄ０２３０

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１２２

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１２３



- 63 -

ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎイーサネット部取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０７１２

|R0520 R0090 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| |
|/* ＰＣリンク準備 */ |
|R0520 |

2|-| |---|^|-+[ 01000 MOV D0090][ 00000 MOV D0091][ 00400 MOV D0092]------|
| | /* 実行回数、ｴﾗｰ時動作、転送ｻｲｽﾞ */
| | |
| +[ 00004 MOV D0093][ 01000 MOV D0094]------------------------|
| | /* 送信元レジスタ種別、先頭番号 */
| | |
| +[ 00004 MOV D0095][ 01500 MOV D0096]------------------------|
| | /* 転送先レジスタ種別、先頭番号 */
| | |
| +[ 00004 MOV D0097][ 02000 MOV D0098]------------------------|
| | /* 格納レジスタ種別、先頭番号 */
| | |
| +[ 0341995909 DMOV D0261･D0260][ 01025 MOV D0262]------------|
| /* 相手先ＩＰアドレス、ﾒｯｾｰｼﾞ伝送用UDPﾎﾟｰﾄ番号 */
| |
|/* データ準備 */ |
|R0090 R009F |

3|-| |-+-|/|-+-|^|-+[ 00001 MOV W0901][ 00900 MOV W0902][ 00000 MOV W0918]|
| | | | |
|R0091| | | |
|-| |-+ | +[W0946 MOV W0900][D0093 MOV W0916][D0094 MOV W0917]|
| | |
| |R0098 R0098 |
| +-|/|--[W0901 XFER W0901 -> W0916]-----+[ +1 W0917]-( )--|
| | | |
| | | |
| | +[ +1 W0918]------|
| | | |
| | | |
| | +[ +1 W0900]------|
| | |
| | |
| +[D0092 = W0918][ SET R0092][ RST R0091][ RST R0520]------|
| |
|/* レジスタ書き込み */ |
|R0092 |

4|-| |-+[ 12544 MOV D0200][ 00033 MOV D0201]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */ |
| | |
| +[D0092 MOV D0202]------------------------------------------------|
| | /* 転送レジスタサイズセット */ |
| | |
| +[D0093 MOV D0203][D0094 MOV D0204]------------------------------|
| | /* 送信元レジスタ種別、先頭番号セット */ |
| | |
| +[D0095 MOV D0205][D0096 MOV D0206]------------------------------|
| | /* 転送先レジスタ種別、先頭番号セット */ |
| | |
| +[ 00100 MOV D0207]------------------------------------------------|
| | /* 応答時間制限セット（１０秒）*/ |
| | |
| +[D0261･D0260 DMOV D0209･D0208][D0262 MOV D0210]------------------|
| | /* 相手先ＩＰアドレス、ﾒｯｾｰｼﾞ伝送用UDPﾎﾟｰﾄ番号 */ |
| | |
| +[D0200 SEND RW120][ SET R0093][ RST R0092]------------------------|
| /* 要求セット、完了後読み出し開始 */
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|/* レジスタ読み出し */ |
|R0093 |

5|-| |-+[ 12544 MOV D0220][ 00033 MOV D0221]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */
| | |
| +[D0092 MOV D0222]------------------------------------------------|
| | /* 転送レジスタサイズセット */
| | |
| +[D0097 MOV D0223][D0098 MOV D0224]------------------------------|
| | /* 格納レジスタ種別、先頭番号セット */
| | |
| +[D0095 MOV D0225][D0096 MOV D0226]------------------------------|
| | /* 転送先レジスタ種別、先頭番号セット */
| | |
| +[ 00100 MOV D0227]------------------------------------------------|
| | /* 応答時間制限セット（１０秒） */
| | |
| +[D0261･D0260 DMOV D0229･D0228][D0262 MOV D0230]------------------|
| | /* 相手先ＩＰアドレス、ﾒｯｾｰｼﾞ伝送用UDPﾎﾟｰﾄ番号 */
| | |
| +[D0220 RECV RW122][ SET R0094][ RST R0093]------------------------|
| /* 要求セット、完了後コンペア開始 */
|/* コンペアチェック */ |
|R0094 |

6|-| |-+[ 00001 MOV W0940]-----+[ 00001 MOV W0941][ 00980 MOV W0942]------|
| | | |
| | | |
| | +[ 00001 MOV W0943][ 00981 MOV W0944]------|
| | |
| | |
| +-|^|--[D0094･D0093 DMOV W0948･W0947][D0098･D0097 DMOV W0950･W0949]|
| | |
| |R0095 |
| +-|/|---|^|-+[W0947 XFER W0940 -> W0941]------------------------|
| | | |
| | | R0096 |
| | +[W0949 XFER W0940 -> W0943]-------------------( )--|
| | |
| |R0096 |
| +-| |-+[W0980 = W0981][ +1 D0190]------------------------------|
| | | |
| | | R0910 |
| | +[W0980 <> W0981][ +1 D0191]-| |--[ SET R0099][ RST R0094]|
| | | |
| | | R0095 |
| | +-|^|--[ +1 W0945][ +1 W0948][ +1 W0950]-------------( )--|
| | | |
| | | R0097 |
| | +[D0092 = W0945][ 00000 MOV W0945][ +1 W0946]-------( )--|
| | |
| |R0097 R0099 |
| +-| |---|/|-+[D0090 > W0946][ SET R0091]-----------+[ RST R0094]|
| | | |
| | | |
| +[D0090 = W0946][ 00000 MOV W0946]-----+ |
| |
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第６章 ソケットインタフェースによる通信

本章ではソケットインタフェースの位置付けと機能、ＵＤＰソケットインタフェースとＴＣＰソケ

ットインタフェースの違いについて説明し、次に伝送モジュールでのソケットインタフェースの使用

上の注意、使用方法を説明します。

注意

１．本章はＴ２Ｎから伝送モジュールの各種機能を使用するための、

命令（要求）のフォーマット、重要事項、サンプルプログラムを説明

しています。

内容を十分理解されてから、プログラムを作成してください。

サンプルプログラムは基本的な例であり、実システムに適用する際は

十分な検討の必要があります。

６．１ 概要

ここでは、ソケットインタフェースの位置付けと機能、ＵＤＰソケットインタフェースとＴＣＰソ

ケットインタフェースの違いについて説明します。

１）位置付けと機能

ソケットインタフェースはＴＣＰ／ＩＰやＵＤＰ／ＩＰの機能をユーザプログラムから利用する

ためのプログラミング・インタフェースです。ソケットインタフェース通信は、エンジニアリング

ワークステーション（ＥＷＳ）等で標準的に使用されている通信方法です。

ソケットインタフェースを利用することで、上位機器のアプリケーションプログラムとＴ２Ｎの

ユーザプログラム間で通信が可能です。

伝送モジュールのソケットインタフェースには、８個のソケットが用意してあり、各ソケットに

通信先との通信プロトコル（ＴＣＰ／ＩＰまたはＵＤＰ／ＩＰ）を指定できます。Ｔ２Ｎユーザプ

ログラムからのソケットインタフェースの利用は、ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令で行います。

ＴＣＰ／ＩＰ（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）

ＵＤＰ／ＩＰ（User Datagram Protocol/Internet Protocol）

ソケットインタフェースの位置付けを図６．１に示します。

ＥＷＳ Ｔ２Ｎ＋伝送モジュール

アプリケーション Ｔ２Ｎ
プログラム ユーザプログラム

システム ＳＥＮＤ
コール ／ＲＥＣＶ命令

ＯＳ（ＵＮＩＸ） Ｔ２Ｎファームウェア

ソケットインタフェース ソケットインタフェース

ＵＤＰ／ＴＣＰ ＵＤＰ／ＴＣＰ

ＩＰ ＩＰ

ＣＳＭＡ／ＣＤ ＣＳＭＡ／ＣＤ

データ送受信

ＴＣＰ or ＵＤＰ １０ＢＡＳＥ－Ｔ

図６．１ ソケットインタフェースの位置付け
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２）ＵＤＰソケットインタフェースとＴＣＰソケットインタフェースとの違い

ａ）ＵＤＰソケットインタフェース（図６．２参照）

・送信元ノードと送信先ノードでデータの送受信のための出入り口（ソケット）を用意します。

・送／受信データには、送信元、送信先のデータ（ＩＰアドレス、ポート番号）を指定します。

・データごとに送信元／送信先を指定するので、ＵＤＰソケットは複数のＵＤＰソケットと通信

できます。

・通信の信頼性を保証するための、ＡＣＫ（肯定応答）等の受信確認や再送処理等の制御機能を

持たないので、上位プロトコル（ユーザプログラム）での対応が必要になります。

送信元ノード 送信先ノード

ＵＤＰソケット ＵＤＰソケット

送信データ

受信確認（ユーザプログラム

で行う場合のみ）

図６．２ ＵＤＰソケット

ｂ）ＴＣＰソケットインタフェース（図６．３、６．４参照）

・送／受信を行う２ノードのソケット間に、パイプのような仮想的な通信回線（コネクション）

を確立し、受信確認や再送処理等の制御を行うので、信頼性の高い伝送を行うことができます。

・コネクション確立の方法には、パッシブオープンとアクティブオープンの２種類があります。

パッシブオープンとは、自局のソケットを他のノードからのコネクション確立要求を待つ状態

にするものです。アクティブオープンとは、パッシブオープン中のソケットに対してコネクシ

ョン確立を要求するものです。

・２ノード間でコネクションを確立する時は、一方が先にソケットをパッシブオープンし、もう

一方がパッシブオープン中の相手ソケットに対し、自局ソケットをアクティブオープンします。

・パッシブオープン側ノードは、データ伝送等のサービスを提供するので「サーバ」と呼びます。

・アクティブオープン側ノードは、サービスを要求するので「クライアント」と呼びます。

・コネクション確立中のソケットは、そのコネクションを解消しない限り、他ソケットとデータ

伝送を行うことはできません。

・ソケットはコネクションで接続されているため、データごとに送信元／送信先を指定する必要

はありません。

送信元ノード 送信先ノード

ＴＣＰソケット コネクション ＴＣＰソケット

クライアント側 サーバ側

アクティブ 送信データ パッシブオープン

オープン

受信確認

図６．３ ＴＣＰソケット（コネクション）
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クライアント側 サーバ側

（アクティブオープン） （パッシブオープン）

クローズ クローズ

パッシブオープン

コネクション確立要求

アクティブオープン

コネクション確立 コネクション確立

データ送信

データ送信

肯定応答（ＡＣＫ）

データ受信

次データ送信

次データ送信

データ送信

データ送信

肯定応答（ＡＣＫ）

データ受信

データ送信

次データ送信

肯定応答（ＡＣＫ）

データ受信

データ送信

次データ送信

クローズ要求

クローズ要求

クローズ要求

クローズ要求

クローズ クローズ

図６．４ ＴＣＰコネクションによる通信手順（概略）
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６．２ 伝送モジュールソケットインタフェース使用上の注意事項

伝送モジュールでソケットインタフェースを使用して伝送する場合の注意点を示します。

１）ＵＤＰソケットインタフェースでの送／受信データの取扱いとデータの分割について

ａ）ＵＤＰソケットインタフェースによる伝送の場合、１回分の送信データは、受信側伝送モジュ

ールでは１つのかたまりのデータとして取扱われ、受信要求によりＴ２Ｎに一括して転送され

ます。

ｂ）伝送モジュールのＵＤＰソケットインタフェースで扱うことができる１回分のデータの大きさ

は、最大２０００バイトとなっています。送信側ノードから２０００バイトより大きいデータ

を送信した場合、伝送モジュールのＵＤＰソケットインタフェースは受信できません。システ

ム設計の段階で、送／受信データの最大サイズを取り決めておいて下さい。

ｃ）送信データが１４７２バイトより大きい場合、１４７２バイトで分割（フラグメント）されて

送信されます。これは伝送路（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）上を流れるパケット（伝送路上を流れるデ

ータの塊）の長さの制限によるものです（図６．８参照）。

例えば、伝送モジュールで可能な最大サイズの２０００バイト送信時には、図６．５のような

現象が発生します。

①送信側Ｔ２Ｎのユーザプログラムから２０００バイトの送信要求を行います。

②送信側伝送モジュールで送信データが（Ａ：1472ﾊﾞｲﾄ）と（Ｂ：528ﾊﾞｲﾄ）に分割されます。

③ＡとＢが順に伝送路に送信されます。

④受信側伝送モジュールで、受信データＡとＢが連結されて、元のデータに戻されます。

⑤受信側Ｔ２Ｎからの２０００バイトの受信要求によって、データが引き取られ、指定された

レジスタに格納されます（６．４（３）参照）。

ｄ）ＵＤＰソケットインタフェースでは、送信データは元のデータに戻されてから、ユーザプログ

ラムに引き取られて、指定されたレジスタに格納されます。

（ＵＤＰ／ＩＰの処理により「Ａ」と「Ｂ」が連結されて、元のデータに戻ります）

送信側Ｔ２Ｎ 伝送モジュール 伝送路 伝送モジュール 受信側Ｔ２Ｎ

①送信要求 ② ③

２０００バイト １４７２バイト ⑤受信要求

Ａ ④ ２０００バイト

Ｂ Ａ Ｂ

５２８バイト

受信 応答

図６．５ ＵＤＰソケットインタフェースでの送信データのフラグメント

ｅ）伝送パラメータ内の「受信データサイズ（ワード）」の指定量で、伝送モジュールからＴ２Ｎ

にデータを引き取れます。

ｆ）Ｔ２Ｎの受信データ格納レジスタエリアは「受信データサイズ」＋１ワード分を確保して下さ

い。このエリアには受信要求により、１回分の送信データサイズ情報と指定した受信データが

転送されます。

ｆ）Ｔ２Ｎからの受信要求プログラムにおいて、受信データサイズはそのソケットに送られてくる

１回分の送信データの最大サイズと同じ値か大きな値として下さい。受信データサイズがソケ

ットに送られてくる送信データサイズより小さい場合、指定した受信データサイズを超えた分

のデータは破棄されます。
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２）ＴＣＰソケットインタフェースでの送／受信データの取扱いとデータの分割について

ａ）ＴＣＰソケットインタフェースを使用して伝送する場合、１回分の送信データは、受信側伝送

モジュールでは送信側から来る連続したデータの１部分として取扱われます（図６．６参照）。

ＵＤＰソケットインタフェースのように１つのかたまりとして取り扱われません。

ｂ）Ｔ２Ｎの受信要求により、ＴＣＰソケットインタフェースからＴ２Ｎに転送されるデータ量は、

Ｔ２Ｎが受信要求を出すタイミングとＴＣＰソケットインタフェースにデータが届くタイミン

グによって異なります。

ｃ）伝送モジュールのＴＣＰソケットインタフェースでは、１ソケット当たり最大４３８０バイト

まで受信データを蓄えることができます。また１回のＴ２Ｎの受信要求でＴ２Ｎに転送するデ

ータは最大２０００バイトです。例えば相手ノードが８００バイトずつ送信する場合、１ソケ

ット当たりの受信データ量は、８００／１６００／２４００／３２００／４０００バイトの場

合があります。受信データ量が８００／１６００バイトの場合は、Ｔ２Ｎの受信要求により８

００／１６００バイトが引き取られます。受信データ量が２４００／３２００／４０００バイ

トの場合は、Ｔ２Ｎの受信要求１回当たり２０００バイトが転送され、残りの４００／１２０

０／２０００バイトは、Ｔ２Ｎから再度受信要求をすることにより転送されます。

ｄ）このため送信データの１つのかたまりを受信側でも１つのかたまりとして扱うためには、シス

テム設計の段階で、データのフォーマット（先頭／末尾の区切りのコード、データの並び）や

送信データ量を検討しておいて、受信側Ｔ２Ｎのユーザプログラムには、転送されたデータを

解析するための処理を導入して下さい。

ｅ）転送データを格納するレジスタ領域には、必ず、１ソケット当たり受信データサイズ＋１ワー

ド分の領域を確保して下さい。

伝送モジュール Ｔ２Ｎ

ＴＣＰソケットインタフェース

連続したデータ(max 4380ﾊﾞｲﾄ)

受信要求

今までに受信したデータ

max 2000ﾊﾞｲﾄ

送信データ に受信したデータ

受信応答

転送されたデータ

図６．６ ＴＣＰソケットインタフェースでの送受信データの取扱い
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ｆ）ＴＣＰソケットインタフェースを使う場合、送信データはコネクション確立時に両ソケットで

取り決めたデータサイズに分割（フラグメント）されて送信されます。分割するデータサイズ

の上限は１４６０バイトですが、これは伝送路上を流れるパケット（伝送路上を流れるデータ

の塊）の長さの制限によるものです（図６．８参照）。

例えば、伝送モジュールで可能な最大サイズの２０００バイト送信時には、図６．７のような

現象が発生します。この場合の受信可能最大セグメントサイズは１４６０バイトとします。

①送信側Ｔ２Ｎのユーザプログラムから、２０００バイトの送信要求を行います。

②送信側伝送モジュールで送信データが（Ａ：1460ﾊﾞｲﾄ）と（Ｂ：540ﾊﾞｲﾄ）に分割されます。

分割されたデータを「セグメント」と呼びます。

③ＡとＢが順に伝送路に送信されます。

④Ｔ２Ｎからの２０００バイト受信要求で、受信側伝送モジュールに届いているデータが引

き取られて、ユーザ指定のレジスタエリアに格納されます（６．３（７）参照）。

ＴＣＰの受信要求は、Ｔ２Ｎが受信要求を出すタイミングと、伝送モジュールにデータが

届くタイミングによって、引き取れるデータ量が異なります。

・受信要求をした時に、受信側伝送モジュールにデータが来ていない場合：

→伝送モジュールに「Ａ」が来た時点で、「Ａ」のみが引き取られます。

・受信要求をした時に、受信側伝送モジュールに「Ａ」のみが来ている場合：

→「Ａ」のみが引き取られます。

・受信要求をした時に、受信側伝送モジュールに「Ａ、Ｂ」が来ている場合：

→「Ａ」と「Ｂ」の連結したものが引き取られます。

⑤「Ｂ」が未受信の場合は、再びＴ２Ｎから受信要求を行って、「Ｂ」を引き取ります。

送信側Ｔ２Ｎ 伝送モジュール 伝送路 伝送モジュール 受信側Ｔ２Ｎ

①送信要求 ② ③ ④受信要求１回目

２０００バイト １４６０バイト １４６０バイト ２０００バイト

Ａ Ａ Ａ

１４６０バイト

Ｂ Ｂ

５４０バイト ５４０バイト ⑤受信要求２回目

２０００バイト

Ｂ

５４０バイト

図６．７ ＴＣＰソケットインタフェースでの送信データのフラグメント

ｇ）上記のように送信データが分割された場合、ＴＣＰソケットインタフェースの受信要求では、

Ｔ２Ｎが受信要求を出すタイミングと、伝送モジュールにデータが届くタイミングにより、Ｔ

２Ｎに転送されるデータ量が異なります。

ｈ）送信データの１つのかたまりを受信側でも１つのかたまりとして扱うためには、受信側ユーザ

プログラムでは、転送されたデータの切れ目を判断する処理を行い（転送データ数のカウント

や送信側で挿入したデータの終了コードを判断する等）、送信データの受信が完了するまで、

受信要求を繰り返す必要があります。（ＴＣＰ／ＩＰの処理により、「Ａ」より先に「Ｂ」が

伝送モジュールに届くことはありません）

ｉ）受信要求を繰り返す場合は、Ｔ２Ｎ側のデータを転送するレジスタエリアが上書きされないよ

うに、ユーザプログラムでのデータの保管処理が必要です。
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プリアンブル（７バイト）

受信の同期を取るための信号

ＳＦＤ(Start Frame Delimiter)（１バイト）

相手局アドレス（６バイト）

自局アドレス（６バイト）

イーサネットタイプ（２バイト）

０８００Ｈ：ＩＰ、０８０６Ｈ：ＡＲＰ

ＩＰヘッダ（２０バイト）

ＵＤＰヘッダ ＴＣＰヘッダ

（８バイト） （２０バイト）

伝送路上を

流れる ＵＤＰデータ部

パケット （最大１４７２バイト）

(72～

1526ﾊﾞｲﾄ)

ＩＰデータ

グラム ＴＣＰデータ部

(46～ （最大１４６０バイト）

1500ﾊﾞｲﾄ)

‖

伝送路上を

流れる ＩＰ

パケットの データ部

データ部分 (最大

1480ﾊﾞｲﾄ)

ＦＣＳ(Frame Check Sequence)（４バイト）

プリアンブル、ＳＦＤ、ＦＣＳ部分を除いた部分の

３２ビットＣＲＣコード（パケットの誤り検出）

図６．８ パケットフォーマット／ＩＰデータグラム



- 72 -

ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎイーサネット部取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０７１２

３）ソケットインタフェースのポート番号

ａ）自局のＴＣＰソケット／ＵＤＰソケットのポート番号は１０２４～６５５３５の値を設定して

下さい。これ以外の値を設定すると伝送モジュールはエラーを返します。これはポート番号の

１～１０２３がＵＮＩＸワークステーションの標準サービス用に割り当てられているためです。

ｂ）特定のワークステーションでは、１～１０２３以外にも予約済みのポートを持つ場合がありま

す。ご使用になるワークステーションで確認して、伝送モジュールと重複しないようにして下

さい。

ｃ）複数のソケットに対して同じポート番号をつけることはできません（ＴＣＰソケット、ＵＤＰ

ソケット）。特にＵＤＰポート番号の場合、メッセージ伝送（コンピュータリンク手順／ＰＣ

リンク手順伝送）に使用するＵＤＰポート番号と重ならないようにして下さい。

ｄ）１台の伝送モジュールで、ＴＣＰソケットとＵＤＰソケットが混在する場合に、ＴＣＰソケッ

トとＵＤＰソケットで同じポート番号を使うことはできません。
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４）ＵＤＰ／ＴＣＰソケットインタフェース共通の注意事項

ａ）ソケットインタフェース伝送要求は、ソケットステータス内のビットの変化に注意して、使用

する必要があります。

ｂ）伝送モジュールの各機能を複数同時に使用した場合や、ユーザプログラムの内容によっては、

通信処理が遅くなることがあります。

ｃ）伝送モジュールが接続しているネットワークの通信負荷が高い場合は、通信効率が低下する場

合があります。

ｄ）クローズ要求処理は、クローズ要求前に発行された、そのソケットに対する送信／受信要求を

処理する必要があるため、時間が掛かる場合があります。

ｅ）伝送モジュールは、オープン中のソケットが送信データ／受信データを格納する共通のバッフ

ァを用意しています（約６０ｋバイト）。

ＴＣＰソケットでは、１ソケットあたりの最大受信データ量は４３８０バイトなので、ＴＣＰ

ソケットを８本使用しても、６０ｋバイトのこのバッファが一杯になることはありません。

ＵＤＰソケットでは、１ソケットの受信データ量に制限が無いため、オープン中のソケットに

他ノードからデータが送られてくる場合、ソケットに受信しているデータをＴ２Ｎ側に引き取

らないと、受信バッファが一杯になる可能性があります。この場合、新しく来たデータは破棄

され、データの送信もできなくなります（送信要求が「リソース不足エラー」になります）。

この状態を避けるには、ユーザプログラムで常に受信要求を発行し、受信バッファからデータ

を読み出すようにするか、ソケットステータス（「６．３ ソケットインタフェース情報」）

で受信データの有無を監視して受信処理を行うようにして下さい。

受信データを引き取らずに「リソース不足エラー」が発生した場合は、受信データが溜まって

いるソケットをクローズすることで解消できます。

ｆ）伝送モジュールの受信要求（ＴＣＰ／ＵＤＰとも）では、対象のソケットは相手先からのデー

タを待つ状態になるため、その間は送信することはできません。

相手先との全２重通信を行う必要がある場合は、ソケットを２個用意して１個を送信用、もう

１個を受信用にして使用して下さい。

ｇ）ソケットインタフェース伝送で使用する要求は全部で８個あります。このうち、

・ＵＤＰオープン要求、送信要求、クローズ要求

・ＴＣＰ送信要求、クローズ要求

の５種類は、Ｔ２Ｎ内部で完了までの制限時間を持っています。制限時間を超えると、エラー

「送信完了タイムアウト（命令の応答がない）」になります。このエラーは「モジュール異

常」と共通のコードになっているので、まずモジュールがダウン状態でないことを確認してか

ら、異常処理をしてください。

ｈ）ソケットインタフェース伝送で使用する要求の

・ＵＤＰ受信要求／ＴＣＰオープン要求／ＴＣＰ受信要求

の３種類は、ユーザプログラムから完了までの制限時間を指示します。制限時間を超えると、

エラー「タイムアウト」（伝送モジュールがタイムアウトをＴ２Ｎに通知する）になります。

ｉ）伝送モジュールにはソケット（１～８）に処理の優先順位があります。優先順位はソケット１

が一番高く、ソケット８が一番低くなっています。優先順位の高いソケットを頻繁に稼働する

ようなシステムを構築すると優先順位の低いソケットの処理ができず、「送信完了タイムアウ

ト」(TermSTS=06H)が発生することがあります。ソフトウェア設計の際には、稼働状況を考慮し

て、各ソケットの割り振りを決定して下さい。

各ソケットの送／受信処理に約５０ｍｓ必要とするので、同一ソケットに送／受信要求を発行

する場合は、使用ソケット数×５０ｍｓ以上の間隔をあけて下さい。

同一ソケット要求間隔 ≧ 使用ソケット数 × ５０ｍｓ

また相手ノードからの自局への送信間隔も上記と同様に平均５０ｍｓの間隔をあけて下さい。

相手ノード送信間隔 ≧ 相手ノード数 × ５０ｍｓ
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５）ＵＤＰソケットインタフェースの注意事項

ａ）ＵＤＰソケットを使用した伝送では、送信データの受信確認、再送処理等の通信の信頼性を確

保するための処理はユーザプログラムで行ってください。

ｂ）ネットワーク内の全ノードに対して一斉同報（ブロードキャスト）を行うことができます。

ブロードキャスト伝送を使用する場合は、専用のソケットを用意しておくと便利です。

送信側：送信先ＩＰアドレスを「２５５．２５５．２５５．２５５」にして下さい。１６進数

表示だと「ＦＦ．ＦＦ．ＦＦ．ＦＦ」です。一部のＵＮＩＸ（４．２ＢＳＤ）で使用

されている、「０．０．０．０」は使用できません。

送信先の対象ソケットＵＤＰポート番号には、ブロードキャストでデータを送りたい

ソケットのＵＤＰポート番号を指定します。

受信側：送信元ＩＰアドレスを「０．０．０．０」に指定してください。

送信元ＵＤＰポート番号には、ブロードキャスト送信をしているソケットの、ＵＤＰ

ポート番号を指定して下さい。

ｃ）自局のソケットどうしで、データの送信／受信をすることはできません。

ｄ）ＰＣリンク伝送またはＵＤＰソケットインタフェースを使用している場合、存在しない相手局

に送信要求をすると、伝送異常（TermSTS=0BH）（詳細情報=0020H）になります。
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６）ＴＣＰソケットインタフェースの注意事項

ａ）パッシブオープンを実行すると、指定ソケットはアクティブオープン待ちの状態になります。

相手先ＩＰアドレス(DIPAddress)、相手先の対象ソケットＴＣＰポート番号(DTCP_PORTNO)の値

を「０」とすると、どの他局からのアクティブオープンにも対応できます。

ｂ）コネクションは、パッシブオープン状態のソケットに、もう一方のソケットからアクティブオ

ープンすることで確立します。パッシブオープン状態のソケットに、もう一方のソケットから

パッシブオープンをしてもコネクションは確立しません。同様に両方からアクティブオープン

を行ってもコネクションは確立しません。コネクションを確立するソケット同士で、予め役割

を決めておく必要があります。

ｃ）１個のパッシブオープン状態のソケットに対して、複数のノードからアクティブオープンを行

っても、コネクションの確立はできません。

ｄ）自局のソケットどうしで、コネクションを確立することはできません。

ｅ）送信要求実行時にネットワークの混雑などにより送信ができなくても、後で送信できるように、

送信要求は伝送モジュール内部に蓄えられるようになっています。蓄えられる個数は１ソケッ

トあたり３個で、蓄えられなくなると伝送モジュールはエラーを返します。

ｆ）コネクション開設中に伝送モジュールから先にクローズ要求をした場合、クローズ要求が

正常完了した段階で、対象のソケットに対して、次のオープン要求を実行できます。

ＥＷＳやパソコンでは、コネクション開設中にクローズ処理を先に行った側のＴＣＰソケット

は、一定時間（１～２分程度：機器によって異なります）は再オープンすることはできません。

ｇ）伝送モジュールからクローズ要求をしたとき、同じポートで再オープンする場合は１０秒以上

待ってからオープン要求を発行して下さい。１０秒以内に同じポート番号を使用してオープン

要求を行うと下記のエラーになります。

完了ステータス：伝送異常（TermSTS=0BH）

詳細情報 ：ＬＡＮコントローラドライバエラー（0090H/0092H）

ｈ）コネクション確立中に、相手先のＴＣＰソケットからクローズ要求が来た場合、自局側もソケ

ットをクローズする必要があります。相手先からのクローズ要求受信を確認する手段としては、

ソケットステータス（「６．３ ソケットインタフェース情報」参照）の「ＲＣＬＯＳＥ」

「ＣＯＮＮ」ビットを監視して下さい。相手先からのクローズ要求を受信するとＲＣＬＯＳＥ

は「１」、ＣＯＮＮは「０」になります。この状態で送／受信要求を行うと、伝送モジュール

はエラーを返します。受信待ち状態の受信要求もエラー応答になります。

ｉ）伝送モジュールのＴＣＰコネクションでは、現状はキープアライブ機能をサポートしていませ

ん。伝送モジュール側から他ノード側への確認は行われません。他ノード側からの確認には応

答します。（他ノードからの確認に対する応答は、ユーザプログラムに関係なく行われます）。

したがってＴＣＰレベルでは相手ノードが存在しなくなっても検出できません。以下の（ｊ）、

（ｋ）による検出をおすすめします。

キープアライブ機能：ＴＣＰで送受信が一定期間無かった場合に、コネクションが正常か

どうかを、ＴＣＰのプロトコルレベルで確認するための機能。

ｊ）ＴＣＰ受信要求は、相手先からのデータを待つだけです。相手先から定期的にデータが送られ

てくる場合は、受信待ちの制限時間を設定することにより、受信待ちタイムアウト＝相手先無

応答を検出できます。不定期なデータを受信する状態で無応答を検知するには、以下に述べる

方法等が必要です。

・存在確認要求（「７．３ 他ステーション確認要求」参照）を定期的に実行する

・別なＴＣＰコネクションを使用して次項目で述べる方法

相手先が無応答になる場合として、以下の理由が考えられます。

・ダウン状態になった

・電源が切られた

・ネットワークから外された
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ｋ）コネクション確立中に、データを送信しても相手先からの応答が全く無い状態が続いて、伝送

モジュール内の再送信処理がタイムアウト（１分程度）すると、ソケットステータス（６．３

参照）の「ＮＯＡＣＫ」ビットがＯＮするので、このソケットをクローズしてください。

また、この状態で送信／受信要求を行うと、伝送モジュールはエラーを返します。

ユーザプログラムからの送信要求は、伝送モジュールが受け付けた時点で即時完了します。

従って相手側が無応答になっても、伝送モジュールの内部保留が可能な分（３個）の送信要求

は正常完了します。送信要求が伝送モジュール内に保留できる数を超えると、以後の送信要求

はエラー応答になります。

ｌ）伝送モジュールでは、リセットビット(RST)がＯＮになったセグメント（リセットセグメント）

は、サポートしていません。リセットセグメントを相手局から受信すると、約３２秒後にソケ

ットステータス（６．３参照）の「ＮＯＡＣＫ」ビットがＯＮするので、このソケットをクロ

ーズしてください。

リセットセグメント：片方のノードからコネクションを強制切断する時に送信するセグメント。

コネクションの強制切断は、再送信等の通常方法で回復できないエラー

が発生した場合や、ノードがダウン後に復旧した場合に行われます。

ｍ）伝送モジュールのＴＣＰソケットインタフェースでは、Ｔ２Ｎからの受信要求によって伝送モ

ジュール内部の受信データを取り出した時に、送信元のノードにＡＣＫ（肯定応答）を送信し

ます。

伝送モジュールに受信データがある場合、Ｔ２Ｎが受信データを引き取らないと、ＡＣＫが送

信側ノードに送信されないので、送信側ノードは送信データの再送処理を行います。この状態

が一定時間続くと、送信側ノードはＴＣＰコネクションが異常と判断し、コネクションを切断

することがあります。このような状態を避けるため、ソケットステータス内のＲＣＶ（受信デ

ータ有り）ビットに注意して受信要求を発行して下さい。
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６．３ ソケットインタフェース情報

伝送モジュールの８個分のソケットインタフェースに関する情報は、「ＲＥＡＤ命令」で読み出す

ことができます。１個のソケットに対して５ワードのソケットステータス情報を持っています。ソケ

ットインタフェース伝送を使用する場合に、必要に応じて参照して下さい。

・相手局ＴＣＰ／ＵＤＰポート番号

・相手局ＩＰアドレス

・本ソケットのＴＣＰ／ＵＤＰポート番号

・ソケットステータス

ソケットインタフェース情報の構成と、拡張メモリエリアアドレスを表６．１に示します。

表６．１ ソケットインタフェース情報

ソケット識別子

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

相手局ポート番号（ＴＣＰのみ） 0F4BH 0F53H 0F5BH 0F63H 0F6BH 0F73H 0F7BH 0F83H

相手局ＩＰアドレス（ＴＣＰのみ） 0F4CH 0F54H 0F5CH 0F64H 0F6CH 0F74H 0F7CH 0F84H

0F4DH 0F55H 0F5DH 0F65H 0F6DH 0F75H 0F7DH 0F85H

自局ＴＣＰ／ＵＤＰポート番号 0F4EH 0F56H 0F5EH 0F66H 0F6EH 0F76H 0F7EH 0F86H

ソケットステータス 0F4FH 0F57H 0F5FH 0F67H 0F6FH 0F77H 0F7FH 0F87H

ＵＤＰソケットの場合は、相手局ポート番号、ＩＰアドレスの部分に入るデータは無効です。

ソケットステータスの構成は以下の通りです。

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

TCP AOPEN CONN RCLOSE

UDP POPEN RCV NOACK

各ビットが「１」になる条件、「０」になる条件を表６．２、表６．３に示します。

重要事項

本領域は読み出し専用です。「ＷＲＩＴＥ命令」でデータを書き込まないで下さい。正確なデー

タが読み込めなくなります。

表６．２ ソケットステータスの各ビットの条件（その１）

ビット 名 称 ビットが１になる条件 ビットが０に戻る条件

Ｆ ＴＣＰ ソケットがＴＣＰを使用している時 ソケットをクローズ要求で終了

した場合

Ｅ ＵＤＰ ソケットがＵＤＰを使用している時 ソケットをクローズ要求で終了

した場合

Ｄ ＡＯＰＥＮ ソケットをアクティブオープン ソケットをクローズ要求で終了

（ＴＣＰ）している時 した場合

Ｃ ＰＯＰＥＮ ソケットをパッシブオープン ソケットをクローズ要求で終了

（ＴＣＰ）している時 した場合

またはＵＤＰソケットオープン時

ＡＯＰＥＮ、ＰＯＰＥＮのどちらでもない場合は、クローズ状態を示します。
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表６．３ ソケットステータスの各ビットの条件（その２）

ビット 名 称 ビットが１になる条件 ビットが０に戻る条件

Ｂ ＣＯＮＮ ＴＣＰコネクション確立時 自局からコネクションをクローズ

要求で切断した場合

相手局からコネクションを切断さ

れた場合

Ａ ＲＣＶ 受信テキスト有り 受信テキスト無し

９ ＲＣＬＯＳＥ ＴＣＰコネクション確立時に相手局 ソケットをクローズ要求で終了

からコネクションを切断された場合 した場合

８ ＮＯＡＣＫ ＴＣＰコネクション確立時に自局の ソケットをクローズ要求で終了

送信に対し、相手局の応答が無く、 した場合

ＴＣＰ再送機能がタイムアウトを

発生した場合

（相手局がダウン状態の場合等）

ＴＣＰアクティブオープン要求時に ＴＣＰアクティブオープン要求を

待ち時間が設定値を超えた場合 再実行した場合

ＴＣＰパッシブオープン要求のタイ

ムアウトでは「１」になりません

サンプル：ソケットインタフェース情報読み出し

| |
|R0000 |

1|-| |--[ 3915 MOV D0010][ 00005 MOV D0011][ H00FE READ D0010 -> D0500]--|
| |

ＲＥＡＤ命令の説明

Ｈ００ＦＥ：モジュール指定…伝送モジュールはＨ００ＦＥを指定します。

Ｄ００１０：ソケットステータス情報の先頭アドレスを指定します。

「３９１５（０Ｆ４ＢＨ）」の場合、ソケット１のソケットステータス情報

を読み出します。

Ｄ００１１：読み出しワード数「００００５」を指定します。

Ｄ０５００：読み出したソケットステータス情報を格納する先頭レジスタを指定します。

この場合は「Ｄ０５００～Ｄ０５０４」に読み出したダウン情報を格納します。

◎「Ｒ００００」をＯＮにして、ソケット１のソケットステータス情報を「Ｄ０５００～

Ｄ０５０４」に格納します。
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６．４ 伝送モジュールソケットインタフェースの使用方法

ここからは、ＵＤＰソケット、ＴＣＰソケットをＴ２Ｎユーザプログラムで使用するための要求に

ついて説明します。要求には以下の８種類があります。

・ＵＤＰソケット（オープン要求、送信要求、受信要求、クローズ要求）

・ＴＣＰソケット（オープン要求、送信要求、受信要求、クローズ要求）

ソケットインタフェースを使用して伝送をする場合も、コンピュータリンク／ＰＣリンク手順伝送

の場合と同様に）、伝送モジュールのモジュール設定が必要です。

スタート

ステーションステータス確認

スタンバイモード？ Ｎｏ 動作モード制御要求
ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ＝2000H スタンバイ要求

Ｙｅｓ
リセット要求

パラメータ設定要求

動作モード制御要求
ラン要求：ソケット許可

ソケットオープン要求

ソケット送／受信要求
６．４（１）～６．４（８）で説明する各種要求は
この部分に相当する

ソケットクローズ要求

図６．９ ソケットインタフェース伝送の処理の流れ
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１）ＵＤＰオープン要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

８本あるソケットインタフェースの、任意のソケットに対してオープン処理を行います。

通信プロトコル：ＵＤＰ／ＩＰ

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００３１Ｈ コマンド番号

Ａ＋２ ＳｐｏｒｔＮＯ ソケット識別子（１～８）

Ａ＋３ ＵＤＰ＿ＰＯＲＴＮＯ 自局の指定ソケットＵＤＰポート番号

（１０２４～６５５３５）

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ＳｐｏｒｔＮＯ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ＳｐｏｒｔＮＯ：ソケット識別子（１～８）

ＴｅｒｍＳＴＳ：表４．３、４．４参照

詳細情報：表４．５参照

ｄ）重要事項

・本要求正常完了後、そのソケットに対し、ＵＤＰ送信／受信／クローズ要求を発行できます。

・既にオープン済みのソケットに対して、オープン要求を出すとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「オープン済み」(0080H)

・ソケット識別子を１～８以外の値にするとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ソケット識別子不正」(0082H)

・自局の指定ソケットＵＤＰポート番号に指定以外の値を設定すると、エラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ポート番号異常」(0071H)

・自局の指定ソケットＵＤＰポート番号は、自局内の他ソケットで既に使用されているＵＤＰ

ポート番号、メッセージ伝送用のＵＤＰポート番号だけでなく、ＴＣＰポート番号とも重な

らないようにして下さい。重複すると、エラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「オープン済み」(0080H)

・本要求がＴ２Ｎ内部の完了待ち制限時間（２秒）を超えると、下記のエラー応答になります。

完了ステータス「送信完了タイムアウト」(TermSTS=06H)

この場合、ステーションステータスでモジュールがダウンモードでないことを確認してから、

ソケットステータスでオープン／クローズを確認して下さい。
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ｅ）ＵＤＰオープン処理例

ラダープログラムの流れ エラー時の判定

ＵＤＰオープン処理開始

ソケットステータス読出／確認

ビットＣ、Ｄが「０」 Ｎｏ 指定したソケットはすでに

（クローズ状態）か？ オープンしています

Ｙｅｓ

ＵＤＰオープン要求

（ＣＭＤ＝００３１Ｈ）を実行

ＳＥＮＤ命令が完了するまで

命令の入力をＯＮに保ちます

命令完了

完了ステータスの確認

Ｎｏ オープン処理でエラーが発生

正常完了か？ 指定ソケットをオープンできません

完了／ソケットステータスにより

エラー処理を行って下さい

Ｙｅｓ

ＵＤＰオープン処理完了
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２）ＵＤＰ送信要求／ブロードキャスト送信要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

オープンしたＵＤＰソケットを使用して、自局のレジスタデータの送信を行います。

送信データサイズ：１～１０００ワード

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００３２Ｈ コマンド番号

Ａ＋２ ＳｐｏｒｔＮＯ ソケット識別子（１～８）

Ａ＋３ ＤＩＰＡｄｄｒｅｓｓ 送信先ＩＰアドレス

Ａ＋４ （入力方法はパラメータ設定要求と同じ）

Ａ＋５ Ｄ＿ＵＤＰ＿ＰＯＲＴＮＯ 送信先の対象ソケットＵＤＰポート番号

Ａ＋６ ＷｏｒｄＳｉｚｅ 送信データサイズ（ワード）：１～１０００

Ａ＋７ ＳＲＩＤ 送信データ格納レジスタ種別コード

Ａ＋８ ＳｒｅｇＮＯ 送信データ格納レジスタ番号

送信データ格納レジスタ種別コード：送信データを格納しているレジスタの種別

コード（図５．１参照）

送信データ格納レジスタ番号：送信データを格納しているレジスタの先頭番号

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ＳｐｏｒｔＮＯ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ＳｐｏｒｔＮＯ：ソケット識別子（１～８）

ＴｅｒｍＳＴＳ：表４．３、４．４参照

詳細情報：表４．５参照

ｄ）重要事項

・Ｔ／Ｃレジスタを送信データ格納レジスタに指定した場合、Ｔ／Ｃレジスタのフラグデータ

は送信されません。

・まだオープンしていないソケットに対して、送信要求を出すとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「未オープン」(0081H)

・ソケット識別子を１～８以外の値にするとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ソケット識別子不正」(0082H)

・送信先ＩＰアドレスに自局ＩＰアドレスを指定した場合、送信することはできますが、受信

要求でそのデータを受信することはできません。

・送信先の対象ソケットＵＤＰポート番号には、１０２４～６５５３５が指定できます。この

範囲外の値を設定するとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ポート番号異常」(0071H)

・送信データサイズで０ワードまたは１００１ワード以上を指定するとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送ワード数異常」(TermSTS=09H)
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・Ｔ２Ｎは、送信データ格納レジスタ種別／番号からレジスタエリアの領域チェックを行い、

異常時はエラーを返します。

完了ステータス「バウンダリエラー」(TermSTS=0AH)

・本要求がＴ２Ｎ内部の完了待ち制限時間（２秒）を超えると、下記のエラー応答になります。

完了ステータス「送信完了タイムアウト」(TermSTS=06H)

この場合、ステーションステータスでモジュールがダウンモードでないことを確認してから、

異常処理（送信要求等）をして下さい。

・伝送モジュールにはソケット（１～８）に処理の優先順位があります。優先順位はソケット

１が一番高く、ソケット８が一番低くなっています。優先順位の高いソケットを頻繁に稼働

するようなシステムを構築すると優先順位の低いソケットの処理ができず、「送信完了タイ

ムアウト」(TermSTS=06H)が発生することがあります。ソフトウェア設計の際には、稼働状況

を考慮して、各ソケットの割り振りを決定して下さい。

各ソケットの送／受信処理に約５０ｍｓ必要とするので、同一ソケットに送／受信要求を発

行する場合は、使用ソケット数×５０ｍｓ以上の間隔をあけて下さい。

同一ソケット要求間隔 ≧ 使用ソケット数 × ５０ｍｓ

また相手ノードからの自局への送信間隔も上記と同様に平均５０ｍｓの間隔をあけて下さい。

相手ノード送信間隔 ≧ 相手ノード数 × ５０ｍｓ

・ＰＣリンク伝送またはＵＤＰソケットインタフェースを使用している場合、存在しない相手

局に送信要求すると、「伝送異常」(TermSTS=0BH)（詳細情報＝0020H）になります。

ｅ）ブロードキャスト送信

ＵＤＰソケットでは、ネットワーク内の全ノードに対して一斉同報（ブロードキャスト）を

行うことができます。

送信側：送信先ＩＰアドレスを「２５５．２５５．２５５．２５５」

（ＦＦ．ＦＦ．ＦＦ．ＦＦ）とします。

一部のＵＮＩＸ（４．２ＢＳＤ）で使われている、

「０．０．０．０」は使用できません。

送信先の対象ソケットＵＤＰポート番号には、ブロードキャストでデータを送りたい

ソケットのＵＤＰポート番号を指定します。
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ｆ）ＵＤＰ送信処理例

ラダープログラムの流れ エラー時の判定

ＵＤＰ送信処理開始

この部分の処理は、この段階で行うか、

ソケットステータス読出／確認 命令の異常完了時に行ってください。

ビットＣ、Ｅが「１」 Ｎｏ 指定したＵＤＰソケットはクローズ

（オープン状態）か？ 状態です（オープン処理が必要）

Ｙｅｓ

ＵＤＰ送信要求

（ＣＭＤ＝００３２Ｈ）を実行

ＳＥＮＤ命令が完了するまで

命令の入力をＯＮに保ちます

命令完了

完了ステータスの確認

Ｎｏ 送信処理でエラーが発生

正常完了か？ 指定ソケットから送信できません

完了／ソケットステータスにより

エラー処理を行って下さい

Ｙｅｓ

ＵＤＰ送信処理完了
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３）ＵＤＰ受信要求／ブロードキャスト受信要求（ＲＥＣＶ命令使用）

ａ）機能

オープン済みのＵＤＰソケットがデータを受信している場合、受信データを自局のレジスタへ

読み込みます。

データを受信していない場合は、データが来るまで待ち（待ち時間設定可能）、受信後に自局

の指定レジスタへ読み込みます

受信データサイズ：１～１０００ワード

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００３３Ｈ コマンド番号

Ａ＋２ ＳｐｏｒｔＮＯ ソケット識別子（１～８）

Ａ＋３ ＤＩＰＡｄｄｒｅｓｓ 送信元ＩＰアドレス

Ａ＋４ （入力方法はパラメータ設定要求と同じ）

Ａ＋５ Ｄ＿ＵＤＰ＿ＰＯＲＴＮＯ 送信元の対象ソケットＵＤＰポート番号

Ａ＋６ ＷｏｒｄＳｉｚｅ 受信データサイズ（ワード）：１～１０００

Ａ＋７ ＤＲＩＤ 受信データ格納レジスタ種別コード

Ａ＋８ ＤｒｅｇＮＯ 受信データ格納レジスタ番号

Ａ＋９ ＴｉｍｅＣＮＴ 受信待ちタイムアウト時間

受信データサイズ：対象ソケットに送られてくる１回分の送信データの最大サイズと

同じ値か大きな値として下さい

受信データ格納レジスタ種別コード：受信データを格納するレジスタの種別コード

（図５．１参照）

受信データ格納レジスタ番号：送信データを格納するレジスタの先頭番号

受信待ちタイムアウト時間：０．１秒単位で指定します（１～６５５３５）

「０」を指定すると無制限待ち状態になります

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ＳｐｏｒｔＮＯ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ＳｐｏｒｔＮＯ：ソケット識別子（１～８）

ＴｅｒｍＳＴＳ：表４．３、４．４参照

詳細情報：表４．５参照

ｄ）受信データ格納方法

・受信データサイズ＋１ワード分の受信データ格納レジスタエリアを確保して下さい。本エリ

アには以下に示すように、受信データ個数（１回分の送信データサイズ）と、１回分の送信

データが転送されます。

受信データ個数（バイト） 指定レジスタ先頭

受信データ 受信データ格納レジスタエリア
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・Ｔ２Ｎは、受信データ個数＋１ワードによりレジスタエリアの領域チェックを行い、レジス

タエリアが存在しない場合は、エラーを返します。

完了ステータス「バウンダリエラー」(TermSTS=0AH)

この場合レジスタエリアへの転送は行われず、データは破棄されます。また伝送モジュール

にもそのデータは残りません。

ｅ）重要事項

・まだオープンしていないソケットに対して、受信要求を出すとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「未オープン」(0081H)

・ソケット識別子を１～８以外の値にするとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ソケット識別子不正」(0082H)

・送信元ＩＰアドレスに自局ＩＰアドレスを指定しても、自局から送信されたデータを受信す

ることはできません。

・送信元の対象ソケットＵＤＰポート番号には、１０２４～６５５３５が指定できます。この

範囲外の値を設定するとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ポート番号異常」(0071H)

・受信データサイズで０ワードまたは１００１ワード以上を指定するとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送ワード数異常」(TermSTS=09H)

・受信待ちタイムアウト時間を超過するとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「タイムアウト」(0020H)

・受信データ格納レジスタエリアは、受信データサイズ＋１ワード分の領域を確保して下さい。

このエリアには受信要求により、１回分の送信データサイズ情報と、受信データサイズ分の

データが転送されます。実際の受信データが指定した受信データサイズより小さい場合、Ｔ

２Ｎに取り込まれるデータは実際の受信データまでとなります。

・１回分の送信データサイズが受信データサイズより大きい場合、指定した受信サイズを超え

る部分の送信データは破棄され、下記のエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「受信データサイズ不足」(00C1H)

本エラーが発生した場合、Ｔ２Ｎの受信データ格納レジスタには、下記のうようにデータが

入ります。斜線部のデータはＴ２Ｎに取り込まれずに破棄されます。

伝送モジュール転送バイト数

受信データサイズ

（Ｔ２Ｎ指定） 受信データ本体 伝送モジュール

受信データ
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・伝送モジュールにはソケット（１～８）に優先順位があります。優先順位は、ソケット１が

一番高く、ソケット８が一番低くなっています。優先順位の高いソケットを頻繁に稼働する

ようなシステムを構築すると、優先順位の低いソケットの処理ができず、「送信完了タイム

アウト」(TermSTS=06H)が発生することがあります。ソフトウェア設計の際には、稼働状況を

考慮して、各ソケットの割り振りを決定して下さい。

各ソケットの送／受信処理に約５０ｍｓ必要とするので、同一ソケットに送／受信要求を発

行する場合は、使用ソケット数×５０ｍｓ以上の間隔をあけて下さい。

同一ソケット要求間隔 ≧ 使用ソケット数 × ５０ｍｓ

また相手ノードからの自局への送信間隔も上記と同様に平均５０ｍｓの間隔をあけて下さい。

相手ノード送信間隔 ≧ 相手ノード数 × ５０ｍｓ

ｆ）ブロードキャスト受信

ＵＤＰソケットでは、ネットワーク内の全ノードに対して一斉同報（ブロードキャスト）を

行うことができます。

受信側：送信元ＩＰアドレスを「０．０．０．０」に指定してください。

送信元ＵＤＰポート番号には、ブロードキャスト送信をしているソケットの、ＵＤＰ

ポート番号を指定して下さい。
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ｇ）ＵＤＰ受信処理例（ソケットステータス監視型）

ラダープログラムの流れ エラー時の判定

ＵＤＰ受信処理開始

ソケットステータス読出／確認 この部分の処理は、この段階で行うか、

命令の異常完了時に行ってください。

ビットＣ、Ｅが「１」 Ｎｏ 指定したＵＤＰソケットはクローズ

（オープン状態）か？ 状態です（オープン処理が必要）

Ｙｅｓ

ビットＡが「１」？ Ｎｏ 指定したＵＤＰソケットはデータを

（受信テキスト有り） 受信していません

Ｙｅｓ

ＵＤＰ受信要求

（ＣＭＤ＝００３３Ｈ）を実行

ＲＥＣＶ命令が完了するまで

命令の入力をＯＮに保ちます

命令完了

完了ステータスの確認

Ｎｏ 受信処理でエラーが発生

正常完了か？ 指定ソケットから受信できません

完了／ソケットステータスにより

エラー処理を行って下さい

Ｙｅｓ

ＵＤＰ受信処理完了
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ｈ）ＵＤＰ受信処理例（受信要求先出し型）

ラダープログラムの流れ エラー時の判定

ＵＤＰ受信処理開始

この部分の処理は、この段階で行うか、

ソケットステータス読出／確認 命令の異常完了時に行ってください。

ビットＣ、Ｅが「１」 Ｎｏ 指定したＵＤＰソケットはクローズ

（オープン状態）か？ 状態です（オープン処理が必要）

Ｙｅｓ

ＵＤＰ受信要求

（ＣＭＤ＝００３３Ｈ）を実行

ＲＥＣＶ命令が完了するまで

命令の入力をＯＮに保ちます

命令完了

完了ステータスの確認

タイム Ｎｏ

アウト時間内に 制限時間内にテキストを受信

完了？ できませんでした

Ｙｅｓ

Ｎｏ 受信処理でエラーが発生

正常完了か？ 指定ソケットから受信できません

完了／ソケットステータスにより

エラー処理を行って下さい

Ｙｅｓ

ＵＤＰ受信処理完了
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４）ＵＤＰクローズ要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

オープンしているＵＤＰソケットを終了（クローズ）します。

受信要求（無制限待ち状態）の解除を行って、ＵＤＰソケットを終了します。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００３４Ｈ コマンド番号

Ａ＋２ ＳｐｏｒｔＮＯ ソケット識別子（１～８）

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ＳｐｏｒｔＮＯ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ＳｐｏｒｔＮＯ：ソケット識別子（１～８）

ＴｅｒｍＳＴＳ：表４．３、４．４参照

詳細情報：表４．５参照

ｄ）重要事項

・対象ソケットがＵＤＰオープン／ＵＤＰ送信／ＵＤＰ受信の要求を実行中でも、ＵＤＰクロ

ーズ要求を行うと、クローズ要求が優先して処理され、実行中の他の要求は破棄されます。

・クローズ要求が正常に完了した段階で、対象のソケットに対する、次のオープン要求を実行

できます。

・まだオープンしていないソケットに対して、クローズ要求を出すとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「未オープン」(0081H)

・ソケット識別子を１～８以外の値にするとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ソケット識別子不正」(0082H)

・無制限待ちＵＤＰ受信要求を本要求で終了すると、ＵＤＰ受信要求はエラー応答になります。

完了ステータス「送信完了タイムアウト」(TermSTS=06H)

補足：Ｔ２Ｎは、伝送モジュールに対する要求（モジュール制御、ソケットインタフェース

伝送）を「送信」と見なしています。そのため、要求を強制中断したり、伝送モジュ

ールから応答が返らない場合は「ＲＥＣＶ命令」でも、送信完了タイムアウトになり

ます。

・本要求がＴ２Ｎ内部の完了待ち制限時間（２秒）を超えると、下記のエラー応答になります。

完了ステータス「送信完了タイムアウト」(TermSTS=06H)

この場合、ステーションステータスでモジュールがダウンモードでないことを確認してから、

ソケットステータスでクローズ／オープンを確認して下さい。
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ｅ）ＵＤＰクローズ処理例

ラダープログラムの流れ エラー時の判定

ＵＤＰクローズ処理開始

ソケットステータス読出／確認

ビットＣ、Ｅが「１」 Ｎｏ 指定したＵＤＰソケットはすでに

（オープン状態）か？ クローズ状態です

Ｙｅｓ

ＵＤＰクローズ要求

（ＣＭＤ＝００３４Ｈ）を実行

ＳＥＮＤ命令が完了するまで

命令の入力をＯＮに保ちます

命令完了

完了ステータスの確認

Ｎｏ クローズ処理でエラーが発生

正常完了か？ 指定ソケットをクローズできません

完了／ソケットステータスにより

エラー処理を行って下さい

Ｙｅｓ

ＵＤＰクローズ処理完了
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５）ＴＣＰオープン要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

８本あるソケットインタフェースの、任意ポートに対してオープン（アクティブ／パッシブ）

処理を行います。

通信プロトコル：ＴＣＰ／ＩＰ

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００３５Ｈ コマンド番号

Ａ＋２ ＳｐｏｒｔＮＯ ソケット識別子（１～８）

Ａ＋３ Ｋｉｎｄ オープン種別

Ａ＋４ ＤＩＰＡｄｄｒｅｓｓ 相手先ＩＰアドレス

Ａ＋５

Ａ＋６ ＤＴＣＰ＿ＰＯＲＴＮＯ 相手先の対象ソケットＴＣＰポート番号

Ａ＋７ ＳＴＣＰ＿ＰＯＲＴＮＯ 自局の指定ソケットＴＣＰポート番号

Ａ＋８ ＴｉｍｅＣＮＴ オープン待ちタイムアウト時間

オープン種別（１or２） １：アクティブオープン（クライアント側）

２：パッシブオープン（サーバ側）

オープン待ちタイムアウト時間：０．１秒単位で指定します（１～６５５３５）

「０」を指定すると無制限待ち状態になります

アクティブオープンの無制限待ちはおやめ下さい

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ＳｐｏｒｔＮＯ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ＳｐｏｒｔＮＯ：ソケット識別子（１～８）

ＴｅｒｍＳＴＳ：表４．３、４．４参照

詳細情報：表４．５参照

ｄ）重要事項

・本要求正常完了後、そのポートに対し、ＴＣＰ送信／受信／クローズ要求を発行できます。

・既にオープン済みのソケットに対して、オープン要求を出すとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「オープン済み」(0080H)

・ソケット識別子を１～８以外の値にするとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ソケット識別子不正」(0082H)

・自局の指定ソケットＴＣＰポート番号は、１０２４～６５５３５以外の値にすると、エラー

応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ポート番号異常」(0071H)
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・自局の指定ソケットＴＣＰポート番号は、自局内の他ソケットで既に使用されているＴＣＰ

ポート番号だけでなく、ＵＤＰポート番号、メッセージ伝送用のＵＤＰポート番号とも重な

らないようにして下さい。重複すると、エラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「オープン済み」(0080H)

・相手先ＩＰアドレスに自局ＩＰアドレスを指定しても、自局に対するコネクションは確立で

きません。

・相手先の対象ソケットＴＣＰポート番号には、１０２４～６５５３５の値を設定できます。

この範囲外の値を設定するとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ポート番号異常」(0071H)

・オープン待ちタイムアウト時間を超過するとエラー応答になります。

①パッシブオープンタイムアウトの場合

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「タイムアウト」(0020H)

②アクティブオープンタイムアウトの場合

完了ステータス「送信完了タイムアウト」(TermSTS=06H)

・オープン待ちのタイムアウト時間は、０．１～６５５３．５秒、無制限と指定できますが、

アクティブオープン待ちの場合、タイムアウト時間の指定は０．１～３２秒にすることを、

おすすめします。

これは伝送モジュールのアクティブオープン処理の処理継続時間が最大３２秒のためです。

３２秒以上のタイムアウト時間を設定しても、３２秒を過ぎると実質的にオープン処理は行

われず、指定時間までアイドル状態となります。

タイムアウト時間を３２秒以上に指定してもエラーにはなりませんが、タイムアウト時間を

無制限にするのはおやめ下さい。タイムアウト時間を無制限にすると、要求から３２秒以内

にコネクションが確立しない場合、そのソケットはアクティブオープン待ちのままになって

しまいます。この場合、対象のソケットにクローズ要求を行うと、オープン待ちが解除され、

改めてオープン要求を受けられる状態になります。

・パッシブオープンを実行すると、指定ソケットは相手からのアクティブオープン待ちの状態

になります。ＤＩＰＡｄｄｒｅｓｓ、ＤＴＣＰ＿ＰＯＲＴＮＯの値を「０」とすると、特に

相手先を指定しない状態です（どの他局からのアクティブオープンにも対応できます）。

・コネクションは、パッシブオープン状態のソケットに対して、もう一方のソケットからアク

ティブオープンすることで確立されます。パッシブオープン状態のソケットに対して、もう

一方のソケットからパッシブオープンをしてもコネクションは確立されません。同様に両方

からアクティブオープンを行ってもコネクションは確立されません。

・パッシブオープン状態のソケットに対する、複数のアクティブオープンによる、複数コネク

ションの確立はできません。
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ｅ）ＴＣＰオープン処理例

ラダープログラムの流れ エラー時の判定

ＴＣＰオープン処理開始

ソケットステータス読出／確認

ビットＣ、Ｄが「０」 Ｎｏ 指定したソケットはすでにオープン

（クローズ状態）か？ (アクティブ／パッシブ)しています

Ｙｅｓ

ＴＣＰオープン要求

（ＣＭＤ＝００３５Ｈ）を実行

アクティブ／パッシブ

オープン

ＳＥＮＤ命令が完了するまで

命令の入力をＯＮに保ちます

命令完了

完了ステータスの確認

タイム Ｎｏ

アウト時間内に 制限時間内にコネクションを

完了？ 確立できませんでした

Ｙｅｓ

Ｎｏ オープン処理でエラーが発生

正常完了か？ コネクションを確立できません

完了／ソケットステータスにより

エラー処理を行って下さい

Ｙｅｓ

ＴＣＰオープン処理完了

（コネクション確立）
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６）ＴＣＰ送信要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

オープンしたＴＣＰコネクションを使用して自局のレジスタデータの送信を行います。

送信データサイズ：１～１０００ワード

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００３７Ｈ コマンド番号

Ａ＋２ ＳｐｏｒｔＮＯ ソケット識別子（１～８）

Ａ＋３ ＷｏｒｄＳｉｚｅ 送信データサイズ（ワード）：１～１０００

Ａ＋４ ＳＲＩＤ 送信データ格納レジスタ種別コード

Ａ＋５ ＳｒｅｇＮＯ 送信データ格納レジスタ番号

送信データ格納レジスタ種別コード：送信データを格納しているレジスタの種別

コード（図５．１参照）

送信データ格納レジスタ番号：送信データを格納しているレジスタの先頭番号

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ＳｐｏｒｔＮＯ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ＳｐｏｒｔＮＯ：ソケット識別子（１～８）

ＴｅｒｍＳＴＳ：表４．３、４．４参照

詳細情報：表４．５参照

ｄ）重要事項

・送信要求は、要求が伝送モジュール内部に蓄えられた段階で完了します。これは送信要求実

行時にネットワークの混雑などにより送信ができなくても、後で送信できるようにするため

です。蓄えられる個数は１ソケットあたり３個で、蓄えられなくなると、送信要求はエラー

応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「タイムアウト」(0020H)

・Ｔ／Ｃレジスタを送信データ格納レジスタに指定した場合、Ｔ／Ｃレジスタのフラグデータ

は送信されません。

・まだオープンしていないソケットに対して、送信要求を出すとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「未オープン」(0081H)

・ソケット識別子を１～８以外の値にするとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ソケット識別子不正」(0082H)

・送信データサイズで０ワードまたは１００１ワード以上を指定するとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送ワード数異常」(TermSTS=09H)

・Ｔ２Ｎは、送信レジスタ種別／番号からレジスタエリアの領域チェックを行い、異常時は

エラーを返します。

完了ステータス「バウンダリエラー」(TermSTS=0AH)
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・コネクション確立中に、相手先のＴＣＰソケットからクローズ要求が来た場合、送信要求を

行うと、伝送モジュールは下記のエラーを返します。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「未オープン」(0081H)

ソケットステータス（６．３参照）の「ＲＣＬＯＳＥ」ビットと「ＣＯＮＮ」ビットで確認

して、ソケットをクローズして下さい。

・コネクション確立中に、データを送信しても相手先からの応答が全く無い状態が続いて、

伝送モジュール内の再送信処理がタイムアウト（１分程度）すると、ソケットステータス内

の「ＮＯＡＣＫ」ビットがＯＮするので、このソケットをクローズしてください。この状態

で送信／受信要求を行うとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「プロトコルエラー」(0091H)

ただしタイムアウトする前のＴＣＰ送信要求には、伝送モジュールは正常完了の応答を返し

ます。

（Ｔ２Ｎからの送信要求を伝送モジュール内部に蓄えることができるため）。

送信要求が蓄えられる数を超えると、以後の送信要求はエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「タイムアウト」(0020H)

・相手先が無応答になる場合として、

・ダウン状態になった

・電源が切られた

・ネットワークから外された

等が考えられます。

・本要求がＴ２Ｎ内部の完了待ち制限時間（２秒）を超えると、下記のエラー応答になります。

完了ステータス「送信完了タイムアウト」(TermSTS=06H)

この場合、ステーションステータスでモジュールがダウンモードでないことを確認してから、

異常処理（送信要求等）をして下さい。

・伝送モジュールにはソケット（１～８）に処理の優先順位があります。優先順位はソケット

１が一番高く、ソケット８が一番低くなっています。優先順位の高いソケットを頻繁に稼働

するようなシステムを構築すると優先順位の低いソケットの処理ができず、「送信完了タイ

ムアウト」(TermSTS=06H)が発生することがあります。ソフトウェア設計の際には、稼働状況

を考慮して、各ソケットの割り振りを決定して下さい。

各ソケットの送／受信処理に約５０ｍｓ必要とするので、同一ソケットに送／受信要求を発

行する場合は、使用ソケット数×５０ｍｓ以上の間隔をあけて下さい。

同一ソケット要求間隔 ≧ 使用ソケット数 × ５０ｍｓ

また相手ノードからの自局への送信間隔も上記と同様に平均５０ｍｓの間隔をあけて下さい。

相手ノード送信間隔 ≧ 相手ノード数 × ５０ｍｓ
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ｅ）ＴＣＰ送信処理例

ラダープログラムの流れ エラー時の判定

ＴＣＰ送信処理開始

この部分の処理は、この段階で行うか、

ソケットステータス読出／確認 命令の異常完了時に行ってください。

ビットＢ、Ｆが「１」 Ｎｏ 指定ＴＣＰソケットはコネクション

（コネクション確立）か？ 未確立です（オープン処理が必要）

Ｙｅｓ

指定ＴＣＰソケットは

ビット８、９が「０」 Ｎｏ ・相手局クローズ

（RCLOSE、NOACKでない） ・相手局無応答

か？ （自局ソケットクローズが必要）

Ｙｅｓ

ＴＣＰ送信要求

（ＣＭＤ＝００３７Ｈ）を実行

ＳＥＮＤ命令が完了するまで

命令の入力をＯＮに保ちます

命令完了

完了ステータスの確認

Ｎｏ 送信処理でエラーが発生

正常完了か？ 指定ソケットから送信できません

完了／ソケットステータスにより

エラー処理を行って下さい

Ｙｅｓ

ＴＣＰ送信処理完了
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７）ＴＣＰ受信要求（ＲＥＣＶ命令使用）

ａ）機能

オープン済みのＴＣＰソケットがデータを受信している場合、受信データを自局のレジスタへ

読み込みます。

データを受信していない場合は、データが来るまで待ち（待ち時間設定可能）、受信後に自局

の指定レジスタへ読み込みます。

受信データサイズ：１～１０００ワード

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００３８Ｈ コマンド番号

Ａ＋２ ＳｐｏｒｔＮＯ ソケット識別子（１～８）

Ａ＋３ ＷｏｒｄＳｉｚｅ 受信データサイズ（ワード）：１～１０００

Ａ＋４ ＤＲＩＤ 受信データ格納レジスタ種別コード

Ａ＋５ ＤｒｅｇＮＯ 受信データ格納レジスタ番号

Ａ＋６ ＴｉｍｅＣＮＴ 受信待ちタイムアウト時間

受信データサイズ：１～１０００ワードを指定して下さい

受信データ格納レジスタ種別コード：受信データを格納するレジスタの種別コード

（図５．１参照）

受信データ格納レジスタ番号：送信データを格納するレジスタの先頭番号

受信待ちタイムアウト時間：０．１秒単位で指定します（１～６５５３５）

「０」を指定すると無制限待ち状態になります

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ＳｐｏｒｔＮＯ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ＳｐｏｒｔＮＯ：ソケット識別子（１～８）

ＴｅｒｍＳＴＳ：表４．３、４．４参照

詳細情報：表４．５参照

ｄ）受信データ格納方法

・受信データサイズ＋１ワード分の受信データ格納レジスタエリアを確保して下さい。本エリ

アには以下に示すように、受信データ個数と受信データ（受信要求を出した時点で対象のソ

ケットが受信していたデータ）が転送されます。

受信データ個数（バイト） 指定レジスタ先頭

受信データ 受信データ格納レジスタエリア
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・Ｔ２Ｎは「受信データ個数＋１ワード」によりレジスタエリアの領域チェックを行い、レジ

スタエリアが存在しない場合は、エラーを返します。

完了ステータス「バウンダリエラー」(TermSTS=0AH)

この場合、レジスタエリアへの転送は行われず、データは破棄されます。また伝送モジュー

ルにもそのデータは残りません。

ｅ）重要事項

・まだオープンしていないソケットに対して、受信要求を出すとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「未オープン」(0081H)

・ソケット識別子を１～８以外の値にするとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ソケット識別子不正」(0082H)

・受信データサイズで０ワードまたは１００１ワード以上を指定するとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送ワード数異常」(TermSTS=09H)

・受信待ちタイムアウト時間を超過するとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「タイムアウト」(0020H)

・コネクション確立中に相手先のＴＣＰソケットからクローズ要求が来た場合、受信要求を行

うと、伝送モジュールは下記のエラーを返します。また受信待ち状態の受信要求も下記のエ

ラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「未オープン」(0081H)

ソケットステータス（「６．３ ソケットインタフェース情報」参照）の「ＲＣＬＯＳＥ」

ビットと「ＣＯＮＮ」ビットで確認して、ソケットをクローズして下さい。

・受信データ格納レジスタエリアは１ソケット当たり受信データサイズ＋１ワード分の領域を

確保して下さい。

・受信データサイズがその時点で伝送モジュールが受信した全受信データ量より大きい場合、

Ｔ２Ｎ受信データ格納エリアには１回分の送信データサイズ情報と、伝送モジュールが受信

した受信データサイズ分のデータのみ転送されます。

・ＴＣＰ受信要求は、受信待ち状態になるだけなので、相手先が無応答状態になっていても、

検知できません。この状態を防ぐためには、下記の方法等があります。

・別なＴＣＰコネクションを使用して、定期的にデータを送信して無応答を監視する

・相手先の存在確認要求（「７．３ 他ステーション確認要求」参照）を定期的に実行

・定期的なデータ受信の場合、データ受信間隔を監視する

（受信要求先出し型：受信要求タイムアウト時間を有限値に指定する）

（ソケットステータス監視型：受信テキスト有りビットがＯＮする間隔を監視する）

・相手先が無応答になる場合として、下記の場合等が考えられます。

・ダウン状態になった

・電源が切られた

・ネットワークから外された

・伝送モジュールのＴＣＰソケットインタフェースは、Ｔ２Ｎからの受信要求によって伝送モ

ジュール内部の受信データを取り出した時に、送信元のノードにＡＣＫ（肯定応答）を送信

します。伝送モジュールに受信データがある場合、Ｔ２Ｎが受信データを引き取らないと、

ＡＣＫが送信側ノードに送信されないので、送信側ノードは送信データの再送処理を行いま

す。この状態が一定時間続くと、送信側ノードはＴＣＰコネクションが異常と判断し、コネ

クションを切断することがあります。このような状態を避けるため、ソケットステータス内

のＲＣＶ（受信データ有り）ビットに注意して受信要求を発行して下さい。
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・ＴＣＰ受信要求では、Ｔ２Ｎが受信要求を出すタイミングと伝送モジュールにデータが

到着するタイミングにより、受信データ格納レジスタエリアに転送されるデータ量が異なり

ます。

送信データの１つのかたまりを受信側でも１つのかたまりとして取扱うためには、受信側ユ

ーザプログラムで、転送されたデータの切れ目を判断する処理を行い（転送データ数のカウ

ントや送信側で挿入したデータの終了コードを判断する等）受信要求を繰り返す必要があり

ます。

・受信要求を繰り返す場合、受信データ格納レジスタエリアが上書きされないように、データ

の保管処理が必要です。

・伝送モジュールにはソケット（１～８）に処理の優先順位があります。優先順位はソケット

１が一番高く、ソケット８が一番低くなっています。優先順位の高いソケットを頻繁に稼働

するようなシステムを構築すると優先順位の低いソケットの処理ができず、「送信完了タイ

ムアウト」(TermSTS=06H)が発生することがあります。ソフトウェア設計の際には、稼働状況

を考慮して、各ソケットの割り振りを決定して下さい。

各ソケットの送／受信処理に約５０ｍｓ必要とするので、同一ソケットに送／受信要求を発

行する場合は、使用ソケット数×５０ｍｓ以上の間隔をあけて下さい。

同一ソケット要求間隔 ≧ 使用ソケット数 × ５０ｍｓ

また相手ノードからの自局への送信間隔も上記と同様に平均５０ｍｓの間隔をあけて下さい。

相手ノード送信間隔 ≧ 相手ノード数 × ５０ｍｓ
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ｆ）ＴＣＰ受信処理例（ソケットステータス監視型）

ラダープログラムの流れ エラー時の判定

ＴＣＰ受信処理開始

ソケットステータス読出／確認 この部分の処理は、この段階で行うか、

命令の異常完了時に行ってください。

ビットＢ、Ｆが「１」 Ｎｏ 指定ＴＣＰソケットはコネクション

（コネクション確立）か？ 未確立です（オープン処理が必要）

Ｙｅｓ

指定ＴＣＰソケットは

ビット９が「０」 Ｎｏ ・相手局クローズ

（RCLOSEでない）か？ （自局ソケットクローズが必要）

Ｙｅｓ

ビットＡが「１」？ Ｎｏ 指定したＴＣＰソケットはデータを

（受信テキスト有り） 受信していません

Ｙｅｓ

ＴＣＰ受信要求

（ＣＭＤ＝００３８Ｈ）を実行

ＳＥＮＤ命令が完了するまで

命令の入力をＯＮに保ちます

命令完了

完了ステータスの確認

Ｎｏ 受信処理でエラーが発生

正常完了か？ 指定ソケットから受信できません

完了／ソケットステータスにより

エラー処理を行って下さい

Ｙｅｓ

ＴＣＰ受信処理完了
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ｇ）ＴＣＰ受信処理例（受信要求先出し型）

ラダープログラムの流れ エラー時の判定

ＴＣＰ受信処理開始

この部分の処理は、この段階で行うか、

ソケットステータス読出／確認 命令の異常完了時に行ってください。

ビットＢ、Ｆが「１」 Ｎｏ 指定ＴＣＰソケットはコネクション

（コネクション確立）か？ 未確立です（オープン処理が必要）

Ｙｅｓ

指定ＴＣＰソケットは

ビット９が「０」 Ｎｏ ・相手局クローズ

（RCLOSEでない）か？ （自局ソケットクローズが必要）

Ｙｅｓ

ＴＣＰ受信要求

（ＣＭＤ＝００３８Ｈ）を実行

ＳＥＮＤ命令が完了するまで

命令の入力をＯＮに保ちます

命令完了

完了ステータスの確認

タイム Ｎｏ

アウト時間内に 制限時間内にテキストを受信

完了？ できませんでした

Ｙｅｓ

Ｎｏ 受信処理でエラーが発生

正常完了か？ 指定ソケットから受信できません

完了／ソケットステータスにより

エラー処理を行って下さい

Ｙｅｓ

ＴＣＰ受信処理完了
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８）ＴＣＰクローズ要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

オープンしているＴＣＰコネクションを終了して、ソケットをクローズします。

オープン要求／受信要求（無制限待ち状態）の解除を行って、ＴＣＰソケットを終了します。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００３９Ｈ コマンド番号

Ａ＋２ ＳｐｏｒｔＮＯ ソケット識別子（１～８）

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ＳｐｏｒｔＮＯ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ＳｐｏｒｔＮＯ：ソケット識別子（１～８）

ＴｅｒｍＳＴＳ：表４．３、４．４参照

詳細情報：表４．５参照

ｄ）重要事項

・対象ソケットがＴＣＰオープン／ＴＣＰ送信／ＴＣＰ受信の要求を実行中でも、ＴＣＰクロ

ーズ要求を行うと、クローズ要求が優先して処理され、実行中の他の要求は破棄されます。

・まだオープンしていないソケットに対して、クローズ要求を出すとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「未オープン」(0081H)

・ソケット識別子を１～８以外の値にするとエラー応答になります。

完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「ソケット識別子不正」(0082H)

・無制限待ちＴＣＰオープン要求／受信要求を本要求で終了すると、ＴＣＰ受信要求はエラー

応答になります。

完了ステータス「送信完了タイムアウト」(TermSTS=06H)

補足：Ｔ２Ｎは、伝送モジュールに対する要求（モジュール制御、ソケットインタフェース

伝送）を「送信」と見なしています。そのため、要求を強制中断したり、伝送モジュ

ールから応答が返らない場合は「ＲＥＣＶ命令」でも、送信完了タイムアウトになり

ます。

・コネクション確立中に相手先のＴＣＰソケットからクローズ要求が来た場合、自局側もソケ

ットをクローズする必要があります。相手先からのクローズ要求受信を確認する手段として

は、ソケットステータス（「６．３ ソケットインタフェース情報」）の「ＲＣＬＯＳＥ」

ビットと「ＣＯＮＮ」ビットを監視してください。

・伝送モジュール側からコネクションを終了し、同じポート番号で再オープンする場合は、１

０秒以上待ってからオープン要求を発行して下さい。１０秒以内に同じポート番号を使用し

てオープン要求を行うと、下記のエラーになります。

完了ステータス：伝送異常（TermSTS=0BH）

詳細情報 ：ＬＡＮコントローラドライバエラー（0090H/0092H）

補足：ＥＷＳやパソコンによっては、コネクション開設中にクローズ処理を先に行った側の

ＴＣＰソケットは、一定時間は再びオープンすることができないことがあります。
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・Ｔ２Ｎからクローズ要求を受けた伝送モジュールは、Ｔ２Ｎに受理回答します。このためＴ

２Ｎのクローズ要求は待ち時間なしに完了します。

ｅ）ＴＣＰクローズ処理例

ラダープログラムの流れ エラー時の判定

ＴＣＰクローズ処理開始

ＲＣＬＯＳＥ、ＮＯＡＣＫビットが「１」

ソケットステータス読出／確認 になった場合の処理では必要ありません

ビットＢ、Ｆが「１」 Ｎｏ 指定したＴＣＰソケットはすでに

（コネクション確立）か？ クローズ状態です

Ｙｅｓ

ＴＣＰクローズ要求

（ＣＭＤ＝００３９Ｈ）を実行

ＳＥＮＤ命令が完了するまで

命令の入力をＯＮに保ちます

命令完了

完了ステータスの確認

Ｎｏ クローズ処理でエラーが発生

正常完了か？ 指定ソケットをクローズできません

完了／ソケットステータスにより

エラー処理を行って下さい

Ｙｅｓ

ＴＣＰクローズ処理完了
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６．５ サンプルプログラム

ここではＵＤＰソケット、ＴＣＰソケットのサンプルプログラムを説明します。

１）ＵＤＰソケット

ＵＤＰソケットの各要求のサンプルプログラムです。すでに、パラメータ設定要求、動作モード

制御要求（ランモード／ソケットインタフェース伝送許可）が終了しているものとします。

ａ）ＵＤＰオープン要求

伝送モジュールのソケットＮｏ．２に対するＵＤＰオープン要求。

本ラダープログラムはＲ０６２０のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０３００

Ａ＋１ ００３１Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０３０１

Ａ＋２ ０００２Ｈ ソケット識別子 Ｄ０３０２

Ａ＋３ ０ＢＢ８Ｈ ＵＤＰポート番号 Ｄ０３０３

ＵＤＰポート番号＝３０００

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１３０

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１３１

| /* ＵＤＰオープン要求 Ｒ０６２０のＯＮで実行 */
| |
|R0620 |

1|-| |-+[ 12544 MOV D0300][ 00049 MOV D0301]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */
| | |
| +[ 00002 MOV D0302][ 03000 MOV D0303]------------------------------|
| | /* ソケット識別子、ＵＤＰポート番号セット*/
| | |
| +[D0300 SEND RW130][ RST R0620]------------------------------------|
| /* 要求セット、完了後Ｒ０６２０をＯＦＦ */
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ｂ）ＵＤＰクローズ要求

伝送モジュールのソケットＮｏ．２に対するＵＤＰクローズ要求。

本ラダープログラムはＲ０６２３のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０３３０

Ａ＋１ ００３４Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０３３１

Ａ＋２ ０００２Ｈ ソケット識別子 Ｄ０３３２

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１３６

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１３７

| /* ＵＤＰクローズ要求 Ｒ０６２３のＯＮで実行 */ |
| |
|R0623 |

1|-| |-+[ 12544 MOV D0330][ 00052 MOV D0331]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */
| | |
| +[ 00002 MOV D0332]------------------------------------------------|
| | /* ソケット識別子セット */
| | |
| +[D0330 SEND RW136][ RST R0623]------------------------------------|
| /* 要求セット、完了後Ｒ０６２３をＯＦＦ */
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ｃ）ＵＤＰ送信要求

伝送モジュールのソケットＮｏ．２を使用したＵＤＰ送信要求。

本ラダープログラムはＲ０６２２のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０３２０

Ａ＋１ ００３２Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０３２１

Ａ＋２ ０００２Ｈ ソケット識別子 Ｄ０３２２

Ａ＋３ ７１８５Ｈ 送信先ＩＰアドレス Ｄ０３２３

Ａ＋４ １４６２Ｈ Ｄ０３２４

Ａ＋５ ０ＢＢ８Ｈ 送信先ＵＤＰポート番号 Ｄ０３２５

Ａ＋６ ０１９０Ｈ 送信データサイズ（ワード） Ｄ０３２６

Ａ＋７ ０００４Ｈ 送信データ格納レジスタ種別 Ｄ０３２７

Ａ＋８ ０ＢＢ８Ｈ 送信データ格納レジスタ番号 Ｄ０３２８

・送信先ＩＰアドレス：「１３３．１１３． ９８． ２０」

↓ ↓ ↓ ↓

８５Ｈ ７１Ｈ ６２Ｈ １４Ｈ

・送信先のＵＤＰポート番号：３０００

・送信データサイズ（ワード）：４００

・送信データ格納レジスタ：Ｄ３０００～

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１３４

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１３５

| /* ＵＤＰ送信要求 Ｒ０６２２のＯＮで実行 */ |
| |
|R0622 |

1|-| |-+[ 12544 MOV D0320][ 00050 MOV D0321]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */
| | |
| +[ 00002 MOV D0322]------------------------------------------------|
| | /* ソケット識別子セット */
| | |
| +[ 0341995909 DMOV D0324･D0323][ 03000 MOV D0325]------------------|
| | /* 相手局ＩＰアドレス、ポート番号セット */
| | |
| +[ 00400 MOV D0326]------------------------------------------------|
| | /* 送信データワードサイズセット */
| | |
| +[ 00004 MOV D0327][ 03000 MOV D0328]------------------------------|
| | /* 送信データ格納レジスタ種別、
| | 格納レジスタ番号セット */
| | |
| +[D0320 SEND RW134][ RST R0622]------------------------------------|
| /* 要求セット、完了後Ｒ０６２２をＯＦＦ */

パラメータ…３４１９９５９０９：１４６２７１８５Ｈ

↓

８５Ｈ．７１Ｈ．６２Ｈ．１４Ｈ
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ｄ）ＵＤＰ受信要求

伝送モジュールのソケットＮｏ．２を使用したＵＤＰ受信要求。

本ラダープログラムはＲ０６２１のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０３１０

Ａ＋１ ００３３Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０３１１

Ａ＋２ ０００２Ｈ ソケット識別子 Ｄ０３１２

Ａ＋３ ７１８５Ｈ 送信元ＩＰアドレス Ｄ０３１３

Ａ＋４ １４６２Ｈ Ｄ０３１４

Ａ＋５ ０ＢＢ８Ｈ 送信元ＵＤＰポート番号 Ｄ０３１５

Ａ＋６ ０１９０Ｈ 受信データサイズ（ワード） Ｄ０３１６

Ａ＋７ ０００４Ｈ 受信データ格納レジスタ種別 Ｄ０３１７

Ａ＋８ ０ＤＡＣＨ 受信データ格納レジスタ番号 Ｄ０３１８

Ａ＋９ ４６５０Ｈ 受信タイムアウト時間 Ｄ０３１９

・送信元ＩＰアドレス：「１３３．１１３． ９８． ２０」

↓ ↓ ↓ ↓

８５Ｈ ７１Ｈ ６２Ｈ １４Ｈ

・送信元のＵＤＰポート番号：３０００

・受信データサイズ（ワード）：４００

・受信データ格納レジスタ：Ｄ３５００～

・受信タイムアウト時間：１８００秒

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１３２

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１３３

| /* ＵＤＰ受信要求 Ｒ０６２１のＯＮで実行 */ |
| |
|R0621 |

1|-| |-+[ 12544 MOV D0310][ 00051 MOV D0311]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */
| | |
| +[ 00002 MOV D0312]------------------------------------------------|
| | /* ソケット識別子セット */
| | |
| +[ 0341995909 DMOV D0314･D0313][ 03000 MOV D0315]------------------|
| | /* 相手局ＩＰアドレス、ポート番号セット */
| | |
| +[ 00400 MOV D0316]------------------------------------------------|
| | /* 受信データワードサイズセット */
| | |
| +[ 00004 MOV D0317][ 03500 MOV D0318][ 18000 MOV D0319]------------|
| | /* 受信データ格納レジスタ種別、
| | 格納レジスタ番号、タイムアウト値セット*/
| | |
| +[D0310 RECV RW132][ RST R0621]------------------------------------|
| /* 要求セット、完了後Ｒ０６２１をＯＦＦ */

パラメータ…３４１９９５９０９：１４６２７１８５Ｈ

↓

８５Ｈ．７１Ｈ．６２Ｈ．１４Ｈ
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２）ＴＣＰソケット

ＴＣＰソケットの各要求のサンプルプログラムです。すでに、パラメータ設定要求、動作モード

制御要求（ランモード／ソケットインタフェース伝送許可）が終了しているものとします。

ａ）ＴＣＰオープン要求（パッシブ）

伝送モジュールのソケットＮｏ．８に対するＴＣＰオープン要求（パッシブ）。

本ラダープログラムはＲ０６３０のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０３５０

Ａ＋１ ００３５Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０３５１

Ａ＋２ ０００８Ｈ ソケット識別子 Ｄ０３５２

Ａ＋３ ０００２Ｈ オープン種別 Ｄ０３５３

Ａ＋４ ７１８５Ｈ 相手先ＩＰアドレス Ｄ０３５４

Ａ＋５ １４６２Ｈ Ｄ０３５５

Ａ＋６ ０ＦＡ０Ｈ 相手先ＴＣＰポート番号 Ｄ０３５６

Ａ＋７ ０ＦＡ０Ｈ 自局ＴＣＰポート番号 Ｄ０３５７

Ａ＋８ ４６５０Ｈ オープン要求タイムアウト時間 Ｄ０３５８

・オープン種別：パッシブ

・送信元ＩＰアドレス：「１３３．１１３． ９８． ２０」

↓ ↓ ↓ ↓

８５Ｈ ７１Ｈ ６２Ｈ １４Ｈ

・相手先のＴＣＰポート番号：４０００

・自局のＴＣＰポート番号：４０００

・オープン要求タイムアウト時間：１８００秒

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１５０

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１５１

| /* ＴＣＰパッシブオープン要求 Ｒ０６３０のＯＮで実行 */ |
| |
|R0630 |

1|-| |-+[ 12544 MOV D0350][ 00053 MOV D0351]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */
| | |
| +[ 00008 MOV D0352][ 00002 MOV D0353]------------------------------|
| | /* ソケット識別子、オープン種別セット */
| | |
| +[ 0341995909 DMOV D0355･D0354][ 04000 MOV D0356]------------------|
| | /* 相手局ＩＰアドレス、ポート番号セット */
| | |
| +[ 04000 MOV D0357][ 18000 MOV D0358]------------------------------|
| | /* 自局ポート番号、タイムアウト値セット */
| | |
| +[D0350 SEND RW150][ RST R0630]------------------------------------|
| /* 要求セット、完了後Ｒ０６３０をＯＦＦ */

パラメータ…３４１９９５９０９：１４６２７１８５Ｈ

↓

８５Ｈ．７１Ｈ．６２Ｈ．１４Ｈ
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ｂ）ＴＣＰオープン要求（アクティブ）

伝送モジュールのソケットＮｏ．８に対するＴＣＰオープン要求（アクティブ）。

本ラダープログラムはＲ０６４０のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０３６０

Ａ＋１ ００３５Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０３６１

Ａ＋２ ０００８Ｈ ソケット識別子 Ｄ０３６２

Ａ＋３ ０００１Ｈ オープン種別 Ｄ０３６３

Ａ＋４ ７１８５Ｈ 相手先ＩＰアドレス Ｄ０３６４

Ａ＋５ １４６２Ｈ Ｄ０３６５

Ａ＋６ ０ＦＡ０Ｈ 相手先ＴＣＰポート番号 Ｄ０３６６

Ａ＋７ ０ＦＡ０Ｈ 自局ＴＣＰポート番号 Ｄ０３６７

Ａ＋８ ４６５０Ｈ オープン要求タイムアウト時間 Ｄ０３６８

・オープン種別：アクティブ

・送信元ＩＰアドレス：「１３３．１１３． ９８． ２０」

↓ ↓ ↓ ↓

８５Ｈ ７１Ｈ ６２Ｈ １４Ｈ

・相手先のＴＣＰポート番号：４０００

・自局のＴＣＰポート番号：４０００

・オープン要求タイムアウト時間：１８００秒

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１５２

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１５３

| /* ＴＣＰアクティブオープン要求 Ｒ０６４０のＯＮで実行 */ |
| |
|R0640 |

1|-| |-+[ 12544 MOV D0360][ 00053 MOV D0361]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */
| | |
| +[ 00008 MOV D0362][ 00001 MOV D0363]------------------------------|
| | /* ソケット識別子、オープン種別セット */
| | |
| +[ 0341995909 DMOV D0365･D0364][ 04000 MOV D0366]-----------------|
| | /* 相手局ＩＰアドレス、ポート番号セット */
| | |
| +[ 04000 MOV D0367][ 18000 MOV D0368]-----------------------------|
| | /* 自局ポート番号、タイムアウト値セット */
| | |
| +[D0360 SEND RW152][ RST R0640]------------------------------------|
| /* 要求セット、完了後Ｒ０６４０をＯＦＦ */

パラメータ…３４１９９５９０９：１４６２７１８５Ｈ

↓

８５Ｈ．７１Ｈ．６２Ｈ．１４Ｈ



- 111 -

ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎイーサネット部取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０７１２

ｃ）ＴＣＰクローズ要求

伝送モジュールのソケットＮｏ．８に対するＴＣＰクローズ要求。

本ラダープログラムはＲ０６３３のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０３９０

Ａ＋１ ００３９Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０３９１

Ａ＋２ ０００８Ｈ ソケット識別子 Ｄ０３９２

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１５８

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１５９

| /* ＴＣＰクローズ要求 Ｒ０６３３のＯＮで実行 */ |
| |
|R0633 |

1|-| |-+[ 12544 MOV D0390][ 00057 MOV D0391]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */
| | |
| +[ 00008 MOV D0392]------------------------------------------------|
| | /* ソケット識別子セット */
| | |
| +[D0390 SEND RW158][ RST R0633]------------------------------------|
| /* 要求セット、完了後Ｒ０６３３をＯＦＦ */
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ｄ）ＴＣＰ送信要求

伝送モジュールのソケットＮｏ．８を使用したＴＣＰ送信要求。

本ラダープログラムはＲ０６３２のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０３８０

Ａ＋１ ００３７Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０３８１

Ａ＋２ ０００８Ｈ ソケット識別子 Ｄ０３８２

Ａ＋３ ０３Ｅ８Ｈ 送信データサイズ（ワード） Ｄ０３８３

Ａ＋４ ０００４Ｈ 送信データ格納レジスタ種別 Ｄ０３８４

Ａ＋５ ４０００Ｈ 送信データ格納レジスタ番号 Ｄ０３８５

・送信データサイズ（ワード）：５００

・送信データ格納レジスタ：Ｄ４０００～

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１５６

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１５７

| /* ＴＣＰ送信要求 Ｒ０６３２をＯＮで実行 */ |
| |
|R0632 |

1|-| |-+[ 12544 MOV D0380][ 00055 MOV D0381]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */ |
| | |
| +[ 00008 MOV D0382]------------------------------------------------|
| | /* ソケット識別子セット */ |
| | |
| +[ 00500 MOV D0383]------------------------------------------------|
| | /* 送信データワードサイズセット */ |
| | |
| +[ 00004 MOV D0384][ 04000 MOV D0385]------------------------------|
| | /* 送信データ格納レジスタ種別、格納レジスタ番号セット */ |
| | |
| +[D0380 SEND RW156][ RST R0632]------------------------------------|
| /* 要求セット、完了後Ｒ０６３２をＯＦＦ */ |
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ｅ）ＴＣＰ受信要求

伝送モジュールのソケットＮｏ．８を使用したＴＣＰ受信要求。

本ラダープログラムはＲ０６３１のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０３７０

Ａ＋１ ００３８Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０３７１

Ａ＋２ ０００２Ｈ ソケット識別子 Ｄ０３７２

Ａ＋３ Ｄ０１０３ 受信データサイズ（ワード） Ｄ０３７３

Ａ＋４ ０００４Ｈ 受信データ格納レジスタ種別 Ｄ０３７４

Ａ＋５ １３８８Ｈ 受信データ格納レジスタ番号 Ｄ０３７５

Ａ＋６ ４６５０Ｈ 受信タイムアウト時間 Ｄ０３７６

・受信データサイズ（ワード）：Ｄ０１０３に指定

・受信データ格納レジスタ：Ｄ５０００～

・受信データ転送先レジスタ：Ｄ６００１～

・受信タイムアウト時間：１８００秒

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１５４

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１５５

| /* ＴＣＰ受信要求 Ｒ０６３１をＯＮで実行 */ |
| |
|R0631 |

1|-| |-+[ 12544 MOV D0370][ 00056 MOV D0371]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */ |
| | |
| +[ 00008 MOV D0372][D0103 MOV D0373]------------------------------|
| | /* ソケット識別子セット、受信データワードサイズセット */ |
| | |
| +[ 00004 MOV D0374][ 05000 MOV D0375][ 18000 MOV D0376]------------|
| | /* 受信ﾃﾞｰﾀ格納ﾚｼﾞｽﾀ種別、ﾚｼﾞｽﾀ番号、ﾀｲﾑｱｳﾄ値ｾｯﾄ */ |
| | |
| +-|^|-+[ 00004 MOV D0021][ 05001 MOV D0022]------------------------|
| | | /* データ転送元レジスタ種別、ＮＯセット */ |
| | | |
| | +[ 00001 MOV D0025]------------------------------------------|
| | | /* データ転送数セット */ |
| | | |
| | +[ 00004 MOV D0023][ 06001 MOV D0024]------------------------|
| | | /* データ転送先レジスタ種別、ＮＯセット */ |
| | | |
| | +[D0103 + 06000 -> D0008]------------------------------|
| | /* 送受信回数セット */ |
| | |
| +[ SET R0635]------------------------------------------------------|
| |



- 114 -

ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎイーサネット部取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０７１２

| /* ＴＣＰ分割データ受信処理 */ |
|R0635 R063D |

2|-| |-+-|/|--[D0370 RECV RW154][ SET R063D]------------------------------|
| | /* 要求セット */ |
| |R063D |
| +-| |-+-|^|--[ RTR1D5000]------------------------------------------|
| | /* 受信データ数変換(Byte→Word) */ |
| |R063E |
| +-|/|-+[D0021 XFER D0025 -> D0023]------------------------|
| | | /* 受信データ転送(D5001 → D6001) */ |
| | | |
| | +[ +1 D0009][ +1 D0022][ +1 D0024]------------------|
| | /* アドレス、ポインタ インクリメント */ |
| | R063E |
| +[D0009 >= D5000]-------------------------------------( )--|
| | |
| | /* 受信データサイズチェック */ |
| |R063E |
| +-| |-+[D0008 > D0024][ RST R063D]-----+[ 00000 MOV D0009]|
| | /* 指定サイズ以下の処理 */ | |
| | +[ 05001 MOV D0022]|
| | |
| | |
| +[D0008 <= D0024]-----+[ RST R063D][ 00000 MOV D0009]|
| | |
| +[ RST R0635][ RST R0631]------|
| /* 指定サイズ以上の処理 */ |
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第７章 ＲＡＳ情報

本章では伝送モジュールが持つ、以下のＲＡＳ機能について説明します。

１．伝送モジュールステータス情報

・ステーションステータス（Ｔ２Ｎ特殊レジスタ）

・ダウン情報（Ｔ２Ｎインタフェースバッファ）

２．ユーザプログラムからのテスト機能

・他ステーション確認要求（ＵＮＩＸのｐｉｎｇコマンドに相当）

・ノード間折り返しテスト（Ｔ２Ｎ⇔Ｔ２Ｎ間のみ）

３．時刻設定機能

４．ＲＡＳ情報読み出しによる情報

・ＬＡＮコントローラ（ネットワーク回線）情報

・プロトコル状態

・Ｔ２Ｎ－伝送モジュール間インタフェース状態

・事象トレース

注意

１．本章はＴ２Ｎから伝送モジュールの各種機能を使用するための、

命令（要求）のフォーマット、重要事項、サンプルプログラムを説明

しています。

内容を十分理解されてから、プログラムを作成してください。

サンプルプログラムは基本的な例であり、実システムに適用する際は

十分な検討の必要があります。
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７．１ Ｔ２Ｎ特殊リレー／レジスタ

伝送モジュールのステータス情報は、Ｔ２Ｎの特殊リレー／特殊レジスタに反映されます。

ａ）特殊リレー（１００ｍｓ周期更新）

特殊リレー 名 称 機 能

Ｓ０００Ｂ 伝送ﾓｼﾞｭｰﾙ異常（警告） １：実装している伝送モジュールがダウン状態にな

った時（Ｔ２Ｎは運転継続します）

０：ダウン状態の伝送モジュールの処置を行った後

でユーザプログラムでリセットして下さい

ｂ）特殊レジスタ：伝送モジュール内部のステーションステータスをＴ２Ｎが読み出してＳＷレジ

スタにコピーしているものです（１００ｍｓ周期更新）

特殊レジスタ 名 称

ＳＷ０６３ ＣＨ１ステーションステータス

ｃ）ステーションステータスフォーマット

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

DOWN STBY MTEN TEST
INZ RUN STEN

ビット 名 称 １ ０

Ｆ ＤＯＷＮ：ダウンモード ダウンモード ダウンモード以外

Ｅ ＩＮＺ ：イニシャライズモード 初期化処理中 初期化処理完了

Ｄ ＳＴＢＹ：スタンバイモード スタンバイモード スタンバイモード以外

Ｃ ＲＵＮ ：ランモード ランモード ランモード以外

５ ＭＴＥＮ：メッセージ伝送 許可 禁止

４ ＳＴＥＮ：ソケットＩ／Ｆ伝送 許可 禁止

０ ＴＥＳＴ：テスト テスト機能実行中 テスト機能完了または

要求受付待ち状態

ｄ）伝送モジュールの動作モードとステーションステータス

ステーションステータスの各ビットは下記に示す意味を持っています。イニシャライズモード

／ランモード／スタンバイモードの判定では、レジスタとして値を見るようにして下さい。

伝送モジュールのモード ステーション

ステータス

初期化処理中（電源投入／リセット要求） ４０００Ｈ

スタンバイモード（初期化処理正常完了） ２０００Ｈ

ランモード：メッセージ伝送許可 １０２０Ｈ

ランモード：ソケットＩ／Ｆ伝送許可 １０１０Ｈ

ランモード：メッセージ伝送、ソケットＩ／Ｆ伝送許可 １０３０Ｈ
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７．２ ダウン情報

伝送モジュールがダウンモードになった場合の要因が、Ｔ２Ｎインタフェースバッファ上にセット

されます（１ワード分）。Ｔ２Ｎからは「ＲＥＡＤ命令」で読み出すことができます。

ダウン情報のエラーコードとダウン要因との関係は表７．１の通りです。

表７．１ ダウン情報内容

エラーコード（Ｈ） 内 容

００１０ ウォッチドッグタイムアウト

００２０ メモリバスストール

００３０ ＴＲＡＰ発生

００４０ ジャバタイムアウト

００５０ ＬＡＮコントローラチェック異常

０１６０ ＲＯＭのＢＣＣチェックにて不一致発生

０２６０ システムＲＡＭエリアチェック異常

０３６０ Ｔ２Ｎインタフェースバッファチェック異常

０５００、０５０１ セマフォ獲得異常

０５０２、０５０３ セマフォ獲得異常

０５０４ ＭＢＸ受信異常

０５０５ ＭＢＸ送信異常

０５０６ ＴＣＰ再送キュー空きなし

０５０７ 獲得したバッファが使用中

０５０８ 初期バッファの獲得が異常

重要事項

本領域は読み出し専用です。「ＷＲＩＴＥ命令」でデータを書き込まないで下さい。正しいダウン

情報が読み出せなくなります。

サンプル：ダウン情報の読み出し

|R0001 |
1|-| |--[ 04081 MOV D0012][ 00001 MOV D0013][ H00FE READ D0012 -> D0505]--|
| |

ＲＥＡＤ命令の説明

Ｈ００ＦＥ：モジュール指定…伝送モジュールはＨ００ＦＥを指定します。

Ｄ００１２：ダウン情報エリア「０４０８１（０ＦＦ１Ｈ）」を指定します。

伝送モジュールでは０ＦＦ１Ｈがダウン情報エリアです。

Ｄ００１３：読み出しワード数「００００１」を指定します。

Ｄ０５０５：読み出したダウン情報を格納するレジスタを指定します。

この場合は「Ｄ０５０５」に読み出したダウン情報を格納します。

「Ｒ０００１」をＯＮにすることで、ダウン情報を「Ｄ０５０５」に格納します
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７．３ 他ステーション確認要求

指定した他のステーションの存在を確認します（ＵＮＩＸのｐｉｎｇコマンドに相当）。

本要求は、伝送モジュールの動作モードがラン／スタンバイのどちらのモードでも要求が可能です。

また伝送モジュールは、ラン／スタンバイのどちらのモードでも、本要求に対する応答を返します。

◎他ステーション確認要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

指定した他のステーションの存在を確認する要求。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００１４Ｈ ＣＭＤ番号

Ａ＋２ Ｄ－ＩＰアドレス 確認する相手局のＩＰアドレス

Ａ＋３ （入力方法はパラメータ設定要求と同じ）

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ０ ０ ０ ０ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ｄ）重要事項

・ラン／スタンバイモードで要求可能です（自局ＩＰアドレスが設定されている必要があり

ます）。

・ラン／スタンバイモードで本要求に対する応答を返します（自局ＩＰアドレスが設定され

ている必要があります）。

・相手局が存在する場合：正常完了

・相手局が存在しない場合（４秒）：完了ステータス「伝送異常」(TermSTS=0BH)

詳細情報 「タイムアウト発生」(0020H)
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ｅ）サンプルプログラム

伝送モジュールに対する他ステーション確認要求。

本ラダープログラムはＲ０５０４のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０１３０

Ａ＋１ ００１４Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０１３１

Ａ＋２ ７１８５Ｈ 相手局ＩＰアドレス Ｄ０１３２

Ａ＋３ １４６２Ｈ Ｄ０１３３

相手局ＩＰアドレス：「１３３．１１３． ９８． ２０」

↓ ↓ ↓ ↓

８５Ｈ．７１Ｈ．６２Ｈ．１４Ｈ

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１０６

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１０７

|R0504 R0604 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| /* 他ステーション確認要求 */ |
|R0604 |

2|-| |-+[ 12544 MOV D0130][ 00020 MOV D0131]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */ |
| | |
| +[ 341995909 DMOV D0133･D0132]-------------------------------------|
| | /* 相手局ＩＰアドレスセット */ |
| | |
| +[D0130 SEND RW106][ RST R0504]------------------------------------|
| /* 要求セット */ |

パラメータ…３４１９９５９０９：１４６２７１８５Ｈ

↓

８５Ｈ．７１Ｈ．６２Ｈ．１４Ｈ
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７．４ 他ステーション折返し（対伝送モジュール）

指定する他の伝送モジュール（Ｔ２Ｎ）に対してテストデータを送信し、その折返しデータを受信

して伝送が正常に行われているかを確認します。送信データと受信データの比較は、ユーザプログラ

ムで行って下さい。

◎他ステーション折返し要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

指定する他の伝送モジュール（Ｔ２Ｎ）に対してテストデータを送信し、その折返しデー

タを受信して、伝送が正常に行われているかを確認する要求。テストデータはＴ２Ｎの

ＯＳが準備します。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝０００ＦＨ コマンド番号

Ａ＋２ ＷｏｒｄＳｉｚｅ 折返しデータサイズ：１～４８５ワード

Ａ＋３ ＳＲＩＤ 送信データ格納レジスタ種別コード

Ａ＋４ ＳＲｅｇＮＯ 送信データ格納レジスタ番号

Ａ＋５ ＤＲＩＤ 折返しデータ格納レジスタ種別コード

Ａ＋６ ＤＲｅｇＮＯ 折返しデータ格納レジスタ番号

Ａ＋７ Ｔｉｍｅｃｎｔ タイマーカウント

Ａ＋８ Ｄ－ＩＰＡｄｄｒｅｓｓ 折返し先ＩＰアドレス

Ａ＋９ （入力方法はパラメータ設定要求と同じ）

Ａ＋10 Ｄ－ＵＤＰ ＰｏｒｔＮＯ 折返し先メッセージ伝送用ＵＤＰポート番号

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ０ ０ ０ ０ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ｄ）重要事項

・本要求は、動作モード制御要求でメッセージ伝送許可にしないと実行できません。

・ユーザプログラムからの要求により、Ｔ２ＮのＯＳが伝送モジュールのＰＣリンク手順伝

送を使用して、処理を実施します。

・折返し先のユーザプログラムはこの動作について関与しません。

・送信データと折返しデータの比較はユーザプログラムで行って下さい。

・折返しデータサイズに１～４８５ワード（Ｔ／Ｃレジスタは１～３２３ワード）の範囲を

超えて設定すると「伝送ワード数異常」(TermSTS=09H)になります。

・レジスタ種別コード(SRID/DRID)に規定以外の値を指定した場合は「レジスタ指定エラー」

(TermSTS=01H)になります。

・送信データ格納レジスタにＴレジスタを指定した場合、折返しデータ格納レジスタにＴレ

ジスタ以外を指定すると、「レジスタ指定エラー」(TermSTS=01H)になります。

Ｃレジスタでも同様です。

・Ｔレジスタに関して、基本Ｔ（０～５１１）と拡張Ｔ（５１２～９９９）をまたがって

の指定をした場合、「バウンダリエラー」(TermSTS=0AH)になります。

・データ格納レジスタで、指定された領域（先頭レジスタ＋レジスタ範囲）が自局に存在し

ない場合、「バウンダリエラー」(TermSTS=0AH)になります。
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・折返し応答時間（タイマーカウント値）をオーバーした場合、「応答タイムアウト」

(TermSTS=02H)になります。

・Ｔ２Ｎでは、下記の特殊コイル設定でレジスタごとに書き込みプロテクトを指定できます。

この場合、「メモリライトプロテクト」(TermSTS=04H)になります。

F 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ＳＷ０６７ SW C T F D RW LW W XW/YW

０ 書込許可 特殊レジスタ 入力／出力レジスタ

１ 書込禁止 カウンタレジスタ リンクレジスタ

タイマレジスタ リンクリレーレジスタ

ＰＣ内部ファイルレジスタ 補助レジスタ

拡張ファイルレジスタ(ＩＣカード) データレジスタ

ｅ）サンプルプログラム

伝送モジュールに対する他ステーション折返し要求。

本ラダープログラムはＲ００９２のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

送信データと折返しデータの比較はユーザプログラムで行って下さい。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０２４０

Ａ＋１ ０００ＦＨ ＣＭＤ番号 Ｄ０２４１

Ａ＋２ ０１Ｅ５Ｈ 折り返しデータサイズ Ｄ０２４２

Ａ＋３ ０００４Ｈ 送信データ格納レジスタ種別 Ｄ０２４３

Ａ＋４ １Ｂ５８Ｈ 送信データ格納レジスタ番号 Ｄ０２４４

Ａ＋５ ０００４Ｈ 折返しデータ格納レジスタ種別 Ｄ０２４５

Ａ＋６ １Ｄ４ＣＨ 折返しデータ格納レジスタ番号 Ｄ０２４６

Ａ＋７ ００６４Ｈ タイマーカウント Ｄ０２４７

Ａ＋８ １４６２Ｈ 折り返し先ＩＰアドレス Ｄ０２４８

Ａ＋９ ７１８５Ｈ Ｄ０２４９

Ａ＋１０ ０４０１Ｈ 折返し先ﾒｯｾｰｼﾞ伝送用UDPﾎﾟｰﾄ番号 Ｄ０２５０

・折返しデータサイズ：４８５ワード

・送信データ格納レジスタ：Ｄ７０００～

・折返しデータ格納レジスタ：Ｄ７５００～

・タイムアウト時間：１０秒

・相手局ＩＰアドレス「１３３．１１３． ９８． ２０」

↓ ↓ ↓ ↓

８５Ｈ．７１Ｈ．６２Ｈ．１４Ｈ

・折返し先メッセージ伝送用ＵＤＰポート番号：１０２５

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１２４

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１２５
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|R009A |
1|-| |-+[ 12544 MOV D0240][ 00015 MOV D0241]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */ |
| | |
| +[00485 MOV D0242]------------------------------------------------|
| | /* 折返しデータサイズセット */ |
| | |
| +[00004 MOV D0243][07000 MOV D0244]------------------------------|
| | /* 送信元レジスタ種別、先頭番号セット */ |
| | |
| +[00004 MOV D0245][07500 MOV D0246]------------------------------|
| | /* 折返し先レジスタ種別、先頭番号セット */ |
| | |
| +[ 00100 MOV D0247]------------------------------------------------|
| | /* 応答時間制限セット（１０秒）*/ |
| | |
| +[ 341995909 DMOV D0249･D0248][ 01025 MOV D0250]-------------------|
| | /* 折返し先ＩＰアドレス、ﾒｯｾｰｼﾞ伝送用UDPﾎﾟｰﾄ番号 */ |
| | |
| +[D0240 SEND RW124][ RST R009A]------------------------------------|
| /* 要求セット */ |

パラメータ…３４１９９５９０９：１４６２７１８５Ｈ

↓

８５Ｈ．７１Ｈ．６２Ｈ．１４Ｈ
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７．５ 時刻設定

伝送モジュールの内部時刻をＴ２Ｎから設定します。この情報は、伝送モジュールの事象トレース

内の時刻情報として使用されます。

◎時刻設定要求（ＳＥＮＤ命令使用）

ａ）機能

ユーザプログラムから伝送モジュールの内部時刻を設定する要求。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００１８Ｈ ＣＭＤ番号

Ａ＋２ 月 年

Ａ＋３ 時 日

Ａ＋４ 秒 分

・年、月、日、時、分、秒は「ＢＣＤコード」で入力入力して下さい。

１９９６年７月４日１４時３０分００秒の場合、

Ａ ３１００Ｈ １２５４４

Ａ＋１ ００１８Ｈ ０００２４

Ａ＋２ ０７９６Ｈ ０１９４２

Ａ＋３ １４０４Ｈ ０５１２４

Ａ＋４ ００３０Ｈ ０００４８

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ０ ０ ０ ０ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）

ｄ）重要事項

・ラン／スタンバイモードで実行可能です。

・ここで設定された時刻は、伝送モジュール内部のタイマで更新されるので、Ｔ２Ｎの時刻

とずれることがあります。１日に１回、時刻設定を行うことをお勧めします。
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ｅ）サンプルプログラム

伝送モジュールに対する時刻設定要求。

本ラダープログラムはＲ０５０８のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０１５０

Ａ＋１ ００１８Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０１５１

Ａ＋２ ０７９６Ｈ 月｜年 Ｄ０１５２

Ａ＋３ １４０４Ｈ 時｜日 Ｄ０１５３

Ａ＋４ ００３０Ｈ 秒｜分 Ｄ０１５４

指定時刻：１９９６年７月４日１４時３０分００秒

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１１０

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１１１

|R0508 R0608 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| /* 時刻設定要求 */ |
|R0608 |

2|-| |-+[ 12544 MOV D0150][ 00024 MOV D0151]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */ |
| | |
| +[ 01942 MOV D0152][ 05124 MOV D0153][ 00048 MOV D0154]------------|
| | /* 年、月、日、時、分、秒セット */ |
| | |
| +[D0150 SEND RW110][ RST R0508]------------------------------------|
| /* 要求セット */ |

パラメータ…０１９４２：０７９６Ｈ、０５１２４：１４０４Ｈ、

０００４８：００３０Ｈ
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７．６ ＲＡＳ情報読み出し

ユーザプログラムから伝送モジュールのＲＡＳ情報（内部エラー情報、事象履歴）を読み出します。

◎ＲＡＳ情報読み出し要求（ＲＥＣＶ命令使用）

ａ）機能

ユーザプログラムから伝送モジュールのＲＡＳ情報を読み出す要求。

ｂ）伝送パラメータ構成

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定

Ａ＋１ ＣＭＤ＝００１５Ｈ ＣＭＤ番号

Ａ＋２ ＤＲＩＤ ①ＲＡＳ情報格納レジスタ種別

Ａ＋３ ＤＲｅｇＮＯ ②ＲＡＳ情報格納レジスタ先頭番号

Ａ＋４ Ｋｉｎｄ ③ＲＡＳ要求種別

Ａ＋５ Ｓｔａｒｔ ④開始位置：Ｋｉｎｄ＝２、４の場合有効

Ａ＋６ ＲｅａｄＣｎｔ ⑤読み出し個数：Ｋｉｎｄ＝４の場合有効

①ＲＡＳ情報格納レジスタ種別コード

このコードは、読み出したＲＡＳ情報を格納するレジスタ種別を指定するものです。

指定可能な種別コードは図５．１を参照して下さい。

②ＲＡＳ情報格納レジスタ先頭番号

自局レジスタ種別コードで指定したレジスタの先頭番号を指定します。

③ＲＡＳ要求種別：読み出すＲＡＳ情報の種別を指定します。

１：ＲＡＳカウンタ…ＬＡＮコントローラ（回線）情報（表７．２参照）

２：ＭＩＢ情報…ＬＡＮコントローラＩ／Ｆ、ＩＰ、ＴＣＰ、ＵＤＰ情報

（表７．３～７．６参照）

３：メンテナンス用データ（利用できません）

４：事象トレース情報（表７．７参照）

５：ＲＡＳ情報クリア

④開始位置：読み出し要求種別が、２（ＭＩＢ情報）、４（トレース情報）の時のみ有効。

ＭＩＢ情報（２）…０＝ＭＩＢ＿ＩＦ

１＝ＭＩＢ＿ＩＰ

２＝ＭＩＢ＿ＴＣＰ

３＝ＭＩＢ＿ＵＤＰ

トレース情報（４）…０～１６０／０が最新情報

⑤読み出し個数：読み出し要求種別が、４（トレース情報）の時のみ有効です。

１～３０個。

ｃ）完了ステータス構成（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆビットは図４．４参照）

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ０ ０ ０ ０ ＴｅｒｍＳＴＳ

Ｂ＋１ 詳細情報（ＴｅｒｍＳＴＳ＝０ＢＨの時のみ有効）
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ｄ）重要事項

・ラン／スタンバイモードで要求可能です。

・指定されたレジスタエリアに、読み出されたＲＡＳ情報を以下のようにセットします。

RAS情報ﾜｰﾄﾞ個数 ← 指定レジスタ先頭

ＲＡＳ情報 ← 読み出すＲＡＳ情報＋１ワードのレジスタエリアを

確保しておく必要があります。

・ＲＡＳ情報格納レジスタエリアとして、ＲＡＳ情報ワード数＋１ワード分のエリアが自局

に無い場合は「バウンダリエラー」(TermSTS = 0AH)となります。

・以下の伝送パラメータの設定は、「パラメータエラー」(TermSTS=03H)になります。

・ＲＡＳ要求種別（Ｋｉｎｄ）が範囲外の場合（１～５以外）

・ＭＩＢ情報で、開始位置（Ｓｔａｒｔ）が範囲外の場合（４以上）

・事象トレース情報で、開始位置（Ｓｔａｒｔ）が範囲外の場合（１６１以上）

・事象トレース情報で、読み出し個数（ＲｅａｄＣｎｔ）が範囲外の場合（３１以上）

ｅ）サンプルプログラム

伝送モジュールに対するＲＡＳ情報読み出し。

ＲＡＳ情報格納レジスタ：Ｄ００００～

ＲＡＳ情報の種類：事象トレース、最新データから３０個分読み出し

本ラダープログラムはＲ０５０５のＡ接点をＯＮする事により実行されます。

伝送パラメータ Ｆ ０ レジスタ割付

Ａ ３１００Ｈ モジュール指定 Ｄ０１４０

Ａ＋１ ００１５Ｈ ＣＭＤ番号 Ｄ０１４１

Ａ＋２ ０００５Ｈ ＲＡＳ情報格納レジスタ種別 Ｄ０１４２

Ａ＋３ ００００Ｈ ＲＡＳ情報格納レジスタ先頭番号 Ｄ０１４３

Ａ＋４ ０００４Ｈ ＲＡＳ要求種別：事象トレース Ｄ０１４４

Ａ＋５ ００００Ｈ 開始位置：最新データ Ｄ０１４５

Ａ＋６ ００１ＥＨ 読み出し個数：３０個 Ｄ０１４６

完了ステータス Ｆ ０ レジスタ割付

Ｂ 完了ステータス ＲＷ１０８

Ｂ＋１ 詳細情報 ＲＷ１０９

|R0505 R0605 |
1|-| |---------------------------------------------------------------( )--|
| /* ＲＡＳ情報読出し */ |
|R0605 |

2|-| |-+[ 12544 MOV D0140][ 00021 MOV D0141]------------------------------|
| | /* モジュール指定、ＣＭＤ番号セット */ |
| | |
| +[ 00005 MOV D0142][ 00000 MOV D0143]------------------------------|
| | /* ＲＡＳ格納レジスタ種別、先頭番号セット */ |
| | |
| +[ 00004 MOV D0144][ 00000 MOV D0145][ 00030 MOV D0146]------------|
| | /* ＲＡＳ要求種別、情報読出し開始位置、個数セット */ |
| | |
| +[D0140 RECV RW108][ RST R0505]------------------------------------|
| /* 要求セット */ |
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ｆ）ＲＡＳ情報詳細

①ＲＡＳカウンタ…ＬＡＮコントローラ（回線）情報

ＲＡＳ情報読み出しにより、１２８ワード分が読み出されます。

表７．２ ＲＡＳカウンタ

シンボル名 内 容

RAS_CNT[0] 正常受信回数

RAS_CNT[1] バスリードエラー（受信バッファ読み出し失敗）回数

RAS_CNT[2] リモートリセットパケット受信回数

（イーサネットヘッダのタイプに「0900H」が設定されたパケット）

RAS_CNT[3] ショートパケット（パケット長が６０バイト未満）受信回数

RAS_CNT[4] アライメントエラー（受信データのビット数が８の倍数でない）回数

RAS_CNT[5] ＣＲＣエラー（受信パケットのＣＲＣチェックでエラー）回数

RAS_CNT[6] オーバーフロー（受信用バッファが一杯で受信パケットを捨てた）回数

RAS_CNT[7] 正常送信回数

RAS_CNT[8] １６回コリジョンエラー回数

RAS_CNT[9] 以下未使用

RAS_CNT[10] ・

・ ・

・ ・

・ ・

RAS_CNT[127] ・

②ＭＩＢ情報：ＭＩＢ＿ＩＦ…ＬＡＮコントローラＩ／Ｆ情報

ＲＡＳ情報読み出しにより１３ワード分が読み出されます。

表７．３ ＭＩＢ＿ＩＦ

シンボル名 内 容

MIB_IF[0] 本システムで使用可能なインタフェース番号

MIB_IF[1] 予約

MIB_IF[2] ＩＰの下位層にあたるプロトコルのインタフェースタイプ

MIB_IF[3] インタフェースが状態変化をしてからの経過時間

MIB_IF[4] インタフェースが受信した総パケット数

MIB_IF[5] 上位に転送したブロードキャスト／マルチキャストでないパケット数

MIB_IF[6] 上位に転送したブロードキャスト／マルチキャストパケット数

MIB_IF[7] 資源の制限のために破棄されたパケット数

MIB_IF[8] フォーマットエラーのために破棄されたパケット数

MIB_IF[9] 未定義のプロトコル宛に送られてきたパケット数

MIB_IF[10] インタフェースが送信した総パケット数

MIB_IF[11] ブロードキャスト／マルチキャストでない上位からのパケット数

MIB_IF[12] 上位からのブロードキャスト／マルチキャストパケット数

パケット：伝送路上を流れるデータの塊のこと（図７．１参照）
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③ＭＩＢ情報：ＭＩＢ＿ＩＰ…ＩＰプロトコル情報

ＲＡＳ情報読み出しにより１７ワード分が読み出されます。

表７．４ ＭＩＢ＿ＩＰ

シンボル名 内 容

MIB_IP[0] ＩＰゲートウェイが動作中かを示す

MIB_IP[1] ＩＰパケットのデフォルトのＴＴＬ（Time to Live）

MIB_IP[2] ＬＡＮコントローラインタフェースからの受信ＩＰ総データグラム数

MIB_IP[3] フォーマットエラーのために破棄されたＩＰデータグラム数

MIB_IP[4] 誤配送のために破棄されたＩＰデータグラム数

MIB_IP[5] 送出されたＩＰデータグラム数

MIB_IP[6] 未定義のプロトコルに宛てられたＩＰデータグラム数

MIB_IP[7] 上位に転送されたＩＰデータグラム数

MIB_IP[8] 上位から転送されたＩＰデータグラム数

MIB_IP[9] ルートが存在しないため破棄されたデータグラム数

MIB_IP[10] 受信したフラグメントが保持されていて

リアセンブルを待っている秒数の最大値

MIB_IP[11] リアセンブルが必要な受信済みＩＰフラグメントの数

MIB_IP[12] リアセンブルが成功したＩＰデータグラム数

MIB_IP[13] リアセンブルが失敗したＩＰデータグラム数

MIB_IP[14] フラグメントが成功したＩＰデータグラム数

MIB_IP[15] フラグメントに失敗し破棄されたＩＰデータグラム数

MIB_IP[16] 作成されたＩＰフラグメント数

ＩＰデータグラム：パケット内のＩＰヘッダとＩＰデータの部分

（図７．１参照）

ＩＰフラグメント：１５００バイト以上のデータを送るときに、複数のＩＰデータグラム

に分けられたもの

リアセンブル：フラグメントされたＩＰデータグラムからデータを元に戻すこと

④ＭＩＢ情報：ＭＩＢ＿ＴＣＰ…ＴＣＰプロトコル情報

ＲＡＳ情報読み出しにより１０ワード分が読み出されます。

表７．５ ＭＩＢ＿ＴＣＰ

シンボル名 内 容

MIB_TCP[0] 最大の再送タイムアウト時間（ミリ秒単位）

MIB_TCP[1] アクティブオープンのコネクション数

MIB_TCP[2] パッシブオープンのコネクション数

MIB_TCP[3] コネクション開設が失敗した回数

MIB_TCP[4] 現在開設されているコネクション数

MIB_TCP[5] 受信されたセグメント数

MIB_TCP[6] 送信されたセグメント数

MIB_TCP[7] 再送したセグメント数

MIB_TCP[8] フォーマットエラーのために破棄されたセグメント数

MIB_TCP[9] 生成されたリセットの数

セグメント：ＩＰデータグラム内のＴＣＰヘッダとＴＣＰデータ部

（図７．１参照）
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⑤ＭＩＢ情報：ＭＩＢ＿ＵＤＰ…ＵＤＰプロトコル情報

ＲＡＳ情報読み出しにより４ワード分が読み出されます。

表７．６ ＭＩＢ＿ＵＤＰ

シンボル名 内 容

MIB_UDP[0] 上位へ転送されたＵＤＰデータグラム数

MIB_UDP[1] 未使用のポートに宛てられたデータグラム数

MIB_UDP[2] フォーマットエラーのために破棄されたデータグラム数

MIB_UDP[3] 上位から転送されたデータグラム数

ＵＤＰデータグラム：ＩＰデータグラム内のＵＤＰヘッダとＵＤＰデータ部

（図７．１参照）

⑥事象トレース情報

・レコード個数：１６バイト

・レコード数 ：１６０個

・オーバフロー時の動作：古い情報を更新します。従って、常に新しい情報から１６０個の

事象トレースが確認できます。

・フォーマット：本フォーマットは伝送モジュール内部の情報であるため、バイナリコード。

但し、時刻についてはＢＣＤ表示。

Ｆ ０

事象コード

詳細情報１

詳細情報２

詳細情報３

詳細情報４

月 年

時 日 時刻情報（ＢＣＤ）

秒 分

・事象トレース項目：表７．７参照
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表７．７ 事象トレース項目

事象ｺｰﾄﾞ 詳細情報1(H) 詳細情報2(H) 詳細情報3(H) 詳細情報4(H) 内 容

0001H ROMｴﾗｰ (0160) イニシャライズ

RAMｴﾗｰ (0260) 異常

DPRAMｴﾗ-(0360)

0002H ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番地 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ NMI (0000) ﾘｰﾄﾞﾎﾟｰﾄ内容 NMI発生要因

TRAP (0001) なし

WDTﾁｪｯｸ(0002) WDTﾌﾗｸﾞ

WDTﾁｪｯｸ(0003) WDTﾌﾗｸﾞ

0004H 電源投入(0001) 起動種別

ﾘｾｯﾄSW (0002)

ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ (0003) 要求ｺｰﾄﾞ ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ ﾗｲﾄﾎﾟｰﾄ内容

0005H 初期化時(0000) 変化前ﾓｰﾄﾞ 変化後ﾓｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ変化

制御要求(0001) 変化前ﾓｰﾄﾞ 変化後ﾓｰﾄﾞ (ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ)

0007H ﾀｽｸID ﾒﾓﾘﾌﾟｰﾙ番号 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 命令格納ﾊﾞｯﾌｧ

確保異常

0008H ﾀｽｸID ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ 伝送禁止

0009H 受信応答ｺｰﾄﾞ T2Nﾄﾞﾗｲﾊﾞ受信

/応答ｺｰﾄﾞ異常

0100H CMD番号 (0011) ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ ﾗｲﾄﾎﾟｰﾄ内容 T2N-伝送ﾓｼﾞｭｰﾙ

CMD番号 (0012) UDPﾎﾟｰﾄ(0001) UDPﾎﾟｰﾄ番号 間I/F異常完了

ｽﾃｰｼｮﾝ (0002) ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽ

ｽﾃｰﾀｽ

CMD番号 (0013) 変化前ﾓｰﾄﾞ 変化後ﾓｰﾄﾞ

ﾀｽｸ起動NO. ﾀｽｸ完了ｽﾃｰﾀｽ

MAC設定ﾌﾗｸﾞ IP設定ﾌﾗｸﾞ

0200H ﾀｽｸID ｴﾗｰｺｰﾄﾞ socket(0001) ﾒｯｾｰｼﾞ伝送

bind (0002) 異常完了

sendto(0003)

ﾚﾝｸﾞｽ (0004) ﾚﾝｸﾞｽ長

recvfrom(0005)

0300H ﾀｽｸID 要求ｺｰﾄﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ｿｹｯﾄ伝送

異常完了
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プリアンブル（７バイト）

受信の同期を取るための信号

ＳＦＤ(Start Frame Delimiter)（１バイト）

相手局アドレス（６バイト）

自局アドレス（６バイト）

イーサネットタイプ（２バイト）

０８００Ｈ：ＩＰ、０８０６Ｈ：ＡＲＰ

ＩＰヘッダ（２０バイト）

ＵＤＰヘッダ ＴＣＰヘッダ

（８バイト） （２０バイト）

伝送路上を

流れる ＵＤＰデータ部

パケット （最大１４７２バイト）

(72～

1526ﾊﾞｲﾄ)

ＩＰデータ

グラム ＴＣＰデータ部

(46～ （最大１４６０バイト)

1500ﾊﾞｲﾄ)

‖

伝送路上を

流れる ＩＰ

パケットの データ部

データ部分 (最大

1480ﾊﾞｲﾄ)

ＦＣＳ(Frame Check Sequence)（４バイト）

プリアンブル、ＳＦＤ、ＦＣＳ部分を除いた部分の

３２ビットＣＲＣコード（パケットの誤り検出）

図７．１ パケットフォーマット／ＩＰデータグラム
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第８章 異常処置

本章では、伝送モジュールを使用している時に異常が発生した場合の、原因を調査する方法と対処

する方法について説明します。異常時の対処の際には、Ｔ２Ｎ本体の取扱説明書も併せて参照して下

さい。

８．１ ＬＥＤ表示

伝送モジュールはＲＵＮ、ＡＣＣのＬＥＤ表示により、モジュールの状態を表示します。

ＲＵＮの表示内容は表８．１の通りです。表８．２内のダウン情報エラーコードは、Ｔ２Ｎインタ

フェースバッファ上にあるダウン情報をＲＥＡＤ命令で読み出して確認して下さい（「７．２ ダウ

ン情報」参照）。

また、ダウン状態になるモジュールは、交換してください。

表８．１ ＲＵＮ表示内容

ＬＥＤ表示 内 容
ＲＵＮ(Run) モジュールの正常／異常（ダウンモード）を示します

点灯・・・モジュール正常
消灯・・・モジュール異常

表８．２ ＲＵＮ表示とモジュールダウン原因

ＬＥＤ組合せ表示 内 容
ＲＵＮ点灯 モジュール正常、スタンバイモード（パラメータ設定待ち）

電源投入／リセット後は本モードになります
モジュール正常、ランモード（伝送可能状態）
動作モード制御要求で本モードに変更します
（ランモードに変更するにはパラメータ設定が必要です）

ＲＵＮ消灯 動作中にモジュール異常発生、ダウンモード

ダウンモードの原因として考えられるもの ﾀﾞｳﾝ情報ｴﾗｰｺｰﾄﾞ(H)
ウォッチドッグタイムアウト発生 ００１０
メモリバスストール発生 ００２０
トラップ発生 ００３０
ジャバタイムアウト発生 ００４０
セマフォ獲得異常 ０５００、０５０１
セマフォ獲得異常 ０５０２、０５０３
ＭＢＸ受信異常 ０５０４
ＭＢＸ送信異常 ０５０５
ＴＣＰ再送キュー空きなし ０５０６
獲得したバッファが使用中 ０５０７
初期バッファの獲得が異常 ０５０８
電源投入時の自己診断で異常発生、ダウンモード

ダウンモードの原因として考えられるもの ﾀﾞｳﾝ情報ｴﾗｰｺｰﾄﾞ(H)
ＬＡＮコントローラチェック異常 ００５０
ＲＯＭのＢＣＣチェックにて不一致発生 ０１６０
システムＲＡＭエリアチェック異常 ０２６０
Ｔ２Ｎインタフェースバッファチェック異常 ０３６０
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ＡＣＣ ＬＥＤはＴ２Ｎから伝送モジュールへのアクセスを示しています。

表８．３ ＡＣＣ表示内容

ＬＥＤ表示 内 容

ＡＣＣ(Access) Ｔ２Ｎがモジュールをアクセスしているかどうかを示します

・点灯…Ｔ２Ｎからアクセスしている

・消灯…Ｔ２Ｎからアクセスしていない

・電源投入時は、伝送モジュールの初期化完了後に点灯します。

（アクセスを開始します）

電源投入後に点灯しない場合

Ｔ２Ｎがベースユニットに正しく接続されているかを確認して下さい。

上記の確認後も点灯しない場合はＴ２Ｎの不良なので、Ｔ２Ｎを交換して

下さい。

補足：故障個所の切り分けや復旧時間の短縮のためにも、予備品のご用意

を推奨します。
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８．２ 完了ステータス（エラーステータス）

完了ステータスは、ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が実行中または完了時のステータスです。ＳＥＮＤ／

ＲＥＣＶ命令が正常に完了しない場合は、完了ステータス／詳細情報（伝送モジュールエラー応答）

を参照して、命令語フォーマットやＴ２Ｎ／伝送モジュールのステータス（動作モード）を見直して

下さい。詳細情報は、完了ステータスのＴｅｒｍＳＴＳが伝送異常（０ＢＨ）の時に、完了ステータ

スの次のレジスタ（完了ステータス＋１レジスタ）に保存されます。

完了ステータスの構成は図４．４を、ＴｅｒｍＳＴＳの内容は表４．３、４．４を、詳細情報の内

容は表４．５を参照して下さい。

８．３ Ｔ２Ｎ特殊リレー／レジスタ上のステータス

Ｔ２Ｎの特殊リレー（Ｓ０００Ｂ）には伝送モジュールのステータスが反映されます。また特殊レ

ジスタ（ＳＷ０６３）には、伝送モジュールのステーションステータスが反映されます。詳しくは

「７．１ Ｔ２Ｎ特殊リレー／レジスタ」を参照して下さい。

８．４ ソケットインタフェース情報

伝送モジュールの８個分のソケットインタフェースに関する情報は、「ＲＥＡＤ命令」で読み出す

ことができます（「６．３ ソケットインタフェース情報」参照）。１個のソケットに対し、表６．

１に示す５ワードのソケットステータス情報を持っています。
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８．５ トラブルシューティング

１）モジュールが正常に立ち上がらない（スタンバイ状態にならない）場合

モジュールが正常な場合、電源投入／リセット要求により、伝送モジュールは初期化処理を行い、

スタンバイ状態（ＲＵＮ点灯）になります。

ＳＴＡＲＴ

Ｔ２Ｎの電源モジュールに Ｎｏ 電源モジュールの１次側電源を
電源が供給されていますか？ 定格どおりに供給して下さい

Ｙｅｓ

Ｔ２Ｎはベースユニット Ｎｏ スロットに正しく挿入し、固定用
に正しく装着していますか？ ねじを締めて下さい

Ｙｅｓ

ダウン情報を読み出し、モジュール
と併せて弊社に送付して下さい

２）動作中にダウンモードになった場合

対策 電源を再投入して下さい。

再発する場合は、ダウン情報を読み出し、ダウン情報と併せてＣＰＵモジュールを

弊社に送付して下さい。

３）ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了しない場合

対策 ①命令が完了するまで条件入力を「ＯＮ」にしているか確認して下さい。

②命令実行中に完了ステータス用レジスタに、ユーザプログラムから書込みを

していないか確認して下さい
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４）ランモードにならない場合

ここからはモジュールが正常に立ち上がっていることを前提に説明します。モジュールの立上げ後

にスタンバイモードからランモードに変更する場合は、動作モード制御要求の前にパラメータ設定要

求でパラメータを設定する必要があります。

ａ）パラメータ設定要求

ＳＴＡＲＴ

パラメータ設定要求を Ｎｏ ＩＰアドレス、メッセージ伝送用
実行していますか？ ＵＤＰポート番号を設定して、

パラメータ設定要求を実行下さい
Ｙｅｓ

ＳＥＮＤ命令は Ｎｏ 「ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了
完了していますか？ しない場合」を確認して下さい

Ｙｅｓ

完了ステータスを参考に、
異常の原因を取り除いて
下さい

ＥＮＤ 動作モード制御要求へ
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ｂ）動作モード制御要求

ＳＴＡＲＴ

動作モード制御要求を Ｎｏ 正しい「指定情報」を設定して
実行していますか？ 動作モード制御要求を実行下さい

Ｙｅｓ

ＳＥＮＤ命令は Ｎｏ 「ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了
完了していますか？ しない場合」を確認して下さい

Ｙｅｓ

パラメータ未設定？ Ｎｏ 伝送モジュール内部のＭＡＣアドレ
スが壊れています
ＣＰＵモジュールを交換して下さい

Ｙｅｓ

完了ステータスを参考に、
異常の原因を取り除いて
下さい

ＥＮＤ
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５）コンピュータリンク手順伝送ができない場合

ａ）上位機器側（主局）

ＳＴＡＲＴ

送信先ＩＰアドレスは Ｎｏ 従局側伝送モジュールのＩＰアドレス
従局側伝送ﾓｼﾞｭｰﾙですか？ を確認して下さい

Ｙｅｓ

従局側伝送モジュールのメッセージ伝
送信先メッセージ伝送用 Ｎｏ 送用ＵＤＰポート番号を確認下さい

ＵＤＰポートは正しいですか？ メッセージ伝送用ＵＤＰポート補足：
は送信用／受信用で別ポートです

Ｙｅｓ

コンピュータリンク手順上 Ｎｏ コンピュータリンク手順フォーマット
のエラーではない？ を確認して下さい

Ｙｅｓ
1)従局側のＩＰアドレス、メッセージ

伝送用ＵＤＰポート番号の再確認
従局側伝送ﾓｼﾞｭｰﾙにpingを Ｎｏ 2)経路上にルータが無いことを確認

発行して応答がありますか？ して下さい
3)ネットワーク確認事項を調査して

Ｙｅｓ 下さい

ネットワーク確認事項を
調査して下さい

（伝送ﾓｼﾞｭｰﾙ関連は除く）

ＥＮＤ
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ｂ）伝送モジュール側（従局）

ＳＴＡＲＴ

ステーションステータスが Ｎｏ 動作モード制御要求で「ラン＋
ラン＋メッセージ伝送許可？ メッセージ伝送許可」にして下さい

Ｙｅｓ
1)上位コンピュータのＩＰアドレスを

確認して下さい
上位コンピュータにpingを Ｎｏ 2)経路上にルータが無いことを確認

発行して応答がありますか？ して下さい
3)ネットワーク確認事項を調査して

Ｙｅｓ 下さい

ＲＡＳ情報読出で 伝送路上の異常が考えられるので
エラーカウンタが Ｎｏ ネットワーク確認事項を調査して
通信中にカウント 下さい

していない？
ＲＡＳエラーカウンタ：アライメントエラー

Ｙｅｓ ショートパケット
ＣＲＣエラー

ＥＮＤ
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６）ＰＣリンク手順伝送ができない場合

ａ）主局側伝送モジュール

ＳＴＡＲＴ

ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令は Ｎｏ 「ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了
完了していますか？ しない場合」を確認して下さい

Ｙｅｓ

応答タイムアウトですか？ Ｎｏ ステーションステータスが
(TermSTS=02H) ラン＋メッセージ伝送許可？

Ｙｅｓ Ｙｅｓ Ｎｏ

完了ステータスを参考に 動作モード制御要求で
異常の原因を取り除いて 「ラン＋メッセージ伝送」
下さい にして下さい

送信先ＩＰアドレスは Ｎｏ 従局側伝送モジュールのＩＰアドレス
従局側伝送ﾓｼﾞｭｰﾙですか？ を確認して下さい

Ｙｅｓ

従局側伝送モジュールのメッセージ伝
従局側メッセージ伝送用 Ｎｏ 送用ＵＤＰポート番号を確認下さい

ＵＤＰポートは正しいですか？ メッセージ伝送用ＵＤＰポート補足：
は送信用／受信用で別ポートです

Ｙｅｓ

1)従局側のＩＰアドレス、メッセージ
伝送用ＵＤＰポート番号の再確認

従局側伝送ﾓｼﾞｭｰﾙにpingを Ｎｏ 2)経路上にルータが無いことを確認
発行して応答がありますか？ して下さい

3)ネットワーク確認事項を調査して
Ｙｅｓ 下さい

ＲＡＳ情報読出で 伝送路上の異常が考えられるので、
エラーカウンタが Ｎｏ ネットワーク確認事項を調査して
通信中にカウント 下さい

していない？
ＲＡＳエラーカウンタ：アライメントエラー

Ｙｅｓ ショートパケット
ＣＲＣエラー

ＥＮＤ
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ｂ）従局側伝送モジュール

ＳＴＡＲＴ

ステーションステータスが Ｎｏ 動作モード制御要求で「ラン＋
ラン＋メッセージ伝送許可？ メッセージ伝送許可」にして下さい

Ｙｅｓ
1)主局側のＩＰアドレスの確認をして

下さい
主局側伝送ﾓｼﾞｭｰﾙにpingを Ｎｏ 2)経路上にルータが無いことを確認

発行して応答がありますか？ して下さい
3)ネットワーク確認事項を調査して

Ｙｅｓ 下さい

ＲＡＳ情報読出で 伝送路上の異常が考えられるので
エラーカウンタが Ｎｏ ネットワーク確認事項を調査して
通信中にカウント 下さい

していない？
ＲＡＳエラーカウンタ：アライメントエラー

Ｙｅｓ ショートパケット
ＣＲＣエラー

ＥＮＤ
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７）ＵＤＰソケットで伝送ができない

ａ）オープン要求、クローズ要求

ＳＴＡＲＴ

ＳＥＮＤ命令は Ｎｏ 「ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了
完了していますか？ しない場合」を確認して下さい

Ｙｅｓ

ステーションステータスが Ｎｏ 動作モード制御要求で「ラン＋
ラン＋ソケット伝送許可？ ソケット伝送許可」にして下さい

Ｙｅｓ

完了ステータスを参考に、
異常の原因を取り除いて
下さい

ＥＮＤ
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ｂ）送信要求

ＳＴＡＲＴ

ＳＥＮＤ命令は Ｎｏ 「ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了
完了していますか？ しない場合」を確認して下さい

Ｙｅｓ

ステーションステータスが Ｎｏ 動作モード制御要求で「ラン＋
ラン＋ソケット伝送許可？ ソケット伝送許可」にして下さい

Ｙｅｓ

送信先ＩＰアドレスは Ｎｏ 相手局伝送モジュールのＩＰアドレス
相手局伝送ﾓｼﾞｭｰﾙですか？ を確認して下さい

Ｙｅｓ

自局／相手局のＵＤＰポート Ｎｏ 自局／相手局ＵＤＰポートをオープン
はオープン済みですか？ して下さい

Ｙｅｓ

完了ステータス Ｎｏ 完了ステータスを参考にして、異常の
は正常完了？ 原因を取り除いて下さい

Ｙｅｓ
1)相手局のＩＰアドレス、ソケット

伝送用ＵＤＰポート番号の再確認
相手局伝送ﾓｼﾞｭｰﾙにpingを Ｎｏ 2)経路上にルータが無いことを確認

実行して応答がありますか？ して下さい
3)ネットワーク確認事項を調査して

Ｙｅｓ 下さい

ＲＡＳ情報読出で 伝送路上の異常が考えられるので、
エラーカウンタが Ｎｏ ネットワーク確認事項を調査して
通信中にカウント して下さい

していない？
ＲＡＳエラーカウンタ：アライメントエラー

Ｙｅｓ ショートパケット
ＣＲＣエラー

ＥＮＤ
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ｃ）受信要求

ＳＴＡＲＴ

ＲＥＣＶ命令は Ｎｏ 待ち時間は Ｎｏ 「ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ
完了しますか？ 無制限ですか？ 命令が完了しない場合」

を確認して下さい
Ｙｅｓ Ｙｅｓ

①

タイムアウト ステーション 動作モード制御要求で
になりますか？ Ｎｏ ステータスが Ｎｏ 「ラン＋ソケット伝送」
TermSTS=0BH 「ラン＋ソケット にして下さい
詳細=0020H 伝送許可？」

Ｙｅｓ Ｙｅｓ

① 自局ポートは Ｎｏ 自局のＵＤＰポートを
オープン済み？ オープンして下さい

Ｙｅｓ

完了ステータスを参考に
異常の原因を取り除いて
下さい

相手局は送信 Ｎｏ 相手局で送信して下さい
していますか？

Ｙｅｓ

相手局の
ＩＰアドレス Ｎｏ 相手局ＩＰアドレス、ＵＤＰポート

ＵＤＰポート番号 番号を確認して下さい
は正しいですか

Ｙｅｓ

1)相手局のＩＰアドレス、ソケット
相手局にpingを 伝送用ＵＤＰポート番号の再確認
実行して応答が Ｎｏ 2)経路上にルータが無いことを確認
ありますか？ して下さい

3)ネットワーク確認事項を調査して
下さい

Ｙｅｓ

ＲＡＳ情報読出で 伝送路上の異常が考えられるので、
エラーカウンタが Ｎｏ ネットワーク確認事項を調査して
通信中にカウント して下さい

していない？
ＲＡＳエラーカウンタ：アライメントエラー

Ｙｅｓ ショートパケット
ＣＲＣエラー

ＥＮＤ
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８）ＴＣＰソケットで伝送ができない

ＴＣＰソケットでのトラブルシューティングには、「ＴＣＰソケットインタフェースの注意事項」

（「６．２ 伝送モジュールソケットインタフェース使用上の注意事項」参照）も併せてご覧下さい。

ａ）オープン要求

ＳＴＡＲＴ

ＳＥＮＤ命令は Ｎｏ 待ち時間は Ｎｏ 「ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ
完了しますか？ 無制限ですか？ 命令が完了しない場合」

を確認して下さい
Ｙｅｓ Ｙｅｓ

①

タイムアウト ステーション
になりますか？ Ｎｏ ステータスが Ｎｏ 動作モード制御要求で
TermSTS=0BH 「ラン＋ソケット 「ラン＋ソケット伝送」
詳細=0020H 伝送許可？」 にして下さい

Ｙｅｓ
Ｙｅｓ

① 完了ステータスを参考に
異常の原因を取り除いて
下さい

パッシブオープン
のソケットに対して Ｎｏ コネクションを確立するソケット同士
アクティブオープン で役割を決めて下さい
をしていますか？

Ｙｅｓ

相手先の
ＩＰアドレス Ｎｏ 相手先ＩＰアドレス、ＴＣＰポート

ＴＣＰポート番号 番号を確認して下さい
は正しいですか

Ｙｅｓ

1)相手局のＩＰアドレス、ソケット
相手局にpingを 伝送用ＴＣＰポート番号の再確認
実行して応答が Ｎｏ 2)経路上にルータが無いことを確認
ありますか？ して下さい

3)ネットワーク確認事項を調査して
下さい

Ｙｅｓ

ＲＡＳ情報読出で 伝送路上の異常が考えられるので、
エラーカウンタが Ｎｏ ネットワーク確認事項を調査して
通信中にカウント して下さい

していない？
ＲＡＳエラーカウンタ：アライメントエラー

Ｙｅｓ ショートパケット
ＣＲＣエラー

ＥＮＤ
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ｂ）クローズ要求

ＳＴＡＲＴ

ＳＥＮＤ命令は Ｎｏ 「ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了
完了していますか？ しない場合」を確認して下さい

Ｙｅｓ

ステーションステータスが Ｎｏ 動作モード制御要求で「ラン＋
ラン＋ソケット伝送許可？ ソケット伝送許可」にして下さい

Ｙｅｓ

完了ステータスを参考に、
異常の原因を取り除いて
下さい

ＥＮＤ
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ｃ）送信要求

ＳＴＡＲＴ

ＳＥＮＤ命令は Ｎｏ 「ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令が完了
完了しますか？ しない場合」を確認して下さい

Ｙｅｓ

ステーショステータスが Ｎｏ 動作モード制御要求で「ラン＋
ラン＋ソケット伝送許可？ ソケット伝送許可」にして下さい

Ｙｅｓ

ＴＣＰコネクション Ｎｏ 自局／相手局ＴＣＰポートをオープン
は確立済みですか？ して下さい

Ｙｅｓ

ソケットステータスの ”１” ソケットをクローズして下さい
RCLOSEビットは？

完了ステータス：未オープン(TermSTS=0BH、詳細=0081H)
”０”

ソケットステータスの ”１” ソケットをクローズして下さい
NOACKビットは？

完了ステータス：プロトコルエラー(TermSTS=0BH、詳細=0091H)
”０”

完了ステータスが
タイムアウトですか？ Ｎｏ 完了ステータスを参考に異常原因を

TermSTS=0BH 取り除いて下さい
詳細=0020H

Ｙｅｓ

・送信処理が混雑しているため、要求を受け付けられません
→ユーザプログラムを見直して下さい

・受信側にデータが蓄積されていると、送信できなくなることがあります
→受信側処理を確認して下さい

1)相手局のＩＰアドレス、ソケット伝送用
相手局にpingを実行 Ｎｏ ＴＣＰポート番号の再確認をして下さい

して応答がありますか？ 2)経路上にルータが無いことを確認して下さい
3)ネットワーク確認事項を調査して下さい

Ｙｅｓ

ＲＡＳ情報読出で
エラーカウンタが Ｎｏ 伝送路上の異常が考えられるので、
通信中にカウント ネットワーク確認事項を調査して下さい

していない？
ＲＡＳエラーカウンタ：アライメントエラー

Ｙｅｓ ショートパケット
ＣＲＣエラー

ＥＮＤ
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ｄ）受信要求

ＳＴＡＲＴ

ＲＥＣＶ命令は Ｎｏ 待ち時間は Ｎｏ 「ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ
完了しますか？ 無制限ですか？ 命令が完了しない場合」

を確認して下さい
Ｙｅｓ Ｙｅｓ

①

タイムアウト ステーション 動作モード制御要求で
になりますか？ Ｎｏ ステータスが Ｎｏ 「ラン＋ソケット伝送」
TermSTS=0BH 「ラン＋ソケット にして下さい
詳細=0020H 伝送許可？」

Ｙｅｓ Ｙｅｓ

① コネクションは Ｎｏ 相手局とコネクションを
確立済み？ 確立して下さい

Ｙｅｓ

完了ステータスを参考に
異常の原因を取り除いて
下さい

相手局は送信 Ｎｏ 相手局で送信して下さい
していますか？

Ｙｅｓ

相手局にpingを 1)相手局のＩＰアドレス、ソケット伝送用
実行して応答が Ｎｏ ＴＣＰポート番号の再確認をして下さい
ありますか？ 2)経路上にルータが無いことを確認して下さい

3)ネットワーク確認事項を調査して下さい

Ｙｅｓ

ＲＡＳ情報読出で
エラーカウンタが Ｎｏ 伝送路上の異常が考えられるので、
通信中にカウント ネットワーク確認事項を調査して下さい

していない？
ＲＡＳエラカウンタ：アライメントエラー

Ｙｅｓ ショートパケット
ＣＲＣエラー

ＥＮＤ
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９）ネットワーク確認事項（伝送モジュール）

確認事項 対策

伝送媒体取付 1)ツイストペアケーブルは伝送モジュ 1)ツイストペアケーブルの接続を確認

１０ＢＡＳＥ ールとＨＵＢに接続していますか？ してください。

－Ｔ 2)ツイストペアケーブル長は 5)１０ＢＡＳＥ－Ｔのセグメント長は

何ｍですか？ 最大１００ｍです

（セグメント長）

伝送路確認 1)ネットワーク上の全ノード間で 1)ケーブル配線を調べてください

ｐｉｎｇの応答がありますか？ （コネクタ接続／ケーブル破損）

2)ネットワーク上のコリジョン 2)ネットワークの負荷が高いため、

が頻繁に発生しますか？ ・伝送効率が低下します（ＴＣＰ）

（コリジョンを示す表示がどこかで ・パケットが破棄される可能性が

確認できますか？） あります（ＵＤＰ）

回線の使用状況を見直して下さい

3)ＲＡＳ情報読出でエラーカウンタが 3)ケーブル、ＨＵＢ等に接続不良が

送信中にカウントしますか？ ないか確認して下さい

エラーカウンタ：アライメントエラー ケーブルの配線経路上に近接した

ショートパケット ノイズ源があるか確認して下さい

ＣＲＣエラー
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第９章 据付／配線工事

９．１ 設置環境

伝送モジュールは「Ｔ２Ｎ本体ハードウェア説明書」の「４．１ 設置環境」に記載してある、設

置環境で使用して下さい。また伝送モジュールを収納した盤の設置は、「４．１ 設置環境」に記載

の事項に注意して設置を行って下さい。

注意

１．Ｔ２Ｎ本体ハードウェア説明書に記載されている環境で使用して下さい。

規定以外の環境で使用した場合、感電、火災、故障、誤動作の原因と

なることがあります。

２．Ｔ２Ｎ本体ハードウェア説明書に記載されている取り付け方法に従って

取り付けて下さい。

指定方向以外の取り付け、または取り付けに不備がありますと、落下、

火災、故障、誤動作の原因になることがあります。
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９．２ ネットワーク敷設

ネットワーク構成機器については、「３．２ ネットワーク構成機器」を参照して下さい。ここで

は、制御盤外、制御盤内での敷設要領を説明します。またツイストペアケーブル、同軸ケーブル、Ａ

ＵＩケーブル、ＭＡＵについて個別の注意事項を説明します。

注意

ネットワーク敷設上の基本注意事項

１．ネットワークケーブルの敷設工事を行うときは、十分な安全対策と規格

に沿った工事を行って下さい。ネットワークの敷設の規格は、

「ＪＩＳ Ｘ５２５２」を参照して下さい。

２．安全対策、規格に詳しい専門業者に敷設工事を依頼されることを推奨

します。

３．１０ＢＡＳＥ５／１０ＢＡＳＥ２／１０ＢＡＳＥ－Ｔのネットワーク

構成機器をノイズの多い環境に敷設することは避けて下さい。敷設す

る必要がある場合は、以下に述べるノイズ対策を必ず実施して下さい。

１）盤外敷設要領

ａ）敷設環境と適用工事

ケーブルの敷設は環境に合わせ、一般的に下表に示す工事を行います。

表９．１ 敷設環境と適用工事

ケーブル敷設を行う環境

工事内容

大分類 小分類

ケーブルに損傷を 配管によらない工事

与えない場所 配管工事

ケーブルに損傷を 通常、人、物の移動がある場 配管工事

与える場所 所

湿気、薬品、油、熱等の影響 金属管工事

を受ける場所

ネズミ等の動物によりケーブ 配管工事

ルに損傷の受ける恐れのある

場所

著しい機械的衝撃または重量 金属管工事

物の圧力を受ける場所

電磁誘導障害の恐 ケーブルの離隔と保護工

れがある場所 事 金属管工事

「配管工事」と記したところは、金属管、硬質ビニル管のどちらを用いても可とします。
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ｂ）配管によらない工事要領

①ケーブル保護のためのフロアダクトを通すか、ワイヤプロテクタケーブルカバーを用います。

なお、この時強電流線と混同しないようにします。

②ケーブルに損傷を与えないように、壁隙に配線したり、電磁気誘導障害を及ぼさない装置等の

床下に配線します。

③低圧屋内配線と平行、接近または交差する場合はケーブルの離隔基準を守って下さい。

④床からはなして壁等に取り付ける場合または垂直配線する場合は、ケーブルに損傷を与えない

ように約３ｍ間隔で固定して下さい。

⑤ケーブルを曲げる場合、その曲率半径はケーブルの最小曲げ半径を越えないようにして下さい。

ｃ）配管工事における注意事項

①同一管内に強電流線が混在しないようにします。

②管を湾曲させる場合は、その角度を９０°以内とします。

③管を湾曲させる場合は、その曲率半径は管内計径の６倍以上でかつ管内のケーブルの最小曲げ

半径を越えないようにします。

④金属管は接地します。

ｄ）他の配線との分離

同軸ケーブルは、原則として電力線及び磁界・電界を発生する機器から２ｍ離して配線します。

２ｍの離隔距離が難しい場合は、誘導源の実際の電圧及び電流により下表を参考しして離隔距離

を決定して下さい。但し、伝送信号は微弱信号であるため誘導源は４４０Ｖ，１００Ａ以下に抑

えて下さい。

表９．２ 推奨最小離隔距離

誘導源 最小平行線間距離（ｍｍ）

電圧、電流 100A超過 100A以下 50A以下 10A以下

440V超過 2000 2000 2000 2000

440V以下 2000 600 600 600

220V以下 2000 600 600 500

110V以下 2000 600 500 300

60V以下 2000 500 300 150
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また耐ノイズ性を考慮し、蓋付きの金属ケーブルダクトまたは鋼製防護管の使用を推奨します。

この場合、平行配線における電力線と推奨最小離隔距離を次表に示します

表９．３ 推奨最小離隔距離（蓋付き金属ダクト及び金属管施工）（単位ｍｍ）

ケーブルの敷設方法 蓋付きダクトまたは鋼製防護管

延平行距離 10m 25m 100m 200m 500m 501m

以下 以下 以下 以下 以下 以上

電 125V以下10A以下 10 10 50 100 200 250

力 250V以下50A以下 10 50 150 200 250 250

ケ 400V以下100A以下 50 100 200 250 250 250

500V以下200A以下 100 200 250 250 250 250

ー

ブ

ル 上記を越えるもの 500以上

＜マイクロコンピュータ応用計測制御機器設置環境ガイドライン＞

（日本電気計測器工業会）より

ケーブルダクトを使用する場合は、下図のように、内部にセパレータ（鋼製）を置いて、電力

ケーブルと分離して下さい。

金属ダクト

セパレータ

○ ○ ○ ○ ○

同軸 電力ケーブル

ケーブル 計装電源線

電磁弁・操作信号線等

図９．１ ダクト内敷設例

ピット内の敷設に関してもダクト内と同様にセパレータを使用して下さい。

セパレータ（鋼製）

信号線 電源

○ ○ ○ ○

接地（第３種接地）

図９．２ ピット内敷設例
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ｅ）敷設ルート

伝送ケーブルを敷設する上で望ましいルートの順序は次の通りです。

①専用ルート使用する場合

②計算機システム専用ルートを使用する場合

③一般計装専用ルートを使用する場合

④プラント制御専用ルートを使用する場合

２）盤内敷設要領

伝送モジュールでは、１０ＢＡＳＥ－Ｔですので、ツイストペアケーブルが接続されます。

盤内でのケーブル配線は次の点に注意して下さい。

ａ）配線経路

本ツイストペアケーブルの配線は盤内の微弱信号ルートを使用して下さい。

特に電源ケーブルからは５０ｃｍ以上離隔して下さい。

ｂ）ケーブルの固定

ケーブルの自重がコネクタに直接かからないようにクランプ材で固定して下さい。

また、ケーブルの曲げはケーブルの最小曲げ半径を越えないようにして下さい。

３）ツイストペアケーブル（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）敷設、配線時の注意事項

ａ）ツイストペアケーブルは盤内で使用して下さい。盤外で使用する場合は専門業者にご相談下さ

い。

４）同軸ケーブル（１０ＢＡＳＥ５、１０ＢＡＳＥ２）敷設、配線時の注意事項

ａ）同軸ケーブルは屋内で使用して下さい。屋外で使用する場合は専門業者にご相談下さい。

ｂ）同軸ケーブルの両端には必ずターミネータを取り付けて下さい。

ｃ）同軸ケーブルの設置ポイント以外の金属露出部は、大地や他の金属部分と接触しないように、

絶縁して下さい。

１０ＢＡＳＥ５：プラグ、アダプタ、ターミネータ

１０ＢＡＳＥ２：ＢＮＣプラグ、アダプタ、ターミネータ、Ｔ分岐コネクタ

ｄ）同軸ケーブルの外部導体は安全のために、第３種接地（１点接地）を行ってください。

またネットワーク専用の接地を用意して、他の機器と共用しないで下さい。

ｅ）同軸ケーブルの許容曲げ半径等の物理的特性値はメーカに問い合わせて下さい。

ｆ）高温、多湿な環境、塵埃、オイルミストの有る場所は避けて敷設して下さい。

５）ＡＵＩケーブル敷設、配線時の注意事項

ａ）ＡＵＩケーブルをＨＵＢおよびＭＡＵのコネクタに接続するときは、スライドラッチを使用し

て、確実に固定して下さい。

ｂ）ＡＵＩケーブルの許容曲げ半径等の物理的特性値はメーカに問い合わせて下さい。

ｃ）高温、多湿な環境、塵埃、オイルミストの有る場所は避けて敷設して下さい。

６）ＭＡＵ（１０ＢＡＳＥ５）設置時の注意事項

ａ）同軸ケーブル上に２．５ｍ間隔についているマークの場所に取り付けて下さい。

ｂ）取り付け方法は、メーカによって異なることがあるため、ＭＡＵの取扱説明書をご覧下さい。

ｃ）同軸ケーブル側で接地されるため、ＭＡＵ本体は絶縁取り付けをして下さい。

ｄ）ノイズを発生する機器の近くに敷設しないで下さい。設置しなければならない場合は、ＭＡＵ

収納箱を設けて、ＭＡＵを絶縁取り付けします。また収納箱は必ず接地して下さい。

ｅ）高温、多湿な環境、塵埃、オイルミストの有る場所は避けて敷設して下さい。
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付録１ 保守・点検

定期点検

下記の項目を定期的（６ヶ月に１度程度）に確認して下さい。また周囲の状況・環境が変わった場

合にも確認を行って下さい。

付表１ 定期点検項目

点検項目 点検内容 判定基準 異常時の対策

電源関係 電源端子で電源電圧の 仕様範囲内であること 入力電圧を規定範囲内に

(Ｔ２Ｎ側電源) 測定をする する

電源端子ネジのゆるみは ゆるみのないこと 電源を切り、ドライバで

ないか ネジを締め付ける

配線ケーブルの損傷は 損傷のないこと 電源を切り、ケーブルを

ないか 再配線する

取付状態 モジュールはしっかりと ゆるみ、ガタのないこと カチッと音がなるまでし

固定されているか っかりと押し込む

伝送ケーブルの １０ＢＡＳＥ５：

接続 ＡＵＩケーブルはしっか ゆるみ、ガタがないこと ケーブルをコネクタにし

り固定されているか １０ＢＡＳＥ５コネクタ っかり差し込んでから、

のスライドラッチが、 スライドラッチをロック

ロック位置にあること 側にスライドする

１０ＢＡＳＥ２：

同軸ケーブルはしっかり ゆるみ、ガタがないこと Ｔ型コネクタをしっかり

固定されているか Ｔ型コネクタのロックが 差し込んでから、Ｔ型コ

掛かっていること ネクタのロックをかける

１０ＢＡＳＥ－Ｔ：

ツイストペアケーブルは ゆるみ、ガタがないこと ツイストペアケーブルを

しっかり固定されている モジュラージャックが抜 モジュラージャックにカ

か けないこと チッと音がなるまでしっ

かり差し込む

伝送ケーブルの １０ＢＡＳＥ５／２／

配線 －Ｔ： 損傷のないこと システムを停止し、電源

(9.4 ネット ケーブルに損傷はないか を切り、再配線をする

ワーク敷設を

参照) 動力線等の近くに配線さ 動力線等が近くにないこ 動力線等から離す

れていないか と シールドをする

周囲状況 温度、湿度、振動、ほこ 一般仕様内であること 仕様内に入るように改善

り等が規定値以内か確認 する
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注意

１．モジュール、端子台、ケーブルの着脱は必ず電源を切った状態で行って

下さい。

電源が入ったままの状態で作業しますと、感電の恐れがあり、

また誤動作、故障の原因となることがあります。

２．システムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常

点検、定期点検、清掃を実施して下さい。

３．モジュールが正常に動作しない場合は、本書の「異常処置」を参考に

確認して下さい。

故障発生時は、支社店(販売店)又はサービス代理店に連絡し、返却及び

修理依頼をして下さい。

当社または指定サービス代理店以外での修理は、動作および安全の保証

はいたしかねます。

４．モジュールのハードウェアの分解、改造またはソフトウェアの改造は、

絶対に行わないで下さい。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。

５．点検時にモジュールの電源端子台にて電圧を測定する場合には、十分に

注意して作業を行って下さい。

感電の恐れがあります。

６．モジュールの交換は必ず電源を切った状態で、行って下さい。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

７．煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のままで使用しないで下さい

火災、感電、故障の原因になります。

このような場合は、直ちに全ての電源を切って、支社店(販売店)または

サービス代理店に連絡して下さい。

お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないで下さい。



- 157 -

ＰＵ２３５Ｎ／２４５Ｎイーサネット部取扱説明書 ６Ｅ３Ｂ０７１２

付録２ 要求コード一覧

伝送モジュールに対するＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令で使用する、要求コード（ＣＭＤ）の一覧表を示

します。各要求コードの説明は、表中の「本文説明部」にある章／項を参照してください。

付表２ 伝送ﾓｼﾞｭｰﾙに対する要求コード

機 能 名 機 能 命令語 ＣＭＤ／分類 本文説明部
リセット要求 モジュールのリセット SEND ００１１Ｈ／① ４．３

パラメータ設定要求 モジュールパラメータの設定 SEND ００１２Ｈ／① ４．４

動作モード制御要求 動作モード設定 SEND ００１３Ｈ／① ４．５

他ステーション確認 ネットワーク上の他ノード存在 SEND ００１４Ｈ／① ７．３
要求 確認
ＲＡＳ情報読み出し モジュールのＲＡＳ情報の読み RECV ００１５Ｈ／① ７．６
要求 出し
時刻設定要求 モジュール内部の時刻設定 SEND ００１８Ｈ／① ７．５

事象トレースの時刻情報
レジスタリード要求 他Ｔ２Ｎのレジスタデータを RECV ００２１Ｈ／② ５．４
（ＰＣリンク機能） 自Ｔ２Ｎのレジスタに読み込む
レジスタライト要求 他Ｔ２Ｎのレジスタへ自Ｔ２Ｎ SEND ００２１Ｈ／② ５．３
（ＰＣリンク機能） のレジスタデータを書き込む
他ステーション ネットワーク上の他伝送ﾓｼﾞｭｰﾙ SEND ０００ＦＨ／② ７．４
折返し要求 に対して折返しテストを行う
ＵＤＰオープン要求 ＵＤＰソケットをオープンする SEND ００３１Ｈ／③ ６．４（１）

ＵＤＰ送信要求 ＵＤＰオープンソケットから SEND ００３２Ｈ／③ ６．４（２）
データを送信する

ＵＤＰ受信要求 ＵＤＰオープンソケットが受信 RECV ００３３Ｈ／③ ６．４（３）
しているデータを読み出す

ＵＤＰクローズ要求 ＵＤＰオープンソケットを SEND ００３４Ｈ／③ ６．４（４）
クローズ（終了）する

ＴＣＰオープン要求 ＴＣＰソケットをオープンする SEND ００３５Ｈ／③ ６．４（５）

ＴＣＰ送信要求 ＴＣＰオープンソケットから SEND ００３７Ｈ／③ ６．４（６）
データを送信する

ＴＣＰ受信要求 ＴＣＰオープンソケットが受信 RECV ００３８Ｈ／③ ６．４（７）
しているデータを読み出す

ＴＣＰクローズ要求 ＴＣＰオープンソケットを SEND ００３９Ｈ／③ ６．４（８）
クローズ（終了）する

・要求コード（ＣＭＤ）分類の①～③の意味は以下の通りです。

①：モジュール制御、②：ＰＣリンク手順伝送、③：ソケットインタフェース伝送

・１台の伝送モジュールに対して、分類①のＣＭＤを実行中に、分類①内のＣＭＤをさらに要求した

場合、完了ステータスが「伝送ポート命令ビジー」になり、その要求は待ち状態になります。先に

実行していたＣＭＤが終了してから、待ち状態の要求は実行されます（分類②でも同様）。

・１台の伝送モジュールに対して分類③のＣＭＤを要求する場合、命令を実行しているソケット対し

て分類③のＣＭＤをさらに要求すると、完了ステータスが「伝送ポート命令ビジー」になり、実行

待ち状態になります。先に実行していたＣＭＤが終了してから、待ち状態の要求は実行されます。

・８本あるソケットはそれぞれ独立に分類③の命令を受け付け、実行することができます。
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付録３ 完了ステータス一覧

ＳＥＮＤ／ＲＥＣＶ命令の実行中または完了時に、指定したレジスタにセットされるステータスの

構成を付図１に示します。完了ステータスのＴｅｒｍＳＴＳの内容を付表３、４に示します。また、

完了ステータスの次のレジスタにセットされる詳細情報（伝送モジュールエラー応答）の内容を付表

５に示します。

Ｂ 完了ステータス

Ｂ＋１ 詳細情報

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｂ ＳｐｏｒｔＮＯ

ＴｅｒｍＳＴＳ

異常時のみ ０：自局で異常発生

１：相手局で異常発生

ソケット識別子：ソケットインタフェース伝送命令のみ有効

（それ以外の命令では「０」）

status ０：初期状態

１：送信要求中

busy ０：初期状態 ２：送信完了および受信待ち状態

１：伝送ポートビジー ３：受信完了

abn ０：正常完了

１：異常完了

付図１ 完了ステータス構成

付表３ ＴｅｒｍＳＴＳの内容（その１）

TermSTS 名 称 意 味

００Ｈ 正常完了

０１Ｈ レジスタ指定エラー ・下記の要求で、データを格納するレジスタをＸＷ、ＹＷ

Ｗ、ＬＷ、ＲＷ、Ｄ、Ｆ、Ｔ、Ｃ、ＳＷ以外にした場合

要求：ＲＡＳ情報読み出し、他ステーション折返し、

ＵＤＰ送信／受信、ＴＣＰ送信／受信、

レジスタリード／ライト

・レジスタリード／ライト要求で、Ｔレジスタデータから

Ｔレジスタ以外に読込／書込する場合

（Ｃレジスタも同様）

０２Ｈ 応答タイムアウト ・他ステーション折返し、レジスタリード／ライト要求で

設定時間を超えても応答が返らない場合
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付表４ ＴｅｒｍＳＴＳの内容（その２）

TermSTS 名 称 意 味

０３Ｈ パラメータエラー ・機種コードに３以外を指定した場合

・チャネル番号に１以外を指定した場合

・ＳＥＮＤ命令で下記以外のコマンド番号を指定した場合

000FH、0011H～0014H、0018H、0021H、0031H、0032H

0034H、0035H、0037H、0039H

・ＲＥＣＶ命令で下記以外のコマンド番号を指定した場合

0015H、0021H、0033H、0038H

・ソケット識別子に１～８以外を指定した場合

（６．４ 伝送ﾓｼﾞｭｰﾙソケットインタフェースの使用

方法参照）

・ＲＡＳ情報読み出し要求でのパラメータ指定不正

（７．６ ＲＡＳ情報読み出し参照）

０４Ｈ メモリライトプロテクト ・レジスタライトで相手局のレジスタが書込禁止の場合

・レジスタリードで自局のレジスタが書込禁止の場合

０５Ｈ （予約）

０６Ｈ モジュールエラー ・モジュールがダウン状態にある場合

イニシャライズ中 ・モジュールがイニシャライズ（初期化）中の場合

送信完了タイムアウト ・Ｔ２Ｎ内のタイマで、タイムアウトが発生した場合

要求：ＵＤＰオープン、ＵＤＰ送信、ＵＤＰクローズ、

ＴＣＰ送信、ＴＣＰクローズ

０７Ｈ 送信チャネル（ＣＨ） ・対象となる伝送モジュールが実装されていない場合

なし

０８Ｈ ステーションアドレス ・相手先ＩＰアドレスに自局ＩＰアドレスを指定した場合

範囲外 要求：他ステーション折返し要求、

レジスタリード／ライト要求

０９Ｈ 伝送ワード数異常 ・レジスタリード／ライト、他ステーション折返し要求

で、０ワードまたは４８６ワード以上を指定した場合

・ＵＤＰ／ＴＣＰソケットの送信／受信要求で、０ワード

または１００１ワード以上を指定した場合

０ＡＨ バウンダリエラー ・データ格納レジスタで、指定された領域（先頭レジスタ

＋レジスタ範囲）がＴ２Ｎ上に存在しない場合

要求：ＲＡＳ情報読み出し、他ステーション折返し、

ＵＤＰ送信／受信、ＴＣＰ送信／受信、

レジスタリード／ライト

０ＢＨ 伝送異常 ・伝送ﾓｼﾞｭｰﾙがエラーの応答をしている場合

Ｂ＋１に詳細情報（伝送ﾓｼﾞｭｰﾙの応答ステータス）有り

０ＣＨ Ｉ／Ｏ無応答発生 ・Ｔ２Ｎから伝送ﾓｼﾞｭｰﾙにアクセスできない場合

０ＤＨ （予約）

０ＥＨ 送信データ容量オーバー ・転送データが増大してＴ２Ｎ内でリソース不足で要求

が捨てられる場合

・Ｔ２Ｎの再送信がタイムアウトする場合

０ＦＨ （予約）
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付表５ 詳細情報（伝送ﾓｼﾞｭｰﾙエラー応答）

エラー名称 コード 内容

正常完了 0001H 要求の正常完了

自局故障 0002H 自局がﾀﾞｳﾝﾓｰﾄﾞ

自局ｽﾀﾝﾊﾞｲ 0003H ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞでﾃﾞｰﾀ伝送(ｿｹｯﾄｲﾝﾀﾌｪｰｽ／PCﾘﾝｸ手順伝送)を要求した

ﾀｲﾑｱｳﾄ 0020H TCPｵｰﾌﾟﾝ／受信処理、UDP受信処理でﾀｲﾑｱｳﾄ発生

ﾚﾝｸﾞｽ異常 0030H 送信ﾃﾞｰﾀ長が異常

ｽﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ異常 0040H ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞ以外で、下記の要求を行った

a)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定、b)MACｱﾄﾞﾚｽ設定、c)ﾘｾｯﾄ

MAC/IP未設定 0050H MACｱﾄﾞﾚｽ又はIPｱﾄﾞﾚｽが未設定の場合

伝送禁止状態 0060H ・ﾗﾝﾓｰﾄﾞ(ﾒｯｾｰｼﾞ伝送禁止)で、PCﾘﾝｸ要求を要求した

・ﾗﾝﾓｰﾄﾞ(ｿｹｯﾄｲﾝﾀﾌｪｰｽ伝送禁止)で、ｿｹｯﾄのｵｰﾌﾟﾝ／ｸﾛｰｽﾞ／送信

／受信要求を要求した

ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰ 0070H 要求ﾃｷｽﾄにﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰがあった

0071H ﾎﾟｰﾄ番号異常

0072H 要求ｺｰﾄﾞ異常

0073H 時刻設定：年

0074H 時刻設定：月

0075H 時刻設定：日

0076H 時刻設定：時

0077H 時刻設定：分

0078H 時刻設定：秒

ｵｰﾌﾟﾝ済み 0080H ｵｰﾌﾟﾝ済みのｿｹｯﾄにｵｰﾌﾟﾝ要求をした

未ｵｰﾌﾟﾝ 0081H ・未ｵｰﾌﾟﾝのｿｹｯﾄに送信／受信／ｸﾛｰｽﾞ要求をした

・TCPｿｹｯﾄで相手局からCLOSE受信しているｿｹｯﾄ(ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽの

｢RCLOSE｣ﾋﾞｯﾄがON)に送信／受信要求をした

ｿｹｯﾄ識別子不正 0082H ｿｹｯﾄ識別子が範囲(1~8)外の場合

制御要求指定不正 0083H 動作ﾓｰﾄﾞ制御要求で禁止されている要求をした

・ﾗﾝﾓｰﾄﾞ中にﾗﾝ要求を発行した

・ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞ中にｽﾀﾝﾊﾞｲ要求を発行した

・ﾗﾝ要求とｽﾀﾝﾊﾞｲ要求を同時に発行した

LANｺﾝﾄﾛｰﾗ 0090H 伝送用に確保したｴﾘｱに、自局IPｱﾄﾞﾚｽ／ﾎﾟｰﾄ番号の設定が失敗

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｴﾗｰ 0091H ・TCP／UDPﾌﾟﾛﾄｺﾙ上のｴﾗｰ(伝送ﾌｪｰｽﾞｴﾗｰ等)

・TCPｿｹｯﾄで相手局ﾀﾞｳﾝにより、ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽの｢NOACK｣ﾋﾞｯﾄがON

しているｿｹｯﾄに送信要求をした

0092H ・相手局情報ｴﾘｱに相手局IPｱﾄﾞﾚｽの設定が失敗した

・相手局IPｱﾄﾞﾚｽのﾈｯﾄﾜｰｸ部が、自局IPｱﾄﾞﾚｽのﾈｯﾄﾜｰｸ部と異なる

ﾒﾓﾘﾌﾟｰﾙ取得失敗 00A0H 伝送ﾓｼﾞｭｰﾙ内OSがﾒﾓﾘ確保に失敗した

ﾎﾟｰﾄ2ﾀｽｸ起動失敗 00A1H ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾝｸ／PCﾘﾝｸ用ｿｹｯﾄ識別子の獲得に失敗した

ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄ指定異常 00A2H 他ｽﾃｰｼｮﾝ確認要求で相手先IPｱﾄﾞﾚｽをﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄにした

MACｱﾄﾞﾚｽ指定異常 00B0H BCC異常

00B1H MAC設定要求でｱﾄﾞﾚｽを保存後に異常が発生した

ﾘｿｰｽ不足ｴﾗｰ 00C0H ・UDPｿｹｯﾄで、受信ﾃﾞｰﾀをT2N側に引き取らずに、伝送ﾓｼﾞｭｰﾙ内部

ﾊﾞｯﾌｧが一杯になっている時に、送信要求をした

T2Nからの受信要求 00C1H ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの指示したｻｲｽﾞ ＜ 伝送ﾓｼﾞｭｰﾙが受信している

(ﾜｰﾄﾞ数)異常 ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ

00C2H ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの指示したｻｲｽﾞが「1～1000ﾜｰﾄﾞ」の範囲外
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付録４ Ｔ２ＮのＳＥＮＤ命令／ＲＥＣＶ命令の制約事項

伝送モジュールを使用した伝送が集中的に発生すると、Ｔ２Ｎ内部の処理負荷が大きくなり、Ｔ２

Ｎの定周期割込や内部動作に支障が出る可能性あります。例えば、伝送モジュールで他局からの要求

と自局からの要求が重なって発生した場合、Ｔ２Ｎの処理負荷が大きくなります。このため、下記制

約事項のもとでご使用下さい。

取扱上のお願い

ＳＥＮＤ命令／ＲＥＣＶ命令を使用する場合には、定周期割込みプログラムの

設定できる割込み周期に制約があります。

１）伝送モジュールをＰＣリンク伝送で使用する場合

ＳＥＮＤ命令／ＲＥＣＶ命令で設定可能なワード数は、

・「自局のＴ２Ｎ」がＳＥＮＤ命令で送信するワード数

あるいは、

・他局のＴ２ＮからＲＥＣＶ命令でデータ要求され、これに応答して「自局のＴ２Ｎ」が送信す

るワード数

で規定しています。

自局のＴ２ＮのＳＥＮＤ命令で送信するワード数と、他局のＴ２ＮのＲＥＣＶ命令で要求されて

送信するワード数とが、同一伝送モジュールを経由する場合は、その大きい方の送信ワード数に

着目します。

Ｔ２Ｎ 伝送ﾓｼﾞｭｰﾙ 左図の場合、

ｎｓ＜ｎｒの場合、ｎｒ

ｎｓ＞ｎｒの場合、ｎｓ

を送信ワード数として考えます。

他局Ｔ２ＮのＲＥＣＶ命令による受信要求

RECV命令に対する応答送信(ワード数：ｎｒ)

伝送路

Ｔ２ＮのＳＥＮＤ命令による他局Ｔ２Ｎへ送信(ワード数：ｎｓ)

付図２ ＰＣリンクで着目するワード数
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付表６ 伝送モジュールをＰＣリンク伝送で使用する場合の伝送可能なワード数

[ソケット(ＴＣＰ／ＵＤＰ)伝送は行わない場合]

ファンクション 自局Ｔ２ＮのＳＥＮＤ命令

伝送モジュール種別 実行命令時間 ／他局Ｔ２ＮのＲＥＣＶ命令

で指定可能な最大伝送ワード数

ＰＵ２３５Ｎ ４ｍｓ以下 ４８５Ｗ以下

５ｍｓ以下 ２９５Ｗ以下

３ｍｓ以下 ４８５Ｗ以下

ＰＵ２４５Ｎ ４ｍｓ以下 ３４６Ｗ以下

５ｍｓ以下 １３１Ｗ以下

上表の条件：

ａ）Ｔ２Ｎの構成は、伝送モジュールが実装された、付図３の構成を想定しています。

ｂ）ファンクション命令実行時間については”Ｔ２Ｎ 製品説明書”を参照願います。

ｃ）ＰＵ２４５ＮはＳ２０ＬＰのＰＣリンク伝送(自局のＳＥＮＤ命令／他局からのＲＥＣＶ命令)

を１２８Ｗを指定した場合を想定しています。但し、Ｓ２０ＬＰを実装していても、ＰＣリンク

伝送を使用しない場合には、付表６でＰＵ２３５Ｎの欄を参照願います。

ｄ）ＰＵ２４５ＮではＳ２０ＬＰのＰＣリンク伝送が１２８Ｗ以下の場合には、伝送モジュールの

ＰＣリンク伝送で指定できるワード数は、付表６よりも大きくなります。

Ｓ２０ＬＰのＰＣリンクを１Ｗ減少させると伝送モジュールの指定可能な最大伝送ワード数が

１Ｗ増加します。ただし、伝送モジュールの指定可能な最大伝送ワード数は最大４８５Ｗです。

T2N

(PU ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾝｸ、

245N) ﾛｰﾀﾞは未接続

付図３ ＰＣリンク使用時のＴ２Ｎの構成

［例：ＴＭＯＶ命令で１０２４ワード転送を実行した場合］

所用実行時間［μｓ］＝２０６＋３．５×ｎ（転送ワード数：１０２４）［μｓ］

＝３７９０

所用実行時間は４ｍｓ以下なので、ＰＵ２３５Ｎでは４８５Ｗ以下、ＰＵ２４５Ｎでは３４６Ｗ

以下が自局／他局で指定可能な最大ワード数になります。

［注意］以下の命令を使用する場合、指定可能な最大伝送ワード数に特に気を付けて下さい。

下記に記した命令以外にも注意してご使用願います。

ＴＭＯＶ、ＴＮＯＴ、ＴＣＭＰ、ＸＦＥＲ、ＲＥＡＤ、ＷＲＩＴＥ
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２）伝送モジュールをソケット伝送(ＴＣＰ／ＵＤＰ)で使用する場合

付表７ 伝送モジュールをソケット(ＴＣＰ／ＵＤＰ)伝送で使用する場合の伝送可能なワード数

[ＰＣリンク伝送は行わない場合]

伝送モジュール種別 ファンクション ソケット伝送で指定可能な

命令実行時間 最大伝送ワード数

１ｍｓ以下 １０００Ｗ以下

２ｍｓ以下 ９２７Ｗ以下

ＰＵ２３５Ｎ ３ｍｓ以下 ７１２Ｗ以下

４ｍｓ以下 ４９７Ｗ以下

５ｍｓ以下 ２８２Ｗ以下

１ｍｓ以下 ９７８Ｗ以下

２ｍｓ以下 ７６３Ｗ以下

ＰＵ２4５Ｎ ３ｍｓ以下 ５４８Ｗ以下

４ｍｓ以下 ３３３Ｗ以下

５ｍｓ以下 １１８Ｗ以下

上表の条件：

ａ）Ｔ２Ｎの構成は、伝送モジュールが実装された、付図４の構成を想定しています。

ｂ）ＰＵ２４５ＮはＳ２０ＬＰのＰＣリンク伝送(自局のＳＥＮＤ命令／他局からのＲＥＣＶ命令)

を１２８Ｗを指定した場合を想定しています。但し、Ｓ２０ＬＰを実装していても、ＰＣリンク

伝送を使用しない場合には、付表７でＰＵ２３５Ｎの欄を参照願います。

ｃ）ＰＵ２４５ＮではＳ２０ＬＰのＰＣリンク伝送が１２８Ｗ以下の場合には、伝送モジュールのソ

ケット伝送で指定できるワード数は、付表７よりも大きくなります。

Ｓ２０ＬＰのＰＣリンクを１Ｗ減少させると伝送モジュールの指定可能な最大伝送ワード数が

１Ｗ増加します。ただし、伝送モジュールの指定可能な最大伝送ワード数は最大１０００Ｗです。

T2N

(PU ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾝｸ、

245N) ﾛｰﾀﾞは未接続

付図４ ソケットインタフェース使用時のＴ２Ｎの構成
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３）伝送モジュールをＰＣリンク伝送、ソケット伝送(ＴＣＰ／ＵＤＰ)ともに使用する場合

付表８ 伝送モジュールをＰＣリンク伝送、ソケット(ＴＣＰ／ＵＤＰ)伝送

ともに使用する場合の伝送可能なワード数

自局Ｔ２ＮのＳＥＮＤ命令

伝送モジュール種別 ファンクション ／他局Ｔ２ＮのＲＥＣＶ命令

実行命令時間 ／ソケット伝送

で指定可能な最大伝送ワード数

１ｍｓ以下 １０７３Ｗ以下

２ｍｓ以下 ８５８Ｗ以下

ＰＵ２３５Ｎ ３ｍｓ以下 ６４３Ｗ以下

４ｍｓ以下 ４２８Ｗ以下

５ｍｓ以下 ２１３Ｗ以下

１ｍｓ以下 １０３８Ｗ以下

２ｍｓ以下 ８２３Ｗ以下

ＰＵ２4５Ｎ ３ｍｓ以下 ６０７Ｗ以下

４ｍｓ以下 ３９２Ｗ以下

５ｍｓ以下 １７７Ｗ以下

上表の条件：

ａ）Ｔ２Ｎの構成は、伝送モジュールが実装された、付図５の構成を想定しています。

ｂ）ＰＵ２４５ＮはＳ２０ＬＰのＰＣリンク伝送(自局のＳＥＮＤ命令／他局からのＲＥＣＶ命令)

を１２８Ｗを指定した場合を想定しています。但し、Ｓ２０ＬＰを実装していても、ＰＣリンク

伝送を使用しない場合には、付表８でＰＵ２３５Ｎの欄を参照願います。

ｃ）指定可能な最大伝送ワード数はＰＣリンク伝送とソケット伝送を合わせたワード数です。ＰＣリ

ンク伝送は４８５Ｗを越えるワード数は指定できません。ソケット伝送は１０００Ｗを越えるワ

ード数は指定できません。

ｄ）ＰＵ２４５ＮではＳ２０ＬＰのＰＣリンク伝送が１２８Ｗ以下の場合には、伝送モジュールのソ

ケット伝送で指定できるワード数は、付表８よりも大きくなります。

Ｓ２０ＬＰのＰＣリンクを１Ｗ減少させると伝送モジュールの指定可能な最大伝送ワード数が

１Ｗ増加します。ただし、伝送モジュールの指定可能な最大伝送ワード数はＰＣリンク伝送で

最大４８５Ｗ、ソケット伝送で最大１０００Ｗです。

ｅ）伝送モジュールでＰＣリンク伝送のみ使用する場合は付表６を、ソケット伝送のみ使用する場合

は付表７を参照願います。

T2N

(PU ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾝｸ、

245N) ﾛｰﾀﾞは未接続

付図５ ＰＣリンクとソケットインタフェース使用時のＴ２Ｎの構成
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付録５ ファームウェア（Ｒｅｖ．Ｃ）での変更／修正機能

ここではファームウェア（Ｒｅｖ．Ｃ）で変更／修正した項目を説明します。

ファームウェア（Ｒｅｖ．Ｃ）はＴ２Ｎ（ＰＵ２３５Ｎ／ＰＵ２４５Ｎ）のシリアル番号が

「００６００００１」以降の製品から導入しています。

また、「００６００００１」より前のシリアル番号がついている製品でも、シリアル番号の末尾に

「Ｉ」以降のシールが貼ってある場合は、ファームウェア（Ｒｅｖ．Ｃ）にバージョンアップ済みで

す。

製造年／月（２０００年６月） 製造月：１０月…Ｘ

１１月…Ｙ

１２月…Ｚ

００６００００１シリアル番号の見方：

２０００年６月生産ロット内の整理番号

付表９ ファームウェア（Ｒｅｖ．Ｃ／Ｒｅｖ．Ｃ以前）の比較

Ｎｏ

１６回コリジョン発生時の処理１

１６回コリジョン発生の有無はＲＡＳ情報読み出し（７．６ ＲＡＳ情報読みだし参照）

で確認できます。ＲＡＳカウンタのRAS_CNT[8]が０以外であれば１６回コリジョンが発生

したことになります。

Ｒｅｖ．Ｃ １６回コリジョンが発生するとイーサネットの全ての送信処理が中止されま

以前 す。送信処理を再開するためには次の２つの方法があります。

（１）電源を再投入する。

（２）伝送モジュールをスタンバイモードにした後にリセット要求をかける。

いずれの場合も伝送モジュールに対してＩＰアドレス等のパラメータを再設定

する必要があります。

Ｒｅｖ．Ｃ １６回コリジョンが発生した送信パケットはスキップ（破棄）されます。

次のパケットから正常に送信できます。
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付録６ ファームウェア（Ｒｅｖ．Ｄ）での変更／修正機能

ここではファームウェア（Ｒｅｖ．Ｄ）での変更／修正した項目を説明します。

ファームウェア（Ｒｅｖ．Ｄ）はＴ２Ｎ（ＰＵ２３５Ｎ／ＰＵ２４５Ｎ）のシリアル番号が

「０１１００００１」以降の製品から導入しています。

また、「０１１００００１」より前のシリアル番号がついている製品でも、シリアル番号の末尾に

「Ｊ」以降のシールが貼ってある場合は、ファームウェア（Ｒｅｖ．Ｄ）にバージョンアップ済みで

す。

製造年／月（２００１年１月） 製造月：１０月…Ｘ

１１月…Ｙ

１２月…Ｚ

０１１００００１シリアル番号の見方：

２００１年１月生産ロット内の整理番号

Ｎｏ

リセット要求１

Ｒｅｖ．Ｄ 伝送モジュールの動作モードが「スタンバイ」でないと、リセット要求は実行

以前 されません。

Ｒｅｖ．Ｄ 「ラン」「スタンバイ」「ダウン」のいずれかのモードであればリセット要求

を実行可能です。

＊ＴＣＰオープン／ＴＣＰ受信／ＵＤＰ受信で、無制限待ちの要求を使用する

場合は、動作モードをスタンバイモードにしてからリセット要求を発行して

ください。
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